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日誌　一　三人一色






「お風ふ呂ろで一番最初に洗うのは、やはりこの髪ね」

　彼女──森もり塚つか一いち乃のはそう答えると、指先で弾はじくように長い黒髪をかき上げた。

　喪服のような黒いセーラー服ですらりと白く薄い体を包んだ一乃は、その人形のような顔立ちと裏腹に炎の如ごとく赤い瞳ひとみで同じテーブルに着いた残りの二人を見た。

　放課後のゲーム同好会部室には、いつものように彼女を含めて三人の会員がいる。

「……確かに綺き麗れいな髪だよな、こだわりって奴か？」

　一人は白しろ崎さき宗そう司じ、夏服になり学ランを脱いでカッターシャツにスラックスという芸のない格好の彼は一乃のかきあげた黒髪がしゃらりと揺れるのを眺めて呟つぶやいた。

「ふふっ、もっとえっちぃ答えを期待した宗司には残念だったかしら？」

「いつものことだが一応主張するぞ、そんな期待はしてないからな！」

　一乃の黒髪はエアコンのない部室でも汗の匂におい一つせず、窓から吹き込む涼しい風にさらさらと流れ淡い花の香りを漂わせていた。

　くすり、一いち乃のはどこか誇らしげに唇を吊つり上あげる。

「ともかく……この長い髪は、私の密ひそかな自慢よ」

「でも暑苦しいよねー、夏だよっ？　七月だよっ？」

　猫のような可愛かわいらしい笑顔で最後の一人──沢さわ村むらキリカが皮肉に言った。

　キリカも夏服に衣替えし、ブレザーの上を脱ぎワンサイズ大きなカッターシャツにリボンタイだけつけていた。季節に合わせたのか、二つに括くくった髪にはスイカ型のヘアピンがついている。

「やっぱり銀髪だと思うんだよっ、見た目にも涼しいし綺き麗れいだし」

　そう言う彼女の髪は、輝くような銀色をしていた。

「銀髪に爽さわやかな青い目、どっかの誰だれかさんのせいぜい丘レベルの胸部とは違う山脈レベルな胸の組み合わせとか最強だよねっ！」

　言うまでもなくキリカの瞳ひとみは青く、一乃に突きつけるように腕組みをしてそのばいんと豊かな胸を強調する。

　ぴくぴくぴく、一乃はその形の良い眉まゆをひくつかせ静かに立ち上がる。

「下品な胸をした女は脳の中身まで品がないのね、この黒髪の清せい楚そな美しさが理解できないなんて」

「胸が貧しいと心まで貧しくなるのかなっ、わたしはちょっとした一般論を紹介しただけなのにー」












　対抗するようにキリカも立ち上がり、赤と青──一いち乃のとキリカの瞳ひとみが睨にらみ合あう。

　それでも、一乃に表情はなくキリカはにこにこと笑っていた。

「ふふっ、焼き尽くすわよ、胸部肥大症女」

「アハハハ、切り殺すよ、全自動暑苦しさ発生装置」

「…………次おれの番だし、サイコロ振るぞ」

　丁度、二人の中間の席に座る宗司そうじは溜ため息いきを吐つきテーブルの上のダイスを手に取る。

　放課後の第三旧校舎一階、ゲーム同好会部室。

　エアコンもない木造旧校舎にいつものように集まった彼らは、珍しくもゲームをしている最中だった。

「まったく、一乃もよくわからんゲームを考えてくるもんだよ」

　プレイしているのは一乃が思いついて作成した『告白すごろく』。

　基本的には普通のスゴロクだが、多数配置された『告白マス』にとまると、クジを一枚引き、その中に書かれた質問に答えなければならない。

　先刻、一乃が『お風ふ呂ろで一番最初に洗う云うん々ぬん』言っていたのもクジの結果だ。

　自分の手番が回って来た宗司は、頭の上で罵ののしりあう二人を無視してダイスを振る。

「一、二、三……っと、うげっ、おれも『告白マス』かよ。えーと、クジクジ」

　駒こまを動かした宗司は嫌そうな顔で、テーブルの片隅に置かれた箱からクジを引く。

「えーと……なになに、『好みの異性』」

　絶賛口くち喧げん嘩か中の二人を横目に、宗司が一枚クジを引き質問を読み上げる。

　ぴたりと、一乃とキリカの動きが止まり凄すごい勢いで宗司の方を向いた。

「宗司！」

「ソージ！」

「うおっ、ど、ど、どうしたよ」

　その迫力に驚き、宗司はもう若干腰が引けている。

「なんでもないわ、いいからクジの質問に答えなさい」

「そうだよっ、早く答えて！」

「……あ、ちょ、おまえら、顔近いって」

　ずずいっと、一乃とキリカが揃そろってテーブルに手を着き身を乗り出し、かつてないほど真剣な瞳で宗司を見詰める。

「いいから早く答えなさい」

「うん、聞かせて欲しいなっ、宗司の好みのタイプ」

　顔を近づけてくる二人にちょっとどぎまぎしながらも宗司は考える。

「好みの異性……なあ」

　何となく一いち乃のを見た。

　しゃらりと揺れる清せい楚そな長い黒髪、端整な顔立ちと華きや奢しやな体、黒いセーラー服があつらえたように似合う真っ白な肌。

　さりげなくキリカを見た。

　リボンで結んだきらきらの銀髪、可愛かわいくてちょっと悪戯いたずらっぽい顔に日本人離れした抜群のスタイル。カッターシャツにリボンタイの姿が目にも爽さわやかだ。

　外見はどちらもとびきりの美少女だが……まあ、二人して割りと容赦のない口の悪さがあったり、たまに暴走したり、普通ではいられない事情があったり…………

　宗司そうじはこの二人に振り回される過去と現在とそうなるだろう未来を想い遠い目をする。

「…………普通の、一緒にいて安心できる女の子がいいなあ」

　実に哀愁に満ちた台詞せりふだった。

　一乃とキリカはお互いに顔を見合わせる。

「はあっ！」

「はぐぅ！」

　おもむろに、一乃がキリカにボディーブロウを叩たたき込こんだ。

　横おう隔かく膜まくを直撃した拳こぶしにキリカは悶もん絶ぜつして床に蹲うずくまる。

「突然なにしてんのおまえ！」

　宗司の叫びを華麗にスルー。

「そうだったのね……」

　一乃は椅い子すを宗司のすぐ隣に置き寄り添うように腰を下ろした。

「知らなかったわ、あなたがそんなにも私を必要としていたなんて」

「ちょっと待て！　おまえまさか自分を『普通で一緒にいて安心できる女の子』にカテゴライズしてんの！」

　宗司は本気でびっくりした顔をしていた。

「少なくとも、宗司にとってはそうだという自信があるわ」

　言葉どおり自信に満ちた表情で一乃が薄い胸を張る。

「マジっすか……あの、ちょっと具体的なところ質問してもいいですかね」

「一人暮らしが長いので家事が万能よ」

「それは知ってる」

「そしてこの見事な黒髪」

「まあ、確かに綺き麗れいな髪だよ」

「つまり、この私こそが大和やまと撫子なでしこ」

「ハードル低いぞ大和撫子！　条件二つじゃねえか！」

「遠慮なく、私の黒髪に夢中になっていいのよ」

「夢中になってどうしろってんだよ」

「手触りを楽しんだり、匂においを嗅かいだりかしら、勿もち論ろん、宗司そうじがそのえっちぃ方面にだけ旺おう盛せいな想像力でもっと変態的な楽しみ方を思いついたというならそれも許しましょう」

「思いつきません、そして自慢の黒髪なら大事にしてください」

「そう、私は森もり塚つか一いち乃の、十六歳」

　しゃらり、一乃がその長い黒髪をかきあげる。

「宗司が望むならこの体を穢けがされても構わない、献身に満ちた少女」

「健けな気げさの方向性がおかしいだろ、相変わらずこいつの思考がわからねえ……」

「意地悪な人ね……女性にみなまで言わせるものではないわよ」

　僅わずかに赤く染まった頰ほお、拗すねたような声、上目遣づかい──十六歳の同い年とは思えない妙に色っぽい仕草に宗司の心は思わずぐらりと傾きかける。

「てりゃっ！」

　横合いからキリカのキックが飛んできて一乃が椅い子すから蹴け落おとされた。

「ちょっ、えっ？　なにこの再び唐突なバイオレンス！」

　驚く宗司を無視し、キリカがすかさず空いた椅子に座る。

　ついでにこかした一乃を三回くらい踏みつけておく！

　踵かかとで肝臓を抉えぐるようにしておいたからしばらくは立てないぞ！

「ソージ、こんな絶壁女め狐ぎつねに騙だまされちゃ駄目だよっ！」

　ぎゅっ、宗司の両手を強く握り締めた。

「め、女狐？」

「そうだよっ、大体冷静に考えてよ、ボディーブロウでわたしを悶もん絶ぜつさせるような大和やまと撫子なでしこなんていないよっ！」

「そ、そりゃまあ……そうだな」

　蹴けり倒たおした相手を三回踏みつける女も相当アレだが。

「それにっ、『普通で一緒にいて安心できる女の子』ならわたしにぴったりだよっ！」

「おまえもそれ主張すんのかよ！」

　ほとんど抱きつくようにキリカは顔を寄せて宗司の肩に腕を回す。

　銀の髪から甘いミルクみたいなキリカの匂いがする。薄いカッターシャツの一枚向こうに柔やわい──蕩とろけるマシュマロのような胸の感触。

　宗司の顔は真っ赤になるが、キリカは気付いてもいないように平然としている。

「だってほらー、友だち付き合いも長いし」

「まあ、確かに長いが」

「一緒にいて気を遣ったりしないし、別に嫌じゃないよねっ？」

「いや、おまえ結構うざい……いや、もう慣れたな」

「もはや水みたいというか空気みたいというか、そんな感じだよっ──」

　ねっ？　と、すぐ目の前でキリカがちょこんと小首を傾かしげた。

　子猫のやるような仕草が、ひどく可愛かわいらしく。

　次の瞬間目の前から消えた。

「…………よくも、三度も、この、私を、踏みつけてくれたわね」

　一いち乃のがキリカの足を摑つかみ、力尽くで地面に引ひき摺ずり倒していた。

「くうう、復活が早いじゃん」

「そうでもないわ、まだ立てないもの」

　一乃は腕と肘ひじを使いキリカにのしかかり体重をかける。動きを封じようとしたのだろうが、キリカが激しくもがくので拘束しきれない。

「離せっ、この、イチノっ！」

「あまり、暴れるものではないわよ！」

　一乃が手を伸ばす、首を絞めようとしたのだろうが狙ねらいが外れキリカの頰ほおを摑んだ。

「まあ、これでよしとしましょう」

　思い切りキリカの頰を引っ張る。

「ふみょっ、い、いひゃいよ、くぅ、ほのぉ！」

　無理矢理に手を伸ばし、キリカも一乃の頰を引っ張る。

「ふぉの、はみゃふぃなふぁい」

「いひゃだよー」

「……あれ、ひょっとしておれ、忘れられてね？」

　完全に取り残された宗司そうじがぽつりと呟つぶやく。

　目の前では床に転がった一乃とキリカ（悲しいことに、二人とも外見だけは見事な美少女だ）がお互いの頰を引っ張り合っている。

　テーブルの上では、一乃の作ってきた『告白すごろく』と『好みの異性』と書かれたクジが完全に忘れ去られていた。

　ゲーム同好会では、それなりによくある光景かもしれない。

　宗司は暴れる二人の邪魔にならないよう、席を立ち壁際に控える。

「なんかすっげえ仲良さそうだよな……つうか、おれ、いらない子じゃね？」

　がらり、唐突に開く部室のドア。

「何も、」

「問題は有りません」

　同じ顔立ち、同じ髪型、同じ制服の双子の少女。

「すっかり取り残された寂しい兄さまを、」

「慰めようと素敵な妹リリス参上──」

　鏡合せのような、二人の少女が姿を見せる。

　幼さの残る顔立ち、白いリボンで作った小さなポニーテイル、学園制服の一つで（因ちなみに全六種類）襟元にレースのついたペールオレンジのブラウスとクリーム色のブレザー。

　一つの文章を半分ずつ喋しやべる彼女たちは、姿形どころか名前までも同じだ。

　白しろ崎さきリリス──宗司そうじの妹、荒谷あらや学園中等部一年に在籍する少女。

　何よりも特徴的なのはその、見るたびに色の変わる虹にじのような瞳ひとみ。

　あんまりに突然の登場に床の上の一いち乃のたちすら動きを止めたが、二人は気にした様子もなく部室に入ってくる。

「……ツッコミどころが色々多いが、とりあえずリリス、何か用事か？」

　目の前の妹を見詰めて、宗司は首を傾かしげた。

「用事はありましたがそれはさておき、」

「リリスたちは兄さまの気持ちを確かに受け取りました」

「ちょっと待って、何の話をしているのかわからん」

「好みのタイプである『普通で一緒にいて安心できる女の子』とは、」

「論理的に考えてリリスのことですね」

「その話題まだ続いてたのか…………なんでリリスがそれ知ってんだ！」

「実は、リリスたちはずっと前からドアの向こうにいたのです、」

「しかし空気を読める控えめな妹リリスは登場のタイミングを計っていたのです」

「色々納得いかないところが多いが、とりあえず言わせてくれ」

「はい、兄さま」

「確かに、おれの知り合いの中では比較的普通の女の子だよ」

「当然です、兄さま」

「一緒にいて安心できるっていうか、既に同居してるよな」

「はい、兄さま、両親が海外放浪中のため兄さまとの愛の巣ライフを満喫中です」

「いや、おまえら妹じゃん。好みの異性がどうこうとか、それ以前の問題で妹じゃん」

　至し極ごく真っ当な指摘に、一瞬、リリスたちは凍りついた。

「……まさか、そんな罠わながあるとは、」

「……妹という属性が枷かせになる日が来るとは予想外でした」

　口く惜やしげな表情でリリスたちが爪つめを嚙かむ。

「残念だったわね」

「アハハハ、妹じゃ仕方ないよねー。どこまで行っても妹だもん」

　リリスの登場で水を差された二人が、喧けん嘩かを止やめて並んで立ち上がっていた。

　その眼に宿る剣けん吞のんな輝き──例えば、楽しく遊んでいたところに無ぶ粋すいな邪魔が入ったことを怒るような──に宗司は嫌な予感を覚える。

「勝った気になるのは早いとリリスは指摘します、」

「リリスが兄さまの妹であるアドバンテージは確実に存在しているのです」

　つい、と、リリスとリリスは一歩前に出ると一いち乃のたちに向けて、丁寧に頭を下げた。

　思わず宗司そうじ、一乃、キリカが揃そろって首を傾かしげた。

「兄さまがゲーム同好会に入会したと聞きましたので、」

「リリスは本日、妹として挨あい拶さつに参りました」

「……挨拶ておまえ、それ妹のすることじゃねえだろ」

　呆あきれたように、しかし気が抜けたように宗司が苦笑した。

　しかし一乃とキリカは尚も怪け訝げんそうな顔を崩さず。リリスたちは言葉を続けた。




「『リリスの兄さま』が、いつもお世話になっています、」

「これからもよろしくお願いします、同じ同好会に所属している『だけ』のお二人」




　淡々と告げたリリスは顔を上げる。

「生あい憎にく、リリスは兄さまのお世話に忙しいので、」

「こちらに顔を出すことはあまりないでしょうが、どうぞリリスのことを記憶しておいてください」

　その虹にじ色いろの瞳ひとみには隠しようもない、敵意が満ちている。

　何が言いたいのかは、あまりにもあからさまだった。

「つまりそれは──宣戦布告と受け取って良いのね」

　氷のような一乃の声、赤い瞳だけは爛らん々らんと炎のように強く輝き逸はやる気を抑えるように、ゆっくりと長い黒髪をかき上げた。

「抑えなくていいよイチノ──」

　キリカにはまるで似合いもしない、全すべての感情が消え去った表情。

「──だって、リリスは、わたしたちの、同類なんだから。手加減なんていらないよ」

「そう、それはいいことを聞いたわ」

　瞳の炎を強め、裏腹な静かさで一乃がポケットからジッポライターを取り出した。

　部室に俄にわかに立ち込めた敵意と殺気に宗司の背筋に冷や汗が流れる。

　一乃とキリカの種類こそ違えど恐ろしい視線を向けられ、リリスは平然と受け止める。

「最近、兄さまはよく、あなたたちの話をします、」

「兄さまにはリリスがいるからそれでいいんです」

「森もり塚つか一乃、沢さわ村むらキリカ」

「リリスの方がずっとずっと、兄さまのことをよく知っているのです」

　それどころかその虹の瞳で真っ向から、彼女たちを睨にらみ返かえす。

「神さま神さま神さま、お願いですから平和的にこの場を収めてください」

　宗司そうじは思わず神に祈る。

　だが、この世界に神はいない。

　悪の大魔王も、異世界からの侵略者も、千年前から世界の裏に潜ひそんでいた謎なぞの組織も──この世界には何もない。

　正常な世界、平和な放課後、古びた木造校舎、何の変哲もない部室。

　睨にらみ合あう一人と一人と二人の少女。

『煉獄カサルテイリオ』森もり塚つか一いち乃のは右手を虚こ空くうに伸ばす。

『道化師の栄光バツドジヨーク』沢さわ村むらキリカが自らの顔を掌てのひらで覆う。

　彼女たちを彼女たちたらしめる、その異能の名を叫ぶ。

「罪を焼け──赤き贖あがない『煉獄カサルテイリオ』」

「空笑え──欺あざむく影絵『道化師の栄光バツドジヨーク』！」

　一乃の右手が虚空から燃える炎の槍やりを取り出し握る。

　キリカの右手は虚空より割れた仮面を呼び出し摑つかむ。

　そして、白しろ崎さきリリスと白崎リリスは手を繫つなぎ、

「鏡よ歪ゆがめ──狂いの境界『第一世界シユレデインガー』」

　一乃にキリカに匹敵するその異能を呼んだ。

『第一世界シユレデインガー』白崎リリス。

　その異能が呼び出す武器は、鏡の刃やいばを持つ二本のレイピア。

　リリスとリリスは片手を繫ぎ、片手に剣を握る。

　一対の剣を十字に構え、槍と仮面に相対す。

「さあ、殺し合いましょうか」

「アハハハ、いいねえ、うん、とっても」

「それではリリスは、」

「闘争を開始します」

　槍を、仮面を、レイピアを手にした彼女たちは──

「待て、おまえらせめて結界張ってから戦って、部室が壊れるからさああああああ！」

　宗司の悲痛な叫びを無視して床を蹴けった。

　……余談ですが、この後、宗司が命懸けで四人を止めました。






日誌　二　最良の目覚め






　淡い花の香りと共に宗司そうじの意識は緩ゆるやかに目覚めていく。

「……んぅ、むぅ、なんだこれ、抱き枕まくらか？」

　皮膚に触れるシーツの感触、腕の中には柔らかな抱き枕のようなもの。

　抱き枕に顔を埋うずめて、その匂においを吸い込むと奇妙に心地よい。

　ずっとこのまま抱き締めて眠ってしまいたくなる。

「…………おれ、抱き枕なんか持ってたっけ？」

　まだ目も開けずぼんやりとした声で呟つぶやき、抱き枕を確かめるように手で撫なでる。

　しゃらりとした絹糸の手触り、また微かすかにあの淡い花の匂い。

　宗司は下へと手を滑らせる。

　仄ほのかに熱を帯びた不思議な布地、指先に少し力を込めれば押し返す柔らかな弾力。

「ん……もうっ、手つきがいやらしいわよ」

　抱き枕から悩ましげな声がした。

「はいっ？」

　驚きのあまり、宗司の目がぱちりと開く。

「おはよう、宗司」

　長い黒髪と赤い瞳ひとみの少女が腕の中にいた。

　しどけなく横たわる彼女は肌が透けて見えるほどに薄い、黒のベビードール（キャミソールの裾すそを腰の下まで伸ばしたような薄手の下着）一枚だけの姿だった。

　薄い黒の布地越しに見える白い肌、剝むき出だしの肩に落ちる長い黒髪、大きな瞳と蛭ひるに似た唇は紅あかく、誘うようにちろりと舌が覗のぞく。

「あら、もう愛あい撫ぶはおしまい？」

　甘く蕩とろけるような囁ささやきは、毒を含んだ花に似ている。

　宗司の右腕はその細い首筋に、左腕は腰に回りきわどい位置で抱き締めていた。

「………………一いち乃の？」

　ああなるほど、さっきの絹糸めいた感触は一乃の長い黒髪で、柔らかかったのは一乃の体で、あの淡い花の香りは一乃の匂いか──と、宗司は納得する。

　瞬間、半分寝ていた脳髄が急速に動き出した。

「うええええええええええええ！　な、なんだ、おれは何をした！」

　上半身を跳ね起こす。

「って、よく見たらここおれの部屋ですらねえ。どこだここ！」

　広い部屋の中央にでんと置かれたキングサイズベッドの上にいた。

　窓は遮しや光こうカーテンで覆われ室内は薄暗く、家具らしい家具は他ほかにない。

　更に自分がどういう格好をしているのかにも気付き絶望的な叫びをあげる。

「おまけに、どうしておれは全裸なんだぁあああああああああああ！」

「何をわけのわからないことを言ってるのよ……」

　一いち乃のはするりと宗司そうじの肩に腕を回し、体を摺すり寄せる。

　ベビードールの透ける布地越し、一乃の薄い胸を己おのれの胸板で感じる。

「ちょ、よせ、離せ、つうかなんだその格好、どうしておまえが隣に寝てるんだ！」

　全裸の宗司は顔を真っ赤にして叫んだ。

「何を言っているのかしら。あなたが私にベビードールを着せて、無理矢理ベッドの中に連れ込んだくせに」

「おれ、そんなことしたのか！」

「情熱的だったわよ、とても」

　艶つやっぽく唇を吊つり上あげて一乃が言う。

　宗司は全く記憶にないが、状況証拠が揃そろい過ぎていた。

　ぶわりと宗司の全身から汗が噴き出た。

「え……マジ？」

「細かいことはどうでもいいじゃない、さあもっと、一緒に眠りましょう」

　黒いベビードール姿の一乃は耳元で囁ささやき、体重をかけて宗司を押し倒そうとする。

「いやいやいや、あれだよ、ほら、学校行かねえと、学生だもん！」

「あんっ、宗司ってば……」

　宗司は顔を真っ赤にしたまま一乃の腕を無理矢理引ひき剝はがし、驚きの連続で腰を抜かしたように無ぶ様ざまに後あと退ずさって逃げようとする。

　むにゅん。

　後頭部が何か柔らかいものに埋まった。譬たとえるなら人肌温度のつきたての餅もちだろう。

　恐る恐る宗司が振り返ると、ある意味そのままのものがあった。

「やんっ、もうソージってば……そんなにわたしの胸が好きなの？」

　キリカがいた。

　すらりとした一乃とは対照的なたわわに実った果実のような胸。

　その肉体を覆うのは透けるほどに薄い布地のピンクのベビードール、それも大きな切込みで胸元を強調するセクシーなデザイン。

　豊かな胸が作る深い谷間が誘うように、丁度、宗司の目の高さでぽよんと揺れた。

「ンッぎゃおあああああああああああ！」

　意味不明な悲鳴を上げて宗司そうじが飛び跳ねる。

　キングサイズベッドの上に立って、助けを求めるように視線を巡らせる。

　残念ながら助けはない。

　後ろには黒いベビードールで艶あで姿すがたを披露する一いち乃のがいる。

　前にはピンクのベビードールでセクシーな胸元を見せるキリカがいる。

「ななななんだこれ！　なんだこれ！　なにがどうなってんだ！」

「ふふっ、何を言っているのやら宗司にも困ったものね」

「そーだよねー、だってソージが選んだのにさ」

「選んだ？　おれが？　何を？」

　本気で驚く宗司の足元に、一乃とキリカがにじり寄ってくる。

　女め豹ひようのように腰を揺らして、上目遣づかいに宗司を見詰めて前後から迫る。

「そうよ、宗司が選んだの」

「ソージが選んだんだよ」

　足元にまで二人が辿たどり着ついても宗司は逃げられないでいる。

　蛇が絡まりながら樹木を昇るように、二人は宗司の体に自らの体を擦り寄せてひどくゆっくりと立ち上がっていく。

　密着する体を遮るのは黒とピンクの薄い布地だけだ。












　滑るようなベビードールの肌触り、その向こうに一いち乃のとキリカの体温を感じる。

　淡い花のような香りと、ミルクのような甘い香りが入り混じる。

　目の前に一乃の顔があって、肩の上にキリカは顎あごを乗せている。

「私たちを、あなたのものにした」

「わたしたちはもう、離れられないんだよ」

　互いに左右の耳に息を吹き込むようにして、甘い声で告げる。

　そのまま二人は宗司そうじの手を取って、腰へ、あるいは胸元へと誘いざなう──

「ちょ、待て、待て、誤解だ、絶対に誤解だ」

　だが宗司は、

「おれは何も選ばない！」

　強く叫んだ。




　がばり！　宗司は布団から飛び起きた。

「──はっ！　あ…………あれ？　あああ、ゆ、夢かよ」

　今度こそ、宗司は目を覚ます。

　エアコンがついているにも関わらず、悪夢を見た直後のようにパジャマがわりのシャツが汗にぐっしょりと濡ぬれていた。

　しかしそこは見慣れた自分の部屋だ。

　一戸建ての二階、道路側の個室。

　キングサイズベッドではなくフローリングの床に敷いた布団と薄手のタオルケット。窓からはカーテン越しに自然光が差し込み、年季の入った学習机の上を照らしている。

「じ、地獄のような夢だった、現実に起こったら心労で死ねる」

　心底から、宗司は安あん堵どの息を吐く。

「地獄のような夢とはどんな夢なのですか、兄さま、」

「リリスはとてもそれが気になります」

「ああいや、人によってはいい夢のような気もするんだが……個人的には夢オチでこんなに安心したのは初めてだ、っておいリリス」

　さっき見た夢のように、両隣にリリスが寝ていた。

　夢とは違ってパジャマ（お揃そろいの花柄）を着ているので安心だ。

「なんで、おれの部屋で、しかもこんな狭い布団に無理矢理入り込んで寝てるんだ」

「はい、兄さま。時節は七月、夜もまた蒸むし暑く寝苦しい日が続きます、」

「ので、リリスは兄さまの布団に避難したのです」

　左右からリリスが半分ずつ告げる。

「いやそれ余計に暑いだろ」

「問題ありません兄さま、」

「兄さまの部屋にはエアコンがあります」

「おれの記憶が確かなら、リリスの部屋にもエアコンはあった気がするんだが？」

「家計を預かるリリスとしては、」

「電気代も馬ば鹿かにならないので節約をしたいのです」

「……むう、家事をほとんど全部丸投げしているおれには反論しづらい理由だ」

「自宅ならば森もり塚つか一いち乃のも沢さわ村むらキリカもいないので、」

「ここぞとばかりに兄さまを篭ろう絡らくしちゃうぞ、とは決して考えていません」

「なんであいつらの名前が出るんだ、というかそもそも……」

　宗司そうじは困ったような顔で左右のリリスを見る。

　幼さの残る顔立ち、折れそうなほど華きや奢しやな体を包むお揃そろいのパジャマ、普段は小さなポニーテイルにまとめた髪も解ほどいている。

　妹たちはどこまでも鏡を合わせたように同じだった。

「十三歳にもなって、兄妹が同じ布団で寝るってのは、どうなんだ？」

　左右のリリスが全く同じように眉まゆを下げて悲しそうな顔をした。

「リリスは兄さまと一緒に寝るのが好きです、」

「兄さまはリリスと一緒に寝るのは嫌ですか？」

「別に嫌ってわけじゃないぜ！　リリスはおれの可愛かわいい妹だからな、でも、んー…………ま、その、朝起きたら隣にってパターンは心臓に悪いので控えてくれると嬉うれしいな」

　ちくりと兄心が痛み、宗司は慌ててとりなした。

「わかりました兄さま、それでは出来る限り、」

「事前に申告して布団に潜り込みます」

　悲しそうな顔はどこへやら、リリスはしれっとした顔で言って布団から抜け出す。

「それならおれとしても安心…………安心していいのか？」

　思わず自問自答してしまう。

「それでは兄さま、リリスは朝食を用意しますので、」

「十分ほどしたら一階のリビングへ来て下さい」

「ああ、わかった」

　何か釈然としないものを感じつつ、並んで部屋を出るリリスの小さな背中を見送った。

　宗司も着替えようと、布団を出て壁にかけたカッターシャツに手を伸ばす。

「…………」思わず、学園、ゲーム同好会、一乃とキリカ、今朝の夢と連想した。

　要するに透けるベビードールな二人だ。

「いかんいかんいかん、落ち着けおれ。友人を変な目で見るのは駄目だ！」

　ぶんぶんと首を振り記憶を追い払おうとするが、実に無駄な努力だった。

　夜と昼のように方向性は逆なれど、大胆なベビードール姿の二人──その感触と匂においすら思い出せるほどにリアルな夢を簡単に忘れられるわけがない。




　朝食を取り、学園へ行き、そして放課後になった。

　が、宗司そうじは未いまだ夢を振り切れず第三旧校舎一階のゲーム同好会部室にいた。

　当然、一いち乃のとキリカもいる。

　一乃の赤と桜色ベースのセーラー服は長い黒髪と凛りんとした表情に似合っていた。

　対照的にキリカは春のような笑顔を浮かべ、珍しくセーラータイプの制服を着ていた。

　三人とも古びたテーブルを囲み座っているがゲーム同好会のくせにゲームをする気配はなく、部室の隅に置かれたカセットコンロで淹いれた紅茶を飲んでいる。

「ねえ宗司」

「は、はい一乃さん！　なんでしょうか！」

　名前を呼ばれただけで過剰反応して椅い子すから立ち上がり直立不動。

　しかし決して目線は合わせず顔は真っ赤だった。

「……なんでもないわ」

「はい、一乃さん、では失礼します！」

　がたん、宗司がまた座る。

「ねえソージ」

「はい、なんでしょうかキリカさん！」

　再び直立不動。

「うん、なんでもないだよっ」

「イエスサー、では失礼します！」

　がたん、再び座る。

　座る宗司は全身がかちこちで、窓からは山の涼りよう気きを含む風が吹いているのに汗だくで、紅茶に手もつけずひたすら天井を睨にらみつけていた。

　宗司を挟むように座っている一乃とキリカは互いに顔を見合わせ首を傾かしげた。

「頑張れおれ、負けるなおれ、思い出すなおれ」

　明らかに挙動不審な宗司は口の中で本人にしか聞こえない小声で何度も呟つぶやいている。

　一乃もキリカも与あずかり知らぬところで、宗司は今朝の夢と戦っていた。

　今朝の夢と！　つまりはやたら色っぽいベビードール姿の一乃とキリカが敵だ！

　………………実に情けなく、際限なくダメな感じだ。

「ねえ宗司」

「ねえソージ」

「はい、一乃さんにキリカさ──ッ！」

　再び呼びかけられ宗司そうじは立ち上がろうとした。

　だが、いつのまにか一いち乃のとキリカの二人は宗司のすぐ真横に椅い子すを移動させていた。

　更には宗司が立ち上がれないよう、宗司の膝ひざの上に掌てのひらを乗せている。

　スラックスの布地越しに一乃とキリカの指先を感じ、今朝の夢を思い出した宗司は二人に挟まれた状態でますます凍りつく。

　頰ほおを微かすかに撫なでるキリカの銀髪、肩に触れる一乃の長い黒髪すらも宗司に今朝の夢を思い出させてならない。

「あなた、今日、変よ？」

「そーだよー、いつも常識人気取りのわりには結構変だけど、今日は特別変だよっ？」

「ななななななななななな、何を仰おつしやいまするのでおじゃるか。おれはパーフェクトなまでにいつもどおりですますよ」

　もうダメだ。

「変にも程があるわね」

「もしかして、壊れちゃった？」

「おまえらにだけは言われたくねえぞ！」

　つい癖くせでツッコミを入れ、その拍子に見まいとしていた二人の顔を見てしまう。

　思った以上に、二人の顔はすぐ傍そばにあった。

　両頰に口付けでもしようとしているぐらいに近く、二人の吐息が皮膚に触れる。

　一乃の長い黒髪から淡い花の香りがする、キリカの銀髪から甘いミルクの匂においがする。

「オネガイデスノデ、スコシボクカラハナレテクダサイ」

「嫌よ。何があったのか全部私たちに教えなさい」

「なーんで、昨日までは普通だったのに今日はそんな挙動不審なのかな？」

「イイタクアリマセン」

「あらそう」

「ふーん」

　二人はにやにやしながら、宗司に身を寄せてぴったりとくっ付く。

　片腕に一乃の仄ほのかな胸の膨ふくらみを感じ、逆の腕がキリカの豊かな胸に包み込まれる。

　宗司の儚はかない抵抗は、二つの胸の感触にぷちんと脳内で何かが切れた。

「うっがああああああああ！　いいぜ話してやる後悔すんなよ！　今のおれはな、おまえらの顔見ると脳内で薄くてレースで透け透けな種類よくわかんねえんだけどそういうの一枚だけの姿に自動変換しちまうんだよ！　一乃は黒でキリカはピンクだ！　色っぽいとか通り越してエロいにも程があったっつうの！　全部今朝見た夢のせいだ、おまらが透け透けな格好で登場してきたせいで頭の中それ一色だ、もちろん現在進行形でな！」

　強引に立ち上がると、宗司は明らかな自や棄けっぱちで叫んだ。

　全すべての意味でひどい告白に、一いち乃のとキリカが凄すさまじい速度で部室の壁際まで逃げる。

　宗司そうじはもう完全に自や棄けになり、更に叫ぶ。

「ああ、全力で引くがいいさ、軽けい蔑べつするがいいさ、いっそ殺せ！」

　しかし現実はもうちょっと斜め上を行った。

「どどどどどどどどど、どうしましょうキリカ、私たち求められているわ！　文字通り夢に見るほど求められているわ！　透けててレースで薄いえっちぃ下着姿になれなんてどうすればいいの、今日なんてむしろ爽さわやか系のブルーなのに、脱ぐの？　とりあえず脱げばいいの？」

「おおおおおおおおお落ち着くんだよイチノっ、わたしなんて今日は密ひそかに猫さんの下着だから大ピンチだよ、セクシーから遠すぎるよ、こんなときこそクールになるんだよっ！奇数を数えて落ち着くんだよっ！」

　傍はた目めにも明らかなほど、二人は混乱している。

「そそそそうね、えっと奇数ね、二、四、六、八、十、十の次ってなんだったかしら」

「イチノっ、それ偶数だよ、奇数はあれだよ、二で割り切れる数だよ！」

「くっ、私としたことが、もう一度奇数を数えるわよ、二、四、六、八、十──キリカ！　十の次は何！」

「イチノっ、だからそれは偶数──」

「ループしてんぞおい！」

　思わず宗司はツッコミを入れた。はっと気付いた一乃とキリカが宗司を見る。

　三人の視線が絡み、宗司はまた裸を思い出して全力で視線を逸そらす。

「その、宗司が…………宗司の馬ば鹿か」

　一乃の頰ほおがぽっと赤く染まり、はにかんで俯うつむく。

「ソージが変な夢見るからっ、嫌じゃないけど……やっぱりその恥ずかしいし」

　赤くなった頰を隠すように両手を添えて、キリカがそっぽを向く。

　部室に満ちる重たい沈黙、やがて宗司がぽつりと呟つぶやく。

「その、今日は解散するか……何ていうか、本当にすまん変な夢を見て」

　何とも気まずい雰囲気のまま、その日の活動は終わった。




　一晩かけて立ち直った宗司は、翌日いつもどおりに部室のドアを開ける。

「悪い、遅くな……沢さわ村むらキリカ、おまえもか！」

「やほーソージラブー……じゃなかった、ご主人さまっ」

　大変目の毒なメイド服姿のキリカが、ドアを開けるなり目に飛び込んできた。

　やたらとスカート丈の短いピンクベースのメイド服姿だった。

　スカート丈を補うつもりか膝ひざ上うえまでの白いソックスがあったが、剝むき出だしの太ふと腿ももが艶つやめかしく見えるだけで全く逆効果だ。おまけにキリカの豊かな胸を強調するようなフリルの飾りがついている。

「……目のやり場に困るデザインだな」ベビードールよりマシだが。

「ソージ、何か言った？」

　銀色の髪をふわりと揺らして、キリカが首を傾かしげる。

「え？　ああ……いや、なんでもない」

　まじまじとキリカのメイド姿を眺めていた宗司そうじは、今更のように目線を逸そらす。

「で、なんでそんな格好してるんだよ」

「それは私から説明しましょう」

　声の方を宗司は見る。部室中央のテーブルに座った一いち乃のが立ち上がるところだった。

「やっぱりおまえもメイドなのか」

「ふっ、この私があなたを困らせるチャンスを逃がすとでも？」

　キリカとは逆ベクトルの、スタンダードな紺色のメイド服を一乃は着ていた。

　若干見慣れた気もするその清せい楚そなメイド姿に、宗司は胸中で少し安あん堵どする。

　アイロンの当たった紺色のロングスカートに染み一つない真っ白なエプロン、ホワイトブリムで飾られた長い黒髪が歩くたびにしゃらりと揺れた。

　一乃はそのままキリカの真横に並ぶ。

　一乃の清楚なメイド姿とキリカの色気に溢あふれたメイド姿が並ぶ。

　そわそわと、宗司は妙に落ち着かない気分になり、二人の間で視線を彷徨さまよわせる。

　そうしていると、一乃が口を開いた。

「ご主人さまの命令には絶対服従がメイドの掟おきて、仕方がないと自分に言い聞かせれば羞しゆう恥ち心しんも敵ではない──そう私は考えたのよ」

「私たちは身も心もメイドになりきっちゃうことに決めたんだよっ」

　淡々と告げる一乃の横で、キリカがびしりとサムズアップをする。

「すいません、おれには全く意味がわからないのですが」

「夢に見るほど私たちのえっちぃ下着姿が見たいというなら、羞恥心を克服して見せてあげましょう──そんな心遣づかい」

「そっとしておいてくれよ！　やっと忘れかけた夢の絵え面づらを思い出すじゃねえか！」

　叫んでるうちに夢を思い出したのか、顔が赤くなる。

「そう、私は森もり塚つか一乃、十六歳」

　しゃらり、その長い黒髪をかき上げる。

「えっちぃご主人さまの毒どく牙がに身を捧ささげる、昼は聖女で夜はちょっぴり大胆なメイド」

「同じくメイドなキリカさんも、色々捧げちゃうぞっ」

　二人して堂々とした宣言だったが、なんだかんだ言ってまだ恥ずかしいのか微妙にその頰ほおは赤く目線を伏せていた。

　宗司そうじはふっと微笑ほほえみ、

「……本気でお願いですから、もうあの夢のことは忘れてください」

　静かに力強く、土下座した。






日誌　三　我が弁当






「うーす、あれ、キリカだけか？」

　放課後のゲーム同好会部室、いつものように遅れて来た宗司が首を傾かしげる。

　中央の古びたテーブルには、ぎーこぎーこと椅い子すを揺らしてキリカが座っていた。

　椅子に合わせて星印のヘアピンをつけた銀髪が揺れていた。

「やほーソージラブー。イチノはわたしも知らないよ、さっき来たところだもんっ」

「ふぅん、まあ、待ってりゃ来るか」

「じゃないかな、紅茶でも飲んで待ってようよ」

「おう、ありがとう」

　程なく、キリカが部室の隅のカセットコンロで紅茶を淹いれてテーブルに運んでくる。

　鼻歌を歌いながらティーカップを運ぶキリカのブレザーの胸元で明るい水色のタイが嬉うれしそうに弾はずんでいた。

　宗司は目の前に運ばれたティーカップを取り、軽く吹いて一口飲んだ。

「……どうかしたのか、おまえ」

「んふふふふふ」

　テーブルの対面に座るキリカが、にこにこと笑いながら宗司そうじの顔を見ていた。

「ソージ、お茶請うけが欲しくないかなっ」

「お茶請け？」

　宗司はテーブルの上を眺める。香りと共に白い湯気が立ち昇る紅茶しかない。

「まあ、あるなら欲しいな」

「そんなソージにお薦めの商品がー、これっ！」

　おもむろにキリカが立ち上がる。

「なんと、十六歳現役高校生な銀髪少女お手製クッキーです！」

　豊かな胸を張って、ビニール袋に入ったクッキーを宙に突き出す。

「わーお、そいつは凄すごい──って、枕まくら詞ことばがオールいかがわしいのはどういうことだ！」

　テレビ通販ノリで進みかけたところを、宗司が自分でぶった切る。

「えー？　十六歳も現役高校生も、銀髪少女も普通の単語だよっ？」

「言われてみればその通りなんだが。並べると妙にいかがわしい雰囲気がしないか」

「ふーん」

　にやり、チェシャ猫のようにキリカが笑う。

「それはソージが普段からいかがわしいことばっかり考えてるからじゃないかなっ！」

「おまえまでそういう事を言い出すのか」

　宗司は苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で溜ため息いきを吐つく。

「仕方ないよねー、ソージも男の子だもん」

「なんでちょっとお姉さんチックなんだよ。同い年だろうが」

「誕生日はわたしの方が早いよ」

「……」そういえば、もうじきキリカの誕生日だったなと宗司はふと思った。

「まーキリカさんは安心したよ、ソージもちゃんと女の子に興味があったんだねっ！」

「まさかの同性愛者疑惑だと！　おまえ、本気でおれを何だと思ってんだ」

「いい人だと思ってるよ？　たまにこっちが悲しくなるぐらいにねー」

　けらけらと笑いながら告げ、キリカは椅い子すを宗司の真横に移動させる。ぺたりと腰を下ろして、クッキーを入れたビニール袋の口を開けた。

「今日の家庭科の時間に作ったんだー。あんまり量はないけどね」

「ああ、調理実習か……そういや、おれのクラスの女子もそうだったな」

「ソージのクラスと合同でやったんだよ、イチノはいなかったけど」

「そりゃ確実にサボリだ。あいつ体育も殆ほとんどサボりらしいし」

　一いち乃のの孤立主義というか、協調性のなさは他の追つい随ずいを許さない。

　宗司そうじはビニール袋の口からクッキーを抓つまむ。

　多少サイズや形にばらつきはあるが、いい色合いだった。

「へえ、上う手まいもんだな。そういやおまえ、結構料理得意だっけ？」

「そうだよー、もう忘れちゃったの？　バレンタインデーに凄すごいの作ってあげたのにっ」

「忘れちゃいねえよ。確かに凄かった……凄く、食い辛づらいチョコレートだった」

「えー、愛情たっぷり込めたのに」

「義理に愛情込めんな、て、そうじゃなくて去年のチョコレートはなんで──おれの顔型チョコレートだったんだよ！」

「面おも白しろいかなーと思って」

「面白すぎだ。おまえ、自分の顔に齧かじりつく破は目めになったおれの気持ちを考えろ」

「じゃあ、名前入りのハート型チョコレートの方がよかった？」

「ありえねえ義理だなおい」

「世の中にはこれを義理だと確信するような鈍感さんもいるんだよっ？」

「いねえよ。おれですらうっかり勘違いしそうになるっつーの」

「……勘違いしてくれてもいいのにな」

　絶妙に鈍感な台詞せりふに、ぽつりとキリカが呟つぶやく。

「いや勘違いしちゃだめだろ」

　完かん璧ぺきに鈍感に、宗司が首を傾かしげた。

「ソージはダメな人だねー、もういいから、クッキー食べようよ」

「そうだな、じゃあ一つ貰もらうぞ」

「どうぞどうぞ」

　軽い声とは裏腹に、キリカはぎゅっと胸元を押さえ妙に真剣な瞳ひとみで宗司を見詰める。

　宗司は視線に気付きもせず、クッキーを一つ口に運んで嚙かみ砕くだく。

　さくりとした歯触りと仄ほのかな甘みの品のよいクッキー、宗司は一口紅茶を飲む。

　かつん、とティーカップをテーブルに戻して隣のキリカを見て少し笑う。

「美う味まい、紅茶にぴったりだな」

「えへへー、もっと褒めていいよっ」

「もっとか……むう、キリカさん凄いよー」

「ソージ、心がこもってないにも程があるよ」

「いや、急に褒めろとか言われてもな……」

　宗司が困り顔で後頭部を搔かく。キリカは大おお袈げ裟さに肩をすくめて首を振った。

「もう、仕方ないなソージは。キリカさんが正しい女の子の褒め方を教えてあげるよ」

「ある意味、超実用的なスキルだな」

「学んだその場でお役立ちだよっ！　と、いうことでレッスンその一！」

　ちょこんと、キリカが頭を下げる。

「撫なでて、撫でて、いいこいいこーって感じで優しく」

「……すいません、滅め茶ちや苦く茶ちや恥ずかしいんですけど」

「そこはぐっと我慢だよっ、ソージ」

　撫でられるのを待つ体制で、キリカは動かない。

　仕方なく、宗司そうじはゆっくりと手を伸ばす。

「じゃ、じゃあ……撫でるぞ」

　銀色の髪を梳すくようにキリカの頭に触れる、たんぽぽの綿毛にも似たふわりと柔らかい銀の髪が指の間を通り過ぎて行く。

「は、はうー」

　キリカが妙な声をあげる。

「だ、大丈夫なのかおい？」

「だいじょーぶだよー、続けてー」

　宗司からはよく見えないが、キリカは日ひ溜だまりでまどろむ猫のような顔をしていた。

　とても幸せそうだ。

「ああ、なら、続けるけど……」

　なでなで。

「はうう……力が抜けるよー」

　それこそ本物の猫のようにくたりと力を抜いてキリカは宗司の肩に体を預ける。

「……続けるぞ」

　なでなで。

「ふあー」

　くたくた、どんどんキリカの体から力が抜け反比例して幸せそうな顔になる。

「……おまえ、たまに本気で可愛かわいいよな」

　なでなで。

「恥ずかしいこと言わにゃいでよぅ、ふにゃー」

「おお、猫化した」

　調子に乗って、顎あごの下とか撫でてみた。

「ほーれ、ごろごろー」

「やめてよーソージー。気持ちよくて眠たくなるー」

　青い瞳ひとみは少し潤うるんで、上目遣づかいに宗司を見る。

　少しの拒絶も見えない甘えるような拒絶の言葉に、宗司の背筋がぞくりとする。

　妙に意地悪な顔を浮かべて、いつもの復ふく讐しゆうとばかりにキリカをごろごろ可愛がる。

「ほーれほれほれ」

「うにゃふにゃ、あうぅー、やめてようソージのバカァー」

　なでなでごろごろされてるキリカの瞳ひとみはとろんと蕩とろけ、甘えるような声で鳴く。

「はっはっはっ、聞こえないなー」

　宗司そうじの目はきらきらと輝いていた。

「楽しそうね──」

　絶対零度の声がした。

　ぴしりと宗司の動きが凍る。

　恐る恐る、目線だけを動かして声の方を見た。

　開けたドアから半分だけ顔を出して、じっとりとした赤い瞳がこちらを見詰めていた。

「ひっ、ひぃい」

　恐怖に引ひき攣つった顔で、宗司が情けない声をあげる。

「いいいいい、一いち乃のいいいいいいいつからそこに」

　魂を直接握られるような、もはや物理的暴力に等しい精神的圧迫に声が震える。

　七月だという事実とは全く無関係に、全身ががたがたと震えていた。

「そんなことは、どうでもいいでしょう」

　一乃が赤い唇の端を吊つり上あげ凄せい絶ぜつな──悪魔の如ごとき表情を浮かべゆっくりと部室を歩いて近寄ってくる。

　黒髪はしゃらりと揺れて、赤い瞳に炎が燃えて、その静かな歩みは修しゆ羅らのよう。

「ちょ、待て。な、なあキリカおまえも説明──って」

　さっきまで宗司にもたれてうなうな甘えていたキリカの姿が忽こつ然ぜんと消えていた。

「いねえええええええ！　あいつおれを置いて逃げやがった！」

　テーブルに『ごめんねっ！　怖いから逃げるよっ！』というメモが残っている。

「宗司──」

　一乃は宗司の隣に腰を下ろすと、まるで抱き締めるようにその首筋に両手を回した。

　宗司は恐怖で微動だに出来ず、一乃にされるがままだ。

「明日は昼食を用意せずに来なさい」

「……はい？」

　場違いな台詞せりふに思わず首を傾かしげた。

「わかったわね」

「あ……ああ、まあ」

「いい子ね、それじゃあ」

　寒気がするほどに蠱こ惑わく的てきな顔で、一乃は告げる。

「お仕置きの時間よ」

　……この日、ゲーム同好会の部室から宗司の悲鳴が絶えることはなかった。




　翌日の昼休憩、宗司そうじは暗い顔でゲーム同好会の部室に向かっていた。

「……部室に来い、ねえ。何するんだあいつは」

　宗司は一いち乃のからの呼び出しを受けていた。語るのも恐ろしい一乃のお仕置きを思い出し部室の前で少し躊躇ためらいながらも、宗司は意を決してドアを開けた。

「一乃──うおっ！　な、なんでドアのすぐ目の前にいるんんだよ」

　戦場に赴おもむく武将のように腕組みをして一乃が待っていた。

「そんなことはどうでもいいわ、さっさと座りなさい」

「はいはい…………あの、一乃さん。なんかテーブルに凄すごいのが見えるんですが」

　三段重ねの重箱が、テーブルに鎮座していた。

「ただのお弁当よ」

　くるりと背中を向けた一乃はさらさらの黒髪をなびかせテーブルにつく。

「ただのお弁当ってサイズかあれ」

　ぼやきながら宗司も続き、一乃の対面に座った。

　一乃は無言で椅い子すを動かして宗司の真横に来た。

「？」宗司が隣に座る一乃を見る。

「この方が食べやすいわ」

　赤い瞳ひとみが宗司を見上げて答え、一乃は三段重ねの重箱の包みを解く。

「そういうもんか？　まあ、いいけど。このサイズはやっぱりおかしくないか？」

「男の子でしょう。頑張って食べなさい、味の保証はしてあげるわ」

　静かに一乃が一段目の蓋ふたを開け、宗司は感嘆の声をあげた。

「はー、妹もキリカも結構な料理上手だけど、おまえも凄いな」

　小さな俵型のおにぎりは海の苔りやふりかけで色とりどりに、少し焦げ目のついた玉子焼き、狐きつね色いろのから揚げ、たこさん型のウインナー、プチトマトにポテトサラダや他ほかにも色々。

　重箱の見た目とは裏腹に庶民的というかスタンダードな献立だ。

「基本的な料理ばかりよ、一人暮らしが長いもの」

　心なしか自慢そうに一乃が薄い胸を張る。

「もっと凄いものも作れるけれど、あまりお弁当向きではないのが残念ね」

「弁当に向き不向きとかあんのか」

「あるわよ。冷めても美お味いしく食べられないと駄目でしょう？」

「ああなるほど……ところであの、二段目と三段目もこんな感じですか？　美味しそうなんですが、量的にきっついものが」

「安心なさい、ちゃんと考えてあるわ」

　すっと、一乃が二段目を開ける。

「おおお、これは見事な…………なんぞこの黄色いのは」

「プリン」

「二段目丸ごとプリンだと！　なんか嫌な予感がして来た！」

　宗司そうじは思わず三段目を開けた。

「魚の煮に凝こごりよ」

「予想の斜め上を突っ走ったー！」

　因ちなみに煮凝りとは、言ってしまえば魚の和風ゼリー寄せだ。結構美お味いしい。

「ふっ、驚いたようね」

「かなり本気で驚いた。まあ、確かに冷めても美味しく食べられるというか、むしろ冷まして食べるもんだけど……煮凝りっておまえ」

「そう、私は森もり塚つか一いち乃の、十六歳」

　勝ち誇るように一乃が長い黒髪をかきあげる。

「意外にも茶目っ気たっぷりな少女、外見はクール系」

「おれを驚かせるためだけにここまでやったんなら確かに尊敬するよ」

「あら、味も悪くないわよ」

　言って、一乃は箸はしを手に取る。

「はい、あーん」

　煮凝りを一口、宗司の口元に運んだ。

　宗司はじっ、と差し出された箸の先を見詰める。

「また、やるんすかそれ」

「当然でしょう……だって、」

　微かすかに頰ほおを染めた一乃が視線を逸そらす。

　その少し恥ずかしそうな一乃の顔に宗司は思わずどきりとする。

「楽しいのよ、とても──あなたを困らせるのが」

「楽しんでるのそこかよ！」

「もはやライフワークね」

「この女、マジで最悪だ！」

「ふふっ、何を今更言っているのかしらね、ほら、いいから大人しくあーんしなさい」

　ぐいぐい箸を寄せてくるので、宗司は諦あきらめたように口を開け運ばれた煮凝りを味わう。

「あ、美う味まい」

　一乃のお手製煮凝りは確かに上手に出来ていた。味付けも舌触りも悪くなく、するりと胃に落ちていく。まあ弁当には全く似合わないが。

「そう、それはよかったわ」

　一乃は嬉うれしそうに赤い瞳ひとみを細めると、箸を宗司に渡した。

「やっぱり、おれもやらないと駄目なんですか？」

「……あーん」

　宗司そうじの台詞せりふを無視して、一いち乃のが口を開けた。

　ぱっくりと開いた咥こう内ないと、赤い舌が妙に艶つやめかしく宗司は唾つばを飲み込む。

「じゃあ。行くぞ」

　微かすかに震える手で箸はしを動かし、煮に凝こごりを運ぶ。

　以前、喫茶店のケーキで同じ事をしたことがあるが、慣れるわけがない。

　一乃の口元から箸を遠ざけるや、宗司は安あん堵どの息を吐いた。

「少し味が濃かったかもしれないわね……一応、及第点としましょうか」

　冷静に一乃は呟つぶやくと、今度は宗司の手から箸をとりあげる。

「それで宗司、次は何を食べたいの？」

「いやもう普通に食べましょうよ！　おれの精神衛生によろしくないよ！」

「残念だけれど、箸が一組しかないのよ」

　からかうように、一乃は唇の端を吊つり上あげた。

「おまえ、わざと箸を一組しか持ってこなかったんじゃないだろうな」

「あら……驚いたわ、あなたの鈍すぎる脳髄にもそんな鋭い推理が出来たのね」

「鋭くねえよ！　普通の推理だよ、つうかおまえ、おれの知性をそこまで低いレベルに見積もってるのか！」

「アメーバ以上、ゾウリムシ以下だと予測していたわ」

「大差ねええええええええええええええ…………ああ、いや、うん、もういいよ、から揚げお願いします」

　しれっとした顔で言葉のナイフを投げつけてくる一乃に、宗司は全すべてを諦あきらめたような顔で天井を仰いだ。

　三段重ねの重箱が七割がた空になるまで交互に（最後の方は延々と宗司が）一組の箸で昼食を食べた。

「……プリンを箸で食ったのは初めてだ」

「…………スプーンは本当に忘れたわ」

　結局、全部は食べ切れなかったが元より作りすぎだと自覚していたのか一乃は何も文句は言わなかった。宗司の方は終わる頃ころには疲労困こん憊ぱいでぐったりとし顔が真っ赤だ。

「部室でよかった……誰だれかに見られたら死ねる」

「それは、次は教室でやって欲しいというリクエスト？」

　重箱を包みなおしながら、一乃が言った。

　宗司はもう力なく首を振るだけだった。

「さて宗司、最後に……はい」

　隣に座る一いち乃のが、そっと宗司そうじの前に頭を垂れる。

「何だよ」

「私のお弁当、美お味いしかったでしょう？」

「ああ、美う味まかった」

「なら褒めなさい……キリカにしたみたいに」

「キリカて……お、おまえにもあれすんの？」

　ちらと、上目遣づかいに一乃が見上げる。

「キリカにしたことは、全部私にもしなさい」

「おまえらのそのライバル意識はどこから来るんだよ」

　不思議そうに言いながらも、宗司はそっと一乃の頭に手を伸ばした。

　指先をくすぐるような黒髪の感触が心地よかった。

「じゃ、じゃあ撫なでるぞ」

「ど、どうぞ」

　若干緊張気味にしゃらりと流れる黒髪を梳すくように、そっと一乃を撫でる。

　キリカを撫でたときは猫を愛めでるようだった、一乃を撫でる今は壊れ物を扱うような手つきだった。

「……これは、何だか、凄すごいわね」












　零こぼれた前髪が一いち乃のの表情を殆ほとんど隠していて宗司そうじにはわからない。

　わからないが、何となく気持ち良さそうな声だとは思った。

「頭がとろとろになりそう」

　ぽすり、甘えるように一乃は額を宗司の胸にくっつける。

　なでなでしつつ、宗司は軽く肩をすくめた。

「こんなことでいいなら、いつもでやるさ」

「馬ば鹿かね。強がって」

　くすり、一乃が呟つぶやく。

「心臓、ドキドキしてるわよ」

「おまえ、本当に嫌な奴だな」

「何を今更。森もり塚つか一乃は面倒で心底、嫌な女よ」

「たった今再確認したところだ」

「でも意外と可愛かわいいところもあるのよ？」

「自分で言うな、このアホ」

　優しい手つきで一乃を撫なでながら、宗司が呟いた。






日誌　四　人為的ドッペルゲンガー






　ある日の放課後、宗司は誰だれかの悩みを聞き、少し遅れて部室に顔を出す。

「悪い、遅れた……なにい！」

　ガラリとドアを開けて、部室の中を見るや叫ぶ。

「あら宗司、遅かったわね」

「あら宗司、遅かったわね」

　一乃が二人いた。まるで妹のリリスのように見事なまでに同じだった。

　長い黒髪、赤と桜色のセーラー服、赤い瞳ひとみがテーブルを軸に左右から宗司を見ていた。

　驚きながらも、宗司は部室に入り交互に二人の顔を眺め気付く。

「……あ、これ『道化師の栄光バツドジヨーク』か！」

　キリカの持つ異能──『道化師の栄光バツドジヨーク』、形象は『割れた仮面』、能力は『変身』。

　その力で、キリカは一乃の姿に化けているのだろう。

「そうよ、気付くのが遅いわね」

「まったくよ、この程度すぐに気付いて欲しかったわね」

　右の一いち乃のが長い黒髪をかきあげ、左の一乃は皮肉に赤い唇を吊つり上あげる。

　片方がキリカの変身だと思えないほど、どちらも見事に『森もり塚つか一乃』だった。

「さて、宗司そうじも来たことだしゲームを始めましょうか」

「第一回『どちらが本物ゲーム』」

「ルールは簡単」

「勝利条件は宗司が本物の私を当てること、手段は問わないわ」

「すげえ……今日はちゃんとゲーム同好会っぽい。物もの凄すごい異能の無駄使いだけど」

「このゲームを無駄と言うなら、最初に思いついた『特に理由はないけれど何となく世界が変わったら面おも白しろそうだから総理官邸を焼き討っちゃうぞツアー』に切り替えるわよ」

「『テロリストとして歴史に名を残しちゃうぞツアー』の間違いだろそれ」

「『煉獄カサルテイリオ』で焼き芋パーティーというのも考えたけど、夏場に焼き芋は合わないわよね」

「総理官邸焼き討ちと焼き芋パーティーを同じレベルで語ってんじゃねえよ！」

「同じレベルよ。それに焼き討ちと焼き芋って語感が似ているじゃない」

「翼があるならば飛ぶべきよ。それが星空でも嵐あらしの夜でも飛べないよりはいいもの」

　左右の一乃が実に好き放題を言ってくれ、宗司は疲れたように溜ため息いきを吐つく。

「おれが悪かったから、ゲーム始めてくれ……ああ、でも、ゲームの前に見た目に変化つけてくれよ、今のままだとそっくりすぎて途中でごちゃごちゃになりそうだ」

　右と左の一乃は互いに同じ顔を見合わせて頷うなずく。

「わかったわ、ならば私は髪型をポニーテイルにしましょう」

「わかったわ、ならば私は髪型をツーテールにしましょう」

「二人ともやんのかよ！」

　ツッコミはさらっと無視され、二人の一乃が髪型を変える。

　ポニテ一乃とツイン一乃が出来上がる。

「ツーテールの一乃、か……ううむ」

「宗司、そんなに熱い瞳ひとみで見詰められても困るわ。それともあなたツーテールが好きだったの？　小生意気なツンデレを力で屈服させて泣かせたいタイプ？」

「いや、単にあまりの似合わなさに愕がく然ぜんとしただけだ」

「『煉獄カサルテイリオ』の餌え食じきになりたいようね」

「ツーテール最高ッス！」

　ツイン一乃が物凄く怖い顔をしたので、宗司はすぐさま頭を下げた。

　ポニテ一乃の方はツイン一乃を見て苦笑を浮かべた。

「確かに、私の顔立ちでツーテールは似合わないわね」

「私のくせに、私を罵ば倒とうするとはいい度胸ね」

「あら、私は私に客観的な意見を述べているだけだわ」

　一いち乃のたちが揃そろって腕組みをし、互いを睨にらみ合あう。

「やめろやめろ、いいからゲーム始めようぜ頭が痛くなりそうだ」

　同じ顔が会話しているのは妹のリリスで慣れているはずなのだが……なぜか一乃が二人いるのは…………とても、宗司そうじの心臓によろしくなかった。

「まあ、あなたがそう言うならばいいわよ」

「それで宗司、どうやって私たちを見分けるつもり？」

「ああ……どうするかな」

　宗司は立ったまま、左右に並ぶポニテとツインの一乃を交互に見る。

　髪型で変化はつけたがやはり外見はそっくりで、端整な顔立ちからは表情が読めない。

　ならば内面を探るしかないと、宗司は作戦を決めた。

「よし、じゃあちょっと質問がしたいんだが──」

「わかるわ、下着の色を聞きたいのよね」

「いいえ、感じやすい場所が知りたいのでしょう」

「質問をさせろこのアホどもがあああああああああああああ！」

「今日はちょっと清せい楚そに白よ」

「実は首筋が弱いの」

「訊きいてもねえのに答えるんじゃねええええええええええええええええええああ！」

　顔を真っ赤にして、力いっぱい絶叫した。

「つまり、己おのが手でスカートをめくり実際に確認し証拠として下着を強奪させろと言いたいのね。さすがは大英帝国も真っ青の女性下着コレクターだわ」

「そう、実際に首筋を舐なめて味わってみないと真偽の判断は付かないと主張するのね。さすがはハンニバルレクター博士も真っ青の変態的グルメだわ」

「めくらねえ！　あつめねえ！　なめねえ！　味わわねえ！　人の話を聞け！」

　宗司は額を拭ぬぐい、連続で叫ばされて乱れた息を整える。

「おかしいわね、宗司のことだからここぞとばかりにセクハラ的なえっちぃ質問を連呼すると思っていたのに」

「まったくだわ……あなた、本当に宗司なの？」

「おまえらの中でおれはどういう変態にカテゴライズされてるんだ……違う、そもそもおれは変態じゃねえ！」

「そういうことにしておいてあげましょう」

「ええ、そこまで主張するなら信じるふりだけでもしてあげないと哀れだもの」

　一乃はポニテもツインも涼しい顔で宗司を見ていた。

「ちくしょう……内面で判断しようと思ったら二人してエロネタに突っ走りやがる」

「愚かね宗司そうじ」

「そんな分かりやすいところ、対策をしないわけがないでしょう」

「て、ことはこいつらが対策してなさそうな……ああ、ちょっと失礼」

　ふと思いつき、宗司は一いち乃のたちの長い黒髪を手に取った。

「なっ──！」

　まずは一乃のポニーテイルを掌てのひらに載のせて鼻を近づける。

「あ、あら？」

　続いて、もう一人の一乃のツーテールの匂においを嗅かいだ。

「くそ、駄目か。シャンプーの匂いとかでわかるかと思ったんだけどな」

　どちらの長い黒髪からも淡い花のような同じ匂いがした。

「ん、どうしたおまえら。顔が赤いぞ？　熱中症か？」

「な、なんでもないわ」

「えええええええ、ええ、ただ少し驚いただけよ」

　左右の一乃は揃そろって顔を真っ赤にし、いきなり宗司に背を向け胸を押さえた。

「……か、髪の匂いを嗅がれるなんて」

「えっちぃのね、今日の宗司はいつにもましてえっちぃのね。まさにケダモノだわ」

「ゲームのためだからな、ゲームの、他意はどこにもねえぞ」

　振り返った一乃は、心なしか冷たい眼まな差ざしで宗司を見る。

「そんなに必死で誤魔化すなんて、やはりあなたのケダモノ的な情欲は私の黒髪をも餌え食じきにするつもりだったのね」

「女性の五体の全すべてをえっちぃ視線で見るなんて……さすがのケダモノぶりね宗司」

「お願いだから僕の話を聞いて！　そしてその冷たい目をやめて！」

　宗司が本気で訴えると、一乃たちは堂々とその薄い胸を張る。

「ふっ、私が宗司の話をまともに聞いてあげると思って？」

「そもそも私がゲームに対して協力的であると思うのが間違いよ」

「くそっ、キリカの一乃演技が上う手ますぎる！　内面までは変身できないはずなのにそのまま過ぎる。どっちも本物でも納得しそうだ！」

　頭を抱えて叫ぶと、ほんの一瞬、むっとした気配が一乃から（どっちの一乃かまでは判断がつかなかったが）伝わってきた。

「……突然だけど、キリカって可愛かわいいよな」

「ええ、可愛いわね」ポニテ一乃。

「…………ちっ」ツイン一乃。

「……」宗司は二人の一乃の顔を観察した。

　ポニテ一乃は冷然とした顔で、自分のポニーテイルを指で梳すいている。

　一方のツイン一いち乃のは少し不快そうに赤い瞳ひとみを細めて顔を背そむけている。

「いやでも、一乃も捨て難く美人だよな」

「…………死ねばいいのに」ポニテ一乃。

「ふっ、当然でしょう」ツイン一乃。

「そっちのツーテール、おまえ、本物の一乃だろ」

　宗司そうじが指差した。

「それでいいのね？」ポニテ一乃が訊きく。

「ああ、決まりだ」

「外れたら罰ゲームよ」ツイン一乃が言った。

「初耳ですよお姫さま！」

「言ってなかったもの」

「すげえ……全く悪びれる気配がない」

「それでは結果発表しましょうか」

「待て、罰ゲームの内容ぐらい聞かせてくれ！」

　無視してポニテ一乃とツイン一乃は己おのれの顔に掌てのひらを添える。

「正解は──」

　そのまま、二人は仮面を剝はがすように掌を外した。

「ツーテールの方がキリカさんでしたー！」

　外した掌には仮面があった。

　ツイン一乃の顔はそのままに瞳はキリカの青に戻る。一乃の顔にはまるで似合わない満面の笑みが浮かぶ──中途半端に一乃とキリカが混ざっていた。

「ふふっ、残念だったわね、宗司」

　一乃がポニーテイルを解ほどきながら、悪戯いたずらっぽく唇を吊つり上あげた。

「マジか……か、完全に騙だまされた。つうか、最後の反応すら罠わなか」

「ええ、最終的に宗司はそこを突いてくると思っていたわ」

「そこは、珍しくわたしとイチノの意見が一致してたんだよっ」

「うわ、おれ勝ち目がねえ」

「私とキリカの予想を超えられなかったのが、あなたの敗因よ」

　しゃらり、一乃が長い黒髪をかきあげた。

「二対一だから、ちょっと厳しかったかもだけどねー」

　混ざったキリカが、大おお袈げ裟さに肩をすくめた。

「手て強ごわいな……ところでキリカ、いいかげん自分の姿に戻ったらどうだ」

「え？　戻ってるよ？」

「戻れてないぞ、一乃とキリカを足して二で割ったような感じだ」

「うそっ！」

　慌てた様子で部室壁際の姿見に駆け寄り、キリカは自分の姿に悲鳴をあげた。

「本当だ……混ざっちゃってるよ」

　髪や顔立ちは一いち乃のに近く、瞳ひとみの色はキリカの青だ。

　キリカは困ったような顔で振り返り、宗司そうじを見る。

「ええと、ねえソージ。わたしってどんな形だったっけ？」

「……どういうことなの、宗司？」

　キリカの言葉に、一乃は首を傾かしげた。

「軽い暴走だろ。こいつたまに自分の形を忘れるんだよ、何にでも変身できるせいでな」

　慣れた風に答えると、宗司は安心させるようにキリカの頭を撫なでる。

「ほれ落ち着け……」

「はううー」

　混ざったキリカは頭を撫でられ心地良さそうな、照れたような顔をした。

　そして宗司はキリカの顔をまじまじと見詰める。

「あー、目の色は青のまんまだから、髪は銀色な」

「あっ、そうだそうだ、わたし銀髪だったよね」

　と、キリカが自分の髪を撫でると髪の色が銀に戻る。

「顔立ちが……もうちょい柔らかい感じ。わりと……多分、それなりに可愛かわいい感じ」

「ええと、こんな感じだったかな？」今度は顔を撫でた。

「あ、もうちょい輪郭細い。あと、胸がもっとでかかった」

「えーと、あ、大体思い出して来たよ」

「で、何が楽しいのかは知らんが、いっつも笑ってる」

「おおおおおお、そーだよソージ！　わたし笑う人だったよ！」

　ぽん、と手を打つとキリカはその場でくるりと回転した。

　ふわりと揺れた銀色の髪、背中を向けて、次に前を向いたときには、

「アハハハ、キリカさんふっかーつ」

　もういつもどおりに銀髪碧へき眼がんのキリカがいた。

「ありがと、ソージ、助かったよー」

　にこにこと笑顔を浮かべたキリカが、そのまま思い切り宗司に抱きつく。

「っと……おまえさ、嬉うれしいのはいいけど気をつけろよ。戻れなくなっても知らねえぞ」

「そのときは、ソージが助けてくれるんでしょー？」

　一つの疑いもない瞳で、キリカは無邪気な子猫のように微笑ほほえんだ。

「……まあな」

　宗司はそのとても可愛らしい笑みに照れ臭さを感じながら、抱きついてきたキリカを離す。

「信じてるよソージ……あー…………それと、頑張ってね？」

　突然、キリカが気の毒そうな顔をした。

「あ？　何を？」

　宗司そうじは首を傾かしげる。キリカが無言で宗司の背後を指す。

　振り返った宗司は、恐怖に顔を引ひき攣つらせた。

「………………罰ゲームが、まだだったわね」

　恐ろしく冷たい顔で一いち乃のが告げた。

　表情の冷たさとは裏腹に赤い瞳ひとみの奥に業ごう火かが燃え、長い黒髪が揺らいで見えた。

「あの、すいません、お手柔らかにお願いしていいでしょうか」

「ねえ、宗司」

　一乃は右手を持ち上げて、手の中で胡桃くるみでも転がすように指を動かす。

「男性としての尊厳と、人類としての尊厳と、生命体としての尊厳、何を失いたい？」

「選択肢が全すべて絶望的過ぎますよ！」

　果たして──宗司は己おのれの尊厳を守りきれるのか。

　ゲームの種類を変えて、第二回戦が始まった。






日誌　五　課外活動の課外活動






「今日は一乃が部活に来ないってよ」

　宗司はいつのまにか机に入っていたメモをぺらぺら振りながら言った。

　放課後のゲーム同好会部室で宗司より一足早く、テーブルでキリカがメモを取りつつ雑誌を読みながら待っていた。

「ふーん、珍しいねー」

　銀色の髪を揺らしてキリカが小首を傾げる。

「そうだな……珍しいって言えばキリカ、おまえ最近、あんまり制服弄いじってないな」

「弄ってるよー、でも、夏服だからねー、手を入れる部分が少ないんだよっ」

「へえ、そういうもんなのか？」

　テーブルに座るキリカをじろじろと眺めながら、自分もテーブルに着く。

　女性のファッションに疎うとい宗司には、一見すると夏服のブレザーにしか見えない。

　よく見れば確かに何となく違うような気もするが、はっきりとわかったのは銀の髪に乗ったヘアピンが太陽っぽいマークのものになっていることぐらいだ。

「何読んでんだ」

「情報誌、美お味いしいお店とか、今やってる映画とかだねっ」

「どっか行きたいところでもあるのか？」

「色々あるよー、だってほら」

　キリカは立ち上がり、腰に手を当ててばいんと胸を張った。

「もうすぐキリカさんの誕生日だからねっ！」

「誕生日の前に、期末試験あんだろ」

「ソージ、そんな退屈な現実は忘れとこうよ」

　大おお袈げ裟さにキリカが肩をすくめる。宗司そうじは軽い苦笑を浮かべる。

「覚えとけって……まあ、おれも今日の授業で言われるまで忘れてたんだけどな」

「一応聞くけど、わたしの誕生日はちゃんと覚えてたよねっ？」

「覚えてたよ」

　立ち上がったキリカの青い瞳ひとみが、宗司をじっと見る。

「忘れねえよ」宗司が言った。

　ほんの一瞬、キリカは寂しげに笑い──すぐに、また、太陽のように明るく笑う。

「ならオーケイだよっ！　試験の日程なんてどうでもいいけど、友だちの誕生日を忘れるような奴はキリカパンチでお仕置きだよ」

　しゅっしゅっ、とシャドウボクシングする。

「キリカパンチ？」

「えー、知らないの？　岩をも切り裂く必殺キリカパンチ」

「『切り裂く』段階でパンチじゃねえよ」

「『道化師の栄光バツドジヨーク』を使えば楽勝だよっ！」

「アホなことに異能使うな！」

「まー、キリカパンチより、誕生日の話だよソージ。『誕生日にやることリスト』がかつてない勢いで長くなってるんだよっ」

「年に一度のことだし、おまえの誕生日におれが一日引っ張りまわされるのもいつものことだが……一日でこなせる量にしてくれよ」

　キリカは情報誌を読みながらつけていたメモ（誕生日にやることリスト）を半分に折って自分の唇に当て、

「その辺は、キリカさんにお任せだよ」

　軽くウインクをした。

　宗司は何も言わずに、軽く肩をすくめただけだった。

「でねっ、この映画とかかなり面おも白しろそうなんだっ！」

　キリカが青い瞳ひとみを輝かせて、情報誌のページを見せてくる。

　宗司そうじはページに目を通す。海外で流は行やった小説を題材にしたアクション映画らしい、確かに面おも白しろそうだと思った。

「その映画、おまえの誕生日前に公開終了じゃねえか」

「わおっ、本当だよ、次の公開映画は……あんまり面白そうじゃないなー、よしっ！」

　ぱたん、情報誌を閉じてキリカが立ち上がる。

「今から見に行こっかっ！」

「今からって、おまえ……」

「思い立ったがラッキーデイだよっ！」

　銀色の髪を揺らして、キリカがびしりと親指を突き出す。

　宗司の目線は思わず、ぽよんと弾はずんだキリカの胸に吸い寄せられ反論し損そこねた。




　結果、気付くと宗司は学園出て山を下り、駅近くの通りにある映画館にいた。

　映画館と言っても、実際は中型ショッピングビルの最上階で、以前一いち乃のが宗司のデート相手を探る（デート相手は妹だったが）為に隠れていた場所の近所だったりする。

「高校生二枚お願いします」

　愛想の良い笑顔を浮かべたチケット売り場のお姉さんに宗司は言った。

　売り場のお姉さんは、宗司とその隣に立つにこにこ嬉うれしそうなキリカを見て言う。

「カップルシートはいかがですか。二人分のチケット価格でドリンクがつきますよ」

「カップルシート……ってなんですそれ？」

「じゃあそれにしますっ。いいでしょソージ」

　キリカはぐいと身を乗り出して、売り場のお姉さんに言った。

「まあ、おまえが良いならいいよ」

　カップルシートというものがよくわからないまま、宗司は頷うなずいた。

「んじゃ、とりあえず代金はおれが出しとくな」

「オッケー、後で半分渡すね」

　宗司が売り場のお姉さんに代金を支払うと、ドリンクを受け取り客席に入った。

　カップルシートは二階席だった。一階席の客はそれなりにいたが二階席には宗司とキリカ以外いなかった。時間帯が半端なせいなのだろう、映画目当てというより時間つぶし目当ての客が多かったのかもしれない。

「……なんだこれ」

「カップルシートだよっ？」

　要するに二人掛けのソファーみたいなものだ。

　宗司とキリカが座ると自然に肩と肩が触れた。

「ちょっと狭いな」

「わたしは気にならないよっ、あっ、でもすぐ傍そばにソージの顔があるのはいいよねっ」

　すっと、キリカが宗司そうじの顔を覗のぞき込こんで来た。

　思った以上に近いキリカの顔、銀の髪からは甘いミルクのような匂においがする。

　宗司は少しどきりとした。

「キスだって、出来ちゃいそう」

　冗談のような言葉、裏腹に青い瞳ひとみはどこか燃えるように輝いている。

「キリカ？」

　丁度その時、上映開始のブザーが鳴った。

　キリカの視線はあっさりとスクリーンに向かう。

　宗司は肩をすくめ、上体を起こしスクリーンの中では映画が始まった。

　照明が落ちて、客席の視線は全すべてスクリーンに向かう。

　客席はしんと静まり返り、スピーカーからは映画俳優の声が流れている。

　宗司も当然、スクリーンの中で進む映画のストーリーを追いかけていた……のだが、開始十分もすると集中できなくなっていた。

　すぐ隣から感じる、視線のせいだ。

「……じー」

「……」

「……じー」

「……キリカ、すげえ視線気になる」

　この映画館でキリカだけが、スクリーンではなく宗司を見詰めていた。

「気にしなくて良いよ？」声を潜ひそめてキリカが告げる。

「気になるっつうの、何か言いたいことでもあんのか？」

　同じく声を抑え、宗司はキリカを見た。

　キリカは何な故ぜだか唇を尖とがらせて不ふ貞て腐くされたような顔をしていた。

「ソージのへたれ」

　ずいと耳元に顔を近づけてキリカは言う。

「へたれておまえ……映画見に来て、なんでそんな罵ば倒とうを受けにゃならんのだ」

「映画館だよ？　暗がりだよ？　カップルシートでキリカさんと密着だよっ？」

「それが？」

「何もしないなんてありえないよ、ここは手を繫つないできたりとかして、わたしが思わずドキッとしちゃったりとかそんなシーンだよっ！」

「アクション映画でそれねえだろ、ほれ、アホなこと言ってないで映画見ろ」

　すぐ近くで囁ささやくキリカの頭をがしりと摑つかみ、無理矢理スクリーンの方を向かせた。

「もー、ソージのへたれ、鈍感、思わせぶり、こんなことならホラー映画とかにするんだったよ、悲鳴あげてここぞとばかりに抱きついてやるのに」

「あのなあ、おまえが映画みたいからって来たんだぞ」

　さすがに、宗司そうじも呆あきれ顔で言った。

「はうあっ！　そうだよ、わたしこの映画結構楽しみにしてたんだよっ！　ソージのせいですっかり忘れてた」

「バカ、声がでけえよ」

　慌ててキリカの口を掌てのひらで押える。

「むっ、むごっ、ふぉめんなさい」

「気をつけろ、まったく」

　言われて、キリカが何度も頷うなずいた。宗司は掌を外して溜ため息いきを吐ついた。

「前から思ってたんだが……おまえ、実はアホだよな」

「そんなことないよ、キリカさんはむしろかなりクールだよ」

　多分ここでのクールは賢いという意味だろう、キリカは悪戯いたずらを思いついた猫のような笑みを浮かべて一度腰を浮かせると、

「こーすれば、ソージもわたしも映画に集中できるよっ！」

　宗司の膝ひざの上に座った。

「いやいやいやいやいや、無理があ──」

「ソージ、映画に集中できないから黙ってて」

　抗議の声は、ぴしゃりと切り捨てられた。

　宗司は口をもごもごさせながらも、仕方なく黙る。

　膝の上に感じるキリカの柔らかな重みと体温。

　丁度鼻先の、きらきらと輝く銀色の髪からは微かすかに甘い──キリカの匂においがした。

　気が散る上に、キリカの後頭部に視界を塞ふさがれて殆ほとんどスクリーンが見えない。

「……な、なあ、やっぱりこれは」

　恐る恐る宗司は言うが、キリカは聞いちゃいない。

「──ッ！　うわっ……おおー」

　青い瞳ひとみをきらきらと輝かせてスクリーンを見詰め、主人公の動きに合わせて声を出し、身を乗り出し、体をゆさぶる。

　椅い子すになっている宗司はその度に、上に乗ったキリカの柔らかい体を意識してしまう。

　ぐりぐりと、キリカが無意識に体を押し付けてきて、宗司の顔は薄い暗がりの中でも明らかなほど真っ赤になっていた。

「耐えろ、耐えるんだおれ、映画が終わるまでの辛抱だ……」

　こんな状況で映画に集中できるはずもなく、気がつけばスタッフロールが流れて上映終了のブザーが鳴っていた。




「……結局、映画の内容を何一つ覚えてないわけだが」

　キリカと一緒に映画館の入ったビルを出て、宗司そうじはぼやいた。

「えっ、ソージ何してたの？　すっごく映画面おも白しろかったよ？」

　キリカは元気いっぱいにはしゃいで、映画館の前でくるくると回っている。

「……さあ…………なんでだろうな、多分おまえのせいだと思うんだけどな」

　対照的に宗司はぐったり疲れた顔で呟つぶやいた。

「アハハハ、変なソージだね。あっ、折角だしお茶でもして帰ろうよ」

　銀色の髪をなびかせて、両手を広げて、くるくるとキリカは回る。

　はしゃぐ子どものように楽しそうで、それを見ていれば映画の内容を何一つ覚えてないことなんてどうでもいいような気もして来た。

　宗司は溜ため息いきを一つ吐ついて言った。

「カップルシートのない店で頼む」

「オーケイ、じゃあ恋人席のある店にするね」

「……おまえ、本当にそういうの好きだな」

「そう、わたしは沢さわ村むらキリカ、十六歳」

　回転を止めたキリカが、びしりとサムズアップして、

「ソージのことが大好きな、ちょっぴり甘えたがりの女の子だよっ」

　夏の一日のように眩まぶしい笑顔を浮かべた。

「はいはい、アホな冗談言ってないで行くぞ」

　宗司は苦笑して軽く肩をすくめる。

「ぶー、ソージってば反応薄いよー。イチノの決め台詞ぜりふパクってみたのに」

「本家より随分普通っつうか、微笑ほほえましい内容だから逆に反応に困るんだよ」

「て、ことは、もっと頑張ってセクハラ的な発言にすればよかったのかな？」

「無理すんな、おまえはおまえのままが一番だよ」

「うわー、ソージその台詞凄すごく恥ずかしい」

　下らないことを喋しやべりながら、二人は肩を並べて歩き出す。

　キリカが悲しくなるだろうほどに、今の二人は仲の良い──友人のように見えた。

「……ソージもさ、たまにはわたしに甘えちゃっていいんだよっ」

「何だよ突然、まあ、機会があればな」

「噓うそ吐つき。全部一人で抱え込む癖くせに、ソージのバカ──でもソージ好きー、ラブー」

　ぎゅっ、キリカが宗司の腕に抱きつく──つなぎとめるように、とても、強く。






日誌　六　まどろみ






「あら宗司そうじ、今日は早いのね……宗司？」

　部室に姿を現した一いち乃のが、小首を傾かしげる。

　珍しく一番に部室にいた宗司がテーブルに突っ伏して寝ていた。

　きらりと一乃の瞳ひとみが輝き、足音を忍ばせて傍そばに立つ。

　どうやら宗司は本を読んでいる最中に眠気に耐えられなくなり眠ってしまったらしい、顔の下に開いた本があった。

「よく寝てるわね、どんな悪戯いたずらしてあげようかしら」

　悪戯アイテムを探して一乃が部室の中を見回す。まず目に入ったのは部屋の隅に置かれたカセットコンロだ。

「悪戯には使えないわね、熱湯はさすがにそんなレベルじゃないもの」

　視線をスライドさせていく、駒こまがなかったり盤がなかったりそもそも箱しかなかったりと中途半端なゲーム、窓、姿見、逆側の隅に保健室なんかで使う布製の仕切り。

「目が覚めたら私が水着、目が覚めたら私がメイド……裸エプロン、ボンデージ、振ふり袖そで、まさかのウェディングドレス」

　いくつか候補をあげ、一乃は小さく溜ため息いきを吐ついた。

「でも着替えている間に目を覚まされても興きよう醒ざめよね」

　宗司に視線を戻して、ふと寝顔を覗のぞき込こむ。

「あら、意外と可愛かわいい寝顔をしてるじゃない」

「ん、ぐぅ」

　エアコンなしの七月ではやはり寝苦しいのか、宗司がもぞもぞと動く。

「そうよね、寝てるのよね」

　一乃に悪戯心が芽生え、意地悪く赤い瞳を細めて顔を近づける。

「ふー」耳に息を吹きかけてみた。

「んっ！」

　びくんと宗司の背中が震える。

「……」

「んー」

　またすぐに、穏やかな寝息に戻る。

「も、もう……なによ可愛いじゃない」

　宗司そうじの何気ない仕草がたまらなく琴きん線せんに触れたらしく、一いち乃のは恍こう惚こつと頰ほおを赤く染める。

「次は、そうね……」

　さらさらの黒髪を一乃は一房指先で抓つまみ。

「こちょこちょと……」

　鼻先をくすぐってみた。

「ふぁっ、ふぁっ……ふぁっー」

　くしゃみと欠伸あくびが混ざったような変な声が出た。

「ふふっ、変な顔をして『ふぁっ』なんて鳴いて……ああっ、なんだかたまらないわ」

　悪戯いたずらがよほど楽しいのか、背筋をつつつと撫なでられたような甘い痺しびれが一乃を襲う。

「なかなか起きないし……そうね、今度は」

　つんつん、と指先で頰を突いてみた。

「ん、ん、んぅ……」

「…………」つんつん、つん、つん。

「ん、んぅ、ん、んぅー」

「………………」つんつんつんつんつんつん。

「んんんんんんんんーみゅー」

「ああん、もう、子どもみたい！」

　きゃーきゃー騒いで、わたわた身み悶もだえする。

「……んあ？」

　目の前でそんなんやられたら、宗司の目だって覚める。

　起きるなり視界に入ってきたのが、全身くねくねさせて悶えている一乃の姿だ。

「…………何してんの、おまえ？」

　ぽかんとした宗司が訊きく。

「ふ、ふふっ──」

　軽やかに、一乃は長い黒髪をかきあげる。

「全すべては七月の放課後が見せた幻よ」

「全然誤魔化せてねえぞそれ。むしろ誤魔化し自体がツッコミどころになってる」

「ならばもう好きにすればいいじゃない！　私の恥ずかしい姿を脳裏に焼きつけて脅迫した挙あげ句くに自宅に連れ込んで監禁して弄もてあそべばいいじゃない！」

「しない、できない、絶対無理！　妹いるんだぞおれの家！」

　薄い胸を張り一乃が堂々と宣言し、その内容の酷ひどさに宗司は思わず叫び返す。

「あら、秘密の地下室ぐらい持ってないの？　男の子の憧あこがれでしょう」

「そんな憧れねえよ！」

「小学生の頃ころに、公園や山の中にダンボールとかで作ったり」

「それは秘密基地だ、秘密の地下室なんて犯罪風味なもんと一緒にするな」

「秘密基地に拉ら致ち監禁ね」

「悪の秘密結社じゃねえんだぞ」

「私は悪の女幹部ということでどうかしら、首領」

「勝手に人を頭にすえて組織を作るなああああああああ！」

　連続ツッコミに疲れた宗司そうじはぜえぜえと肩を揺らして息をする。

「……で、これ何の話だっけ」

「さあ？　ところであなたが居眠りなんて珍しいわね、初めてみたわ」

　結果的に見事に誤魔化した一いち乃のは、宗司が顔の下に敷いていた本をひょいと手に取る。

「あらこれ、最近映画になった小説ね」

「結構面おも白しろいぞ、そいつのおかげでおれは寝不足だ」

「へえ、あなたにも読書を楽しめる程度の感受性はあったのね」

「そのレベルで感心してくれるな、頼むから」

「私やキリカに対する態度から考えるに、不毛の砂漠の如ごとく感受性が死に絶えた精神世界の持ち主だと確信していたわ」

「確信されるほど感受性に乏しくねえよ！」

「まああなたが優しさ大売出しの思わせぶり大王であることなんてどうでもいいわ」

「なんだその悲惨な形容詞」

「読書も結構だけれど、期末試験も近いわよ」

「スルーかよ、まあ、試験勉強もしてるよ。おれの睡眠不足の原因その二だ。おまえこそ………………そういや成績、学年トップクラスだったな」

　なんとなく、宗司はまじまじと一乃の顔を見詰めた。

　日本人形を思わせる長い黒髪に赤い瞳ひとみ、凛りんとした顔に真っ白な肌。

　十人に聞けば十人が綺き麗れいだと認めるだろうし、九人は知性的だとも思うだろう。

「これで口さえ開かなきゃなあ」

　宗司は何か途方もない無常を感じて首を振った。

「あなた、何かとてつもなく失礼なことを考えなかった？」

「普段おまえが考えてるのと同じぐらいには失礼だったかもしれねえな」

　自や棄け気味に宗司が皮肉を言う。

「そんな卑ひ猥わいなことを考えていたの？」

「待て、おまえ普段から何考えてるんだ」

「色彩的にはピンクで十八歳未満は閲覧禁止、そんな妄想で私の脳髄は満ちているわ」

　真顔で堂々と一乃は答えた。

「恥らえ十六歳乙女、少しで良いから、頼むから！」

「……もう」

　ぽっ、一いち乃のは頰ほおを染める。

「宗司そうじの馬ば鹿か……意地悪なんだから」

「ちくしょう！　なんだこの敗北感！」

「不覚にも可愛かわいいと思ってしまった宗司だった」

「心の声を代弁するな！」

「それはともかく宗司、試験があるのだからその本は我慢するか、いっそ映画の方を見なさいな、二時間で終わるわ」

「ああ映画ならもう昨日見たぜ」

「見たのに、わざわざ原作に手を伸ばしたの？」

「いや、キリカと見たんだけどあいつのせいで全然中身を覚えてなくてな……」

　遠い目で天井を見上げ、溜ため息いきを吐つく。

「そう──それは大変だったわね」

「ああ、本当に……あれ？」

　宗司が視線を天井から下ろすと、一乃の姿がなかった。

「昨日私がいない間に、そんなことがあったとは知らなかったわ」

　宗司の背後で冷たい声がした。

「二人で映画？　それは随分と、楽しそうね」

　背後に回り込んだ一乃が宗司の肩に手を添える。ぎりぎりとその指先が食い込む。

「実は私も少し、その映画には興味があったの」

　そっと一乃は身を寄せて、耳元で囁ささやく。

　宗司の背筋が色々な意味でぞくぞくする。一乃の表情が見えないのが恐怖を煽あおる。

「あの、一乃さん……」

　恐怖でガチガチになった宗司の肩から首へ、一乃の腕がスライドする。

　恋人を後ろからそっと抱き締めているようにも見えるが、当事者の宗司はそのまま首絞めに移行するような気がしてならない。

「わかるかしら宗司、私もその映画に興味があるのよ」

　僅わずかに、一乃が腕に力を込めた。

　後頭部に微かすかな膨ふくらみの感触──一乃の小さな胸が当たっている。

　幸せを感じる以上に、恐怖を感じる。

「一人で映画を見に行くというのも、寂しい話だとは思わない？」

「いや、一人で落ち着いてみるのも悪くなぐえっ──」

　台詞せりふの途中で、一乃がさらに腕に力を込めた。

「寂しい話だと思うでしょう？」

　ぎりぎりと首が絞まり、宗司そうじはぶんぶんと何度も頷うなずいて肯定の意を示す。

　一いち乃のがふっと腕から力を抜いた。

「そうね、この週末にしましょう。私もその映画を見に行くから付き合いなさい」

「いや、期末試験が近いし勉強したいんだが……」

「知ってる宗司、脳に向かう血管を塞ふさぐと人間なんて簡単に意識を失うのよ」

「喜んで付き合いますよ一乃さん！　いやー、楽しみだなー映画！」

　一乃が再び首を絞めようとする気配を察し、宗司は慌てて叫んだ。

「素直な答えね、素晴らしいわ」

　静かに一乃は体を離した。ついでに後頭部に当たっていた胸も離れた。

　ぐったりと力を抜いて、宗司は背もたれに体重を預け仰あお向むけに反る。

　少し楽しそうな顔をした一乃が、上から覗のぞき込こんでいた。

「おまえさ……たまに本気で怖いんだけど」

　逆さから見る一乃の顔、赤い瞳ひとみの奥には燃える炎に似た輝き、しゃらりと流れ落ちた黒髪が宗司の耳を掠かすめる。

「それは私の性格的なものもあるけれど、あなたが鈍いせいでもあるわ」

　一乃はその長い髪をかきあげ嘆息した。

「別に鈍くねえっての、むしろ気が利くナイスガイだっつうの」

「確かに……他人が困っているシーンに限定すればそうかもしれないわね」

　悪戯いたずらっぽく瞳を細めて、一乃は指先で宗司の額を突く。

「そういう所は、嫌いじゃないわ──私との契約も、あなたが本当に鈍くて、いい人だったから成立したようなものだもの」

「契約か、正直たまに忘れそうになる」

「あら」一瞬、一乃が怖い顔をした。

　気付きもせず、宗司は笑顔を向ける。

「なんかもう、普通に昔からおまえと友だちだったような気がしてる」

「…………馬ば鹿か」

　こつん、熱を測るように一乃が宗司の額に額を軽くぶつける。

「なんだよ急に」

「顔を見られたくないのよ」

　──普通の、女の子みたいな顔をしているから。

　一乃が宗司には聞こえない程に小さな声で呟つぶやいた。

　宗司は何も言わない。何も言って欲しくないのだとはわかるから。

　人の弱さなら宗司は理解する、理解しないのは……

「今日は帰るわ」

　そっと、一いち乃のが額を離す。

　いつものように、クールな顔をした一乃がいる。

「次の日曜、一時ぐらいにしましょうか。映画館で会いましょう」

「おおせのままに、お姫さま」

　軽く肩をすくめて、宗司そうじは一乃を見送る。

　一乃はドアに手をかけたまま一度振り返りクールに告げる。

「日曜日、楽しみにしているわ」

　宗司が返事をし損そこねている間に、一乃は再び背を向けて長い黒髪をなびかせ去った。

「…………そうか、あいつ、一人で映画に行くのはそんなに嫌なのか」

　部室に取り残された宗司が小さく呟つぶやいた。




　一方で静かに部室のドアを閉じた一乃の頰ほおが、にへらーと緩ゆるむ。

「デートよねこれ、デートよねこれ、完全完かん璧ぺきにデートよね」

　鼻歌でも歌いだしそうなぐらいご機嫌な様子で、一乃は廊下を歩き出した。






日誌　七　これはデートです






「今朝のテレビの占いによると兄さまは映画に行くと死にます、」

「よって兄さまは一日、家でリリスと過ごすべきです」

「そんな物騒な占いあってたまるか！　つうか一緒にその番組見てたけどそんな結果なかったぞ！　最後にリリス、遅刻するからそこどいてくれ！」

「行かせません兄さま、」

「どうせまた女性と出かけるに決まっているのです」

「妹すらおれを全く信用していないだと！」

「客観的に見て、」

「兄さまの女性関係は最悪です」

「誰だれにも手を出してないどころか、彼女がいたことすらないのに最悪……だと？」

　日曜日、余裕を持って出かけようとしたにも関わらず妹に阻はばまれた。

「うおおお、やばい遅刻する！　しかもよく考えたらおれ、あいつの連絡先知らん！」

　何とかリリスを振り切り家を出た宗司そうじは、七月の日差しの中を全力疾走する。

「頑張れおれ、連絡も入れずに遅刻したら何されるかわかんねえぞ！」

　映画館の入っているビルに駆け込み、エアコンの効いた冷たい空気を心地よく感じる暇もなくエスカレーターを駆け上がる。

　最上階の映画館のロビーで、息の荒い宗司は一いち乃のの姿を探し、

「一乃──」

　思わず呼吸を忘れた。

　一輪の百ゆ合りの花のように一乃が立っていた。

　真っ白なワンピースを着て、リボンのついた麦むぎ藁わら帽子を手に持って、映画のポスターを見上げていた。

　その可か憐れんな姿に、宗司は比ひ喩ゆも何もなく別人のようだと思ってしまう。

　ふわりと長い髪を揺らして一乃が振り返る。

　はにかんだ顔で、少しだけ白いスカートを抓つまみ小首を傾かしげた。

　似合う？　と、聞くように。

　宗司は小さく頷うなずいて、ゆっくりと一乃の傍そばへ歩いた。

「悪い、待たせたか」

「いいえ、今来たところよ」












「本当は？」

「七分の遅刻ね」

「正直、二連続映画で懐具合厳しいのですがポップコーン奢おごるので勘弁してください」

「安いわね、でも誠意だけは認めて許してあげるわ」

　くすり、上品に口元に手を当てた。

　宗司そうじは肩をすくめ、二人は並んでチケット売り場に行った。

「高校生二枚…………一いち乃の、カップルシートあるらしいけどどうする」

「折角だし、カップルシートにしましょうか」

「オーケイ。じゃあまとめて払っとくから後で半分くれ」

　言いながら、宗司が財布を取り出すと一乃は感心したような顔をした。

「あなた意外にスマートなやり方をするのね」

「いや、単にキリカとはいつもこのやり方ってだけだよ」

「……この馬ば鹿か」

　小声で呟つぶやき、一乃が思い切り宗司の足を踏んだ。




　ポップコーンを買って、客席に入り二階の端のカップルシートに二人で座る。

　日曜ということもあって、前回よりは客数も多く席は八割がた埋まっていた。

　上映開始までは、もう少し時間がある。

「意外と密着するのね、これ」

　一乃は膝ひざの上に麦むぎ藁わら帽子を置きシートに腰を下ろし、宗司の肩に体を預けた。

「ああ、ちょっと狭いかもな」

　寄り添う体、長い黒髪から漂う淡い花の香り、ほんの少し出かける前にわざわざ入浴してきたみたいに石せつ鹼けんの匂においが微かすかにした。

　触れた肩、白いワンピース越しに一乃の体温を感じて宗司の心臓は不意に高鳴る。

　私服姿が珍しいせいなのか、宗司は何か落ち着かない気分でちらちらと一乃の横顔を見てしまう。

「宗司、どうかしたの」

　視線を感じた一乃がこちらを向く。間近で見れば、驚くほどに一乃の顔立ちは端整で素直に綺き麗れいだと思ってしまい宗司はまたもドギマギする。

「……い、いや、なんでもない」

　今の宗司は、軽く挙動不審だった。

「そう……別に他意はないのだけれど、映画が始まって照明が落ちる前に、あなたを手錠か何かで後ろ手に拘束しておいてもいいかしら。主に私の貞操を守る為に」

「本心が透けて見えてるにも程がある、そして手錠なんて持ってるのかおまえ」

「あなたに借りるつもりよ」

「ねえよ、手錠！」

「あら、あなたって夜な夜な手錠片手に人ひと気けのない暗がりを歩き回るのが趣味じゃなかったかしら？」

「そんな趣味はねえ、つうかそれ確実に逮捕もんだろ！」

「よく考えたら、私のような美少女と暗がりで密着したところで手を出すような度胸もあなたにはないわね」

「…………わかってくれてありがとうよ」

「どういたしまして宗司そうじ」

　皮肉に唇の端を吊つり上あげて、一いち乃のはまたスクリーンに視線を戻した。

「この映画の原作小説、私は結構好きよ」

　ひどく静かな声で、独り言のように彼女は言う。

「物語の世界に、わたしは憧あこがれる。そこになら意味があるもの」

　まるでこの世界には意味がないような言い草だった。宗司は何も言わずポップコーンを一口食べてみた。少し塩気が強かった。

　丁度照明が落ち客席が薄い暗くら闇やみに覆われ上映開始のブザーが鳴った。

　白いワンピース姿の一乃と寄り添うように、宗司はスクリーンに視線を注ぐ。

　この映画はこんな内容だったのかと二度目にして宗司は感心しながら見ていたが、不意にぎゅっと腕に抱きつかれ隣に視線を向けた。

　真剣な顔でスクリーンを見詰めたまま一乃が、宗司の腕に自分の腕を絡め抱いている。

　恐らく無意識の行いだろう、意識は完全に映画に集中しているようだ。

　丁度スクリーンの中では、主人公が銃をつきつけられ危機に陥り緊張が高まっていた。

　比例するように、一乃の腕に力がこもり宗司に体を寄せてくる。

　集中している一乃の邪魔をするのも悪いと宗司は黙っているが、普段より薄い布地越しに一乃の小さな胸が当たってひどく気が散った。

　我慢して映画を観るが段々とスクリーンより一乃が気になってしまう。

　映画の主人公のアクションに合わせて、一乃が息を吞のみ、腕に力を込め頭を揺らす。

　肌にかかる一乃の吐息、薄い胸の奥の鼓動、さらさらの黒髪が頰ほおを撫なでる。

　気にしまいとするほどに、薄暗がりで鋭く尖とがった五感が一乃を察知する。

「落ちつかねえ」

　それでも何とか映画の筋ぐらいは追えただけ、マシだったかもしれない。

　そのうち映画が終わり、照明がつくと一乃は肩から力を抜いた。

「ふぅ、名作ね。筋を知っていても面おも白しろかったわ」

「ああ面白かったような気がする……ところでそろそろ、腕、離してくれないか？」

「腕？」

　一いち乃のはやっと、宗司そうじの腕を強く抱いていたことに気付いた。

　ぽっ、と一乃は頰ほおを染める。

「……私から腕を組んで来たように見せかけてまで、私と腕を組みたかったのね」

「おまえからだ！　おまえがやったんだ！」

「いいのよ、自分から腕を組むのは少し照れ臭い──そんな思春期男子の微笑ほほえましい心情を私はきちんと理解しているわ」

「何という上から目線……最近ちょっと逆に感心する」

「そう、私は森もり塚つか一乃、十六歳」

　するりと腕を解いて立ち上がり麦むぎ藁わら帽子で口元を隠す。

「男性に恥をかかせない、今時珍しく淑しとやかな乙女」

「おまえは乙女かもしれねえが、淑やかは絶対違う……ああいや、外見だけは、しかし」

　宗司は何やら認め難いものを渋々認めるような顔で立ち上がり、軽く伸びをした。

「に、しても、カップルシートってのは肩が凝るな」

「カップルシートに座ってそんな感想を抱くのは世界できっとあなただけね」

「そう言われても他ほかの感想は別に、ああ、一つあったわ」

　ぽんと手を打って、白いワンピースで包まれた慎ましい一乃の胸元を見る。

「薄手のワンピース相手にカップルシートは、心臓によろしくない」

「そう、それはとても愉快な情報ね」

　意地悪く、一乃は唇を吊つり上あげて宗司の腕に自分の腕を絡めた。

「なら今日は、これから一日これで行きましょうか」

　言うんじゃなかったと、宗司は盛大に後悔した。

「頼むから冗談にしといてくれ」

「ええ冗談にしてあげるわ、代わりにもう少し付き合いなさい」

　少しだけ名残惜しげに、一乃が腕を離す。

「試験前だぞ……まあ、おまえがいいならいいよ、どこに行きたいんだ？」

「ゆっくり考えましょう時間はまだたっぷりあるわ。それとも──」

　上目遣づかいに、じっと一乃は宗司を見詰める。

「私と一緒は嫌？」

「……いいえ、喜んで」

　宗司は小さく肩をすくめた。

　そして二人はロビーに戻り、このショッピングビルの各階案内板を見た。

　宗司は隣に立っている真っ白なワンピース姿の一乃に視線を向け読み上げる。

「ええと、生鮮食料品売り場、喫茶店、イタリア料理、ファッションにファッションにファッション、ファッション多いな、ああ屋上にはペットショップもあんのか」

　ペットショップでぴくんと一いち乃のの眉まゆが動いた。

「……ペットショップにするか？」

「悪くはないけれど、私のキャラクターではないわね」

　表情だけはクールに一乃が腕組みをする。

「声、上擦ってるぞ」

「あなた、ついに耳まで鈍くなったのね？」

「はいはい、それでいいよ、じゃあペットショップ行きますよ」

「なっ、あなたさり気なく私を子ども扱いしたでしょう！」

　たまに物もの凄すごく子どもっぽい──とは、宗司そうじも言わなかった。

「全然子ども扱いなんてしてないぜ！」

　きらりと歯を輝かせてナイススマイルを浮かべた。

　拗すねたように一乃は唇を嚙かんだ。

「やっぱり子ども扱いしてるでしょう……」

　その悔しげな顔が、また子どもっぽくて宗司は少し笑う。

「ふんっ！」

　つんと一乃がそっぽを向くが、宗司はまだ笑っている。

「悪い悪い、ほら行こうぜ」

　手を伸ばすと、一乃は何度も宗司の顔と掌てのひらを見た。

「……馬ば鹿か、この馬鹿、馬鹿、いつか『煉獄カサルテイリオ』で焼き殺してやるんだから」

　物騒な台詞せりふを言いながらも、一乃は宗司の手をとった。

　一乃に見えないように、宗司は小さく苦笑を浮かべた。

　そして二人は手を繫つないで屋上のペットショップへ入った。

　ペットショップは広く、その一角に触れ合いコーナーがあった。

　日替わりで触れ合える動物は違うらしく、今日はウサギだった。

　宗司と一乃の他ほかに親子連れが、何組かいる。

　子ども扱いするなと言った一乃は触れ合いコーナーの一匹のウサギの前で、

「かかかかかかか、可愛かわいいじゃないウサギ、まあ、少し、そこそこ、ちょっとは」

　触りたいのを必死に我慢してぷるぷる震えていた。

「つうかこれ、ウサギなのか？」

　一乃が手を伸ばしたり引っ込めたりしてるウサギは耳が短く、外見も色合いも一抱えはある巨大大福のようだった。どことなくナマケモノっぽい空気を放っている。

　因ちなみに、この大福みたいなウサギはアンゴラウサギという種類である。

「誤解しないで欲しいのだけれど、私は決してもふもふして丸っこくてさわり心地がよさそうだなんて思ってないわよ。ええ、絶対に私はそんなこと思ってないわ」

　息を荒げて掌てのひらをわきわきさせる一いち乃のはどう見ても怪しかったが、このアンゴラウサギは

人になれているのか、大福みたいな外見どおり動かず一乃の前でじっとしている。

「……おまえは本当に、面倒くさいというか何というか」

　未いまだに大福ウサギの前でわたわたしている一乃を眺め、宗司そうじは溜ため息いきを吐つく。

「ほれ、どうせおれしか見てないんだから、素直に可愛かわいがれよ」

　ひょいと大福ウサギを抱えて、一乃に差し出した。

　一乃の表情がぱあっと明るくなり目がキラキラと輝いたが、それも一瞬、一乃は長い黒髪をかきあげて冷静を装う。

「ふっ……あなたが何を言っているのかわからないわね」

　視線はちらちらとしっかり大福ウサギを見ている辺り本音がバレバレだ。

「私はそんなウサギなんて、ささささささささ、触らな、触ら……触りた……」

「言葉はともかく、おまえの体は正直みたいだな」

「く、悔しい、宗司にいいようにあしらわれるなんて」

　どうやらもう大福ウサギの誘惑に耐え切れないようだ。

　涙目になり恨みがましく宗司を見上げ、弱々しく手を伸ばした。

「さ、触らせてちょうだい」

「はいはい、どうぞ」

　小こ脇わきに抱えていた麦むぎ藁わら帽子と交換に宗司はアンゴラウサギを渡す。

　一乃が受け取った大福ウサギを撫なでると、大福ウサギは心地良さそうに震えた。

　そんな一乃を見ていると、妙に温かい気持ちになり宗司は口元に微笑ほほえみを浮かべる。

　一乃の真っ白なワンピース姿には、真っ白な大福ウサギが良く似合っていた。

「しかしおまえ、もうばれてるんだから、その動物好きキャラクター隠す意味ねえだろ」

「その手の可愛い趣味は私には似合わないのよ！」

「いや、似合うだろ？」

　あっさりと宗司が言って、一乃は言葉を失う。

　大福ウサギをもふもふする手まで止まってしまった。

「おまえ面倒くさいし冷たい空気全開だけど、一緒に同好会するようになってからは意外に可愛い面があるってわかったしな」

「こここここ、この馬ば鹿かは何を恥ずかしいことを言ってるのよ！」

　一乃は大福ウサギで顔を隠して叫んだ。

「馬鹿ってなんだよ、別におれは噓うそなんて言ってないぞ」

「だ、だから恥ずかしい台詞せりふは止やめなさいと……」

「それにほれ、その大福ウサギも何となく気持ち良さそうな顔してる」

　宗司そうじの言葉に、大福ウサギで隠れた一いち乃のの顔はどんどん赤くなっていく。

「いい加減に──しなさいこの馬ば鹿か！」

　一乃が叫び、びっくりした大福ウサギが外見に似合わぬ素早さで一乃の手から逃げる。

　恥ずかしさが臨界点を越えた一乃は怒っているようにしか見えず宗司は思わず後あと退ずさる。

「な、なに怒ってるんだよおまえ」

「別に怒っていないわ」

　口調だけはクールに、一歩一乃がにじり寄る。

　赤い瞳ひとみの奥の燃える炎に気け圧おされ宗司はさらに下がる。

「……」一乃が前へ。

「……」宗司が後ろへ。

　一乃が更に前へ、宗司は更に後ろへ。それを何度か繰り返す。

　とんっ、宗司の背中が触れ合いコーナーの壁に当たった。

　ワンピースの裾すそを揺らして宗司を追い詰め、一乃は優雅にその長い黒髪をかき上げる。

「別に怒ってないけれど、そんな態度を取られると怒りたくなるわね……」

「…………あれ、本当に怒ってなかったのか？」

「怒ってはいないわ。でも、恥ずかしい台詞せりふは場所を選んで言いなさい。二人きりの密室とかならよしとするわ」

「別に恥ずかしい台詞なんて……ちょい待て、なんかおれたち注目を集めてないか？」

　二人はきょろきょろと周囲を眺めた。ペットショップの触れ合いコーナーで痴話喧げん嘩かをする二人を家族連れや大福ウサギが眺めていた。

　ので、宗司と一乃は慌てて逃げた。

「あなたのせいで、とんだ恥をかいたわ」

「おれが悪いのかよあの場合」

「あなたが逃げるせいよ」

「おまえが怖かったんだよ」

「こんな淑しとやかな美少女のどこが怖いというのよ」

「主に……全部？」

「もうメイド服着てあげないわよ」

「一度たりとも頼んでねえぞ！」

「なら他ほかの衣装にするわ」

「勝手にやってろ！」

「露出度は高め」

「すいませんでした！」

　言い争っている間も足は止めず、屋上から映画館に降りてさらにエスカレーターを使いショッピングビルの外に出る。

　屋外に出るや七月の強烈な日光が突き刺さり宗司そうじは思わず口を閉じる。

　一いち乃ののほうもリボンのついた麦むぎ藁わら帽子を頭に被かぶった。

「暑いわね、どこかでお茶でも飲みましょうか」

「なら出てきたばっかりであれだけど、戻るか？」

　宗司が親指で、背後のショッピングビルを指す。

「どうせなら、あそこに行きたいわ『眠る羊』」

「了解」

　強い日差しの中を、二人は並んで歩き出す。

　駅付近の賑にぎやかな通りだけあって休日は人が多く。二人はすぐに人の流れに紛まぎれて周囲と区別がつかなくなる。

　雑踏の中の何気ない沈黙に、ふとその存在を確かめるよう宗司は隣を歩く一乃を見た。

　麦藁帽子のリボンが長い黒髪と共に微かすかになびき、真っ白なワンピースからは同じくらいに白い一乃の肌が覗のぞいている。

　あまりにも清潔で、清浄で、どこぞの令嬢のようでさえあった。

「宗司、黙って私の顔を見詰めて性的に不ふ埒らちな妄想をするのは止やめてくれるかしら」

　……喋しやべらなければ、どこぞの令嬢のようでさえあった。

「…………なんだろ、おれ、急に、悲しくなってきた。『そんな妄想してねえよ』とツッコミいれるのも忘れるぐらい悲しくなってきた」

「あらそう、残念だけれど私はなかなか楽しんでいるわよ」

　麦藁帽子のつばを少し持ち上げて、悪戯いたずらっぽい瞳ひとみで宗司を見上げる。

「あなたが七分ほど遅刻しなければ、より素晴らしかったわね」

「今更それを蒸むし返すのかよ」

　宗司は顔をしかめる。

「事実でしょう？　本来なら七分の遅刻を理由に首まで地面に埋めて野良犬をけしかけるぐらいやられてもおかしくないのよ？」

「発想がえぐいな……あ、それで思い出した」

「地面に埋められると興奮する性せい癖へきがあることを？」

「新時代過ぎる！　そっちじゃなくて遅刻の方な！　おまえの携帯番号かメールアドレス教えてくれよ、遅刻しそうになっても連絡一つ取れねえ」

「…………ねえ、あなた、私と知り合って結構な時間が経つわよね」

「そうだな、それがどうした？」

「いいえ、今更、連絡先を訊きくあなたの神経に疑問を持っただけよ」

「ほぼ毎日部室で会ってたから訊くの忘れてただけだろ」

「その微妙な無関心に私の乙女心は傷つくのだけれど、いいとしましょう」

　軽く嘆息して、一いち乃のは続ける。

「因ちなみに、私は携帯電話なし、固定電話なしの生活をしているわ」

「教える番号がそもそもないだと！」

「でも光回線は引いているのでネットはやり放題」

「順序がおかしいぞ！」

「コスプレ衣装の通販もしたい放題」

「あ、それは納得した」

「半分程度は自作」

「無駄に凄すごいな……」

「宗司そうじを悩殺えっちぃメイド服を製作中よ」

「その台詞せりふだけでおれの脳は死にそうだよ！」

「そういうことだからパソコン用のアドレスを教えてあげるわ、緊急時の連絡には全く使えないけれどね」

「い、意味ねえ……けど、まあ、いいかそれで」

「ならアドレスを言うから、しっかり聞きなさい」

「はいよ」

　宗司は携帯を取り出し、一乃の言うアドレスを打ち込んで記録する。

「メール、後で送るからおれのアドレスも記録しといてくれ」

「ええ、わかったわ」

　ほんの少しだけいつもより強く、一乃が頷うなずいた。

「次の角を右、だっけか『眠る羊』」

　何も気付かずに宗司が言う。

「そうね、今日は何のケーキを食べようかしら」

「一応言っとくけど、おれはケーキ頼まないぞ……高いし」

「それはまたゲームでもして決めましょう」

　そんなことを言いながら、二人は次の角を曲がって『眠る羊』に入った。

　以前来たときと同じように強めのエアコンと低いクラシックのかかった薄暗い店内で二人はお茶を飲み今日のデートを締めくくった。




　その夜、一乃の部屋。

　昼間と同じく真っ白なワンピースを着た一乃は、クッションに座って小さな白いテーブルのノートパソコンを睨にらんでいた。

　埋め込み型のクローゼットが開けっ放しで、まるで出かける直前まで着る服に迷った痕こん跡せきのように衣服が片っ端から散乱しているのも気にならないようだ。

　そのノートパソコンは何に使うでもなくメールソフトを立ち上げているだけだった。

　ピコン、メールの着信音がした。

　目にも留まらぬ速度でマウスをさばきクリック、メールを開く。

　見慣れないアドレス、署名は白しろ崎さき宗そう司じ。内容自体はさしたるものではない。

　今日は楽しかったまた明日という挨あい拶さつと、メールアドレス登録しておいてくれよという用件──含みも何もない他愛ないものだ。

「初めてのメールにしてはまた愛想がないわね……もうっ、宗司の馬ば鹿か」

　一いち乃のは誰だれも見ていない自分の部屋の中で、綺き麗れいに微笑ほほえむ。

　何度も何度も他愛のないメールを読み返して微笑んで──不意に表情が凍った。

「……待ちなさい私、これは返事を出さないとだめよね？　でも返事ってどうすればいいのかしら、ええと、そう、大丈夫、私はクールな知性派、こういうときはまず『本日はお日柄も良く』と書き出して──ってメールでそんなことする人いないわよ！」

　ノリツッコミして立ち上がり白いテーブルの周りをぐるぐる歩く。

「やはりメールなのだからフランクにするべきよね、例えば、




『ハロー、こちら煉れん獄ごく魔法少女マジカル☆いちのん。

　メールとっても嬉うれしいのん♪

　届けあなたに愛と火力の煉獄ぱわぁ』




　こんな感じ…………はないわね、キャラ崩壊にも程があるわ。

　魔法少女が駄目なら、ああ違うそうじゃないのよもう、考えが纏まとまらないわ。少し頭を冷やす必要が──ッ！」

　バターになりそうなほどぐるぐる回り続けていた一乃はぴたりと足を止める。

「そう冷やせば良いのよ、つまりは冷水、水浴び、禊みそぎ、即ち私は魔法少女でなく巫み女こ」

　妙な結論に着地した一乃はバスルームに直行、真っ白なワンピースを脱ぎもせずシャワーを全開にし、頭から浴びる。

　降り注ぐ冷水の雫しずく、壁に手を着いた一乃、長い黒髪が濡ぬれ、薄手のワンピースは真っ白な肌に張り付いてそのボディラインを顕あらわにする。

　流水が背中から腰へ流れ落ちていき、体温が下がる。

　一乃は自分が冷静になっていくのを感じて、小さく息を吐いた。

「私としたことが、少し取り乱したようね」

　少しどころではなかった。

「……返事、どうしましょう」

　静かに目を閉じて、じっと冷たい水に打たれ続ける。

　かっ！

　やがて一いち乃のは強く目を見開き、勢い良くバスルームを出た。

　タオルで指だけを拭ふき、ノートパソコンの前に戻り十分ほどかけ返信を打ち込んだ。

「我ながら見事な返信だったわ。五千文字は少し短かったかもしれないけれど、あまり意識しすぎていると思われても困るものね」

　ツッコミ役不在は常に不毛である。

　しかし満足そうな一乃は、しっとりと濡ぬれた長い黒髪を一度かきあげて、

「くちゅん」






日誌　八　ペンギン、襲来






「ペーン」

　月曜の朝、宗司そうじが目を覚ますと枕まくら元もとに赤いペンギンがいた。

「……隣にいるのが一乃でもキリカでもリリスでもなくペンギンだったことに安心しているおれはもう駄目かもしれない」

　本当に言葉どおり、寝ね惚ぼけた頭は僅わずかに安あん堵どしていたが、

「って、ペンギンがおるぅぅううううう！」

　宗司は跳び上がり、この赤いペンギンに第三旧校舎で追い掛け回された（しかも火を吹く）ことを思い出し身構える。

「おまえはペンギン二号！　襲撃か、それともリベンジマッチか！」

「ペン！」

　ぶんぶんと赤いペンギンは首を振る。

「違うのか……つうかおまえ、どこから入ってきたんだ」

「ペン、ペーン！」びしりと右の羽で窓を指した。

「思いっきり鍵かぎかかってんだけど……まあいいよ、どうせ不思議生物相手なんだし深く考えてもしょうがねえ」

　宗司そうじは寝ね癖ぐせの頭を搔かく。

「で、何しに来たんだ」

「ペン、ペン　ペンペン、ペェーン！」

　赤いペンギンはその場をぐるぐる回り、くしゃみのような仕草をしてこてんと倒れた。

「なるほど！」

「ペンッ！」

　我が意を得たとばかりに喜び勇んでペンギンが跳ね起きる。

「酔っ払いの真ま似ねだな！」

「ペーーーーーーーーーーン！」

　物もの凄すごい勢いでペンギンは首を振った。

「ぬう、違うのか……何が言いたいのかわからん」

「ペーン……」

　宗司とペンギンが揃そろって頭を抱える。

「──ペン！」

　気付いたようにペンギンは顔を上げ、

「ペン！」

　右の羽を自分の胸に当て、ジェスチャーでスイカのような膨ふくらみを示す。

「巨乳？」

「ペン！」正解らしい。

　続けてペンギンはもう一度同じ仕草をして首を振り羽でバツを作った。

「……巨乳で、バツ？」

「ペン」

　今度も右の羽を自分の胸に当てて、今度はそのままストンと羽を下に落とした。

「ああ、わかった！　胸がない女だ！」

「ペーン！」

　バンザイしたペンギンが嬉うれしそうに跳ねる。どうやらこれが言いたかったらしい。

　しかし胸がない女が何を意味するのか宗司は少し考え、そして気付く。

「……一いち乃の？　一乃になんかあったのか！」

「ペンペンペン！」こくこくこくと頷うなずく。

「くそっ、考えてみればそれが一番ありそうな可能性じゃねえか！」

　布団から跳びだし、壁にかけた制服（カッターシャツとスラックス）へ着替える。鞄かばんを引っつかみ財布と携帯をポケットに放ほうり込み、最後にペンギンを小こ脇わきに抱える。物もの凄すごくぬいぐるみっぽいもふっとした手触りだ。

「行くぞ、ペンギン！」

「ペン！」

　部屋を出るや駆け出し一階へ降りる。そのまま一目散に玄関へ向かう。

「おはようございます、兄さま、」

「もうすぐ朝食ができます」

「すまん、今日はいらない。夜に食べるから冷蔵庫に入れといてくれ！」

　通りがかりのリビングで朝食の準備をしていたリリスに答え、外へ。

　空は今日も憎たらしいほどに快晴で、七月の日差しは朝から強く降り注ぐ。

　ペンギンを抱えた宗司そうじは一瞬だけ忌いま々いましげに太陽を見ただけ、足は止めない。

　暑い中を宗司は駆け、一度だけ訪ねた記憶を頼りに一いち乃のの家へ行った。

　荒谷あらや学園のある山にほど近いマンションの一室が一乃の住処すみかだ。

　宗司は部屋の前で、やっと息を吐きペンギンを下ろし、ドアノブを握りすぐ離す。

「……熱い？」

　ドアノブが異常に熱かった。まるで、室内が火の海にでもなったみたいだった。

　ちらりと下ろしたペンギンに目線をやり、宗司は意を決して熱いドアノブを回す。鍵の手ごたえなくドアが開く。

　途端、宗司の顔を熱風が撫なでた。

「──ッ！」

　待ち構えていたように目の前に、女が立っていた。

「……一乃？」

　虚うつろな目をしていた。

　長い黒髪は陽炎かげろうのように波うち、蒼そう白はくの肌の上に一枚のシーツを巻きつけている。

　そんな場合でもないのに、宗司はふと美術の教科書に載のっていたヴィーナスの誕生という絵画を思い出す。

　だが彼女は『煉獄カサルテイリオ』だ。炎の異能、破壊する力の持ち主だ。

　宗司の顔を撫でた熱風はどこか禍まが々まがしく、一乃から発せられていた。

　この部屋の異常な暑さの原因も、彼女なのだろう。

「あ……そう、じ？」

　一乃が少し首を傾かしげる、そのままぐらりと体が傾く。

　宗司は静かに、崩れ落ちていくその体を抱きとめた。

　シーツ越しの肌は燃えるように熱く、肩に触れる苦しげな吐息すらも火のようだった。

　そっと、宗司は一乃の額に触れる。

「もしかして一いち乃の、風邪か？」

「ペン」足元でペンギンが頷うなずいた。

「異能が暴走してんのか」

「ペン」またペンギンが頷く。

「オーケイ、任せろ。暴走なら経験がある。風邪が治れば落ち着くはずだ」

　宗司そうじは一乃を抱き上げ、室内を見渡す。

　ドアを開けてすぐが四畳のキッチン、その続きのメインの部屋に一乃を連れて行く。

　埋め込み式のクローゼット、教科書や本の並んだ三角棚、白いテーブルの上にノートパソコン、部屋の壁際にベッドがあった。

　何な故ぜかクローゼットは開け放たれていて、そこらに服が散らばっている。ベッドのすぐ傍そばにはくしゃくしゃになった白いワンピース（昨日、映画を見に行った時に着ていたものだ）が脱ぎ捨てられていた。

　相変わらず異常に暑い、宗司はシーツ一枚だけの一乃を見ないようにしながらベッドに寝かせエアコンを動かす。

「こりゃ、学校どころじゃないな」

　一乃は一人暮らしだし、家族に連絡しようにも連絡先を知らない──そもそも一乃に家族がいるのかどうかすら宗司は知らない。

　ベッドの上で苦しげな呼吸を繰り返す一乃を見下ろす。

「とりあえず、水持ってくるか」

　と、背を向けた瞬間、突然一乃が手を摑つかんできた。

「ん？」

　振り返ると同時に、宗司は凄すごい力でベッドの中に引ひき摺ずり込こまれる。

　驚きの声を上げる間もなく、一乃の体が宗司に絡みつく。

　少しでも多く触れようとするように足を絡め、手を背中に回し、首筋に顔を埋うずめる。

　これでは殆ほとんど抱き枕まくらだ。

「い、一乃？　ちょ、離せって」

　今までは心配が先に立って意識していなかったが、一乃は裸身の上にシーツを一枚巻きつけただけだ。

　風邪のせいで跳ね上がった体温のせいか、強く、一乃の匂においがする。汗と混ざった淡い花の香りがする。奇妙に、いつもより、甘く感じたのは宗司の錯覚か。

「ん……んぅ、あっ」

　抱きつく一乃が、艶つやめいた声で呻うめき僅わずかに身動みじろぎする。

　裸の一乃の全身を擦り付けるような動きに、宗司は全身がちがちになり全く動けない。

　助けを求めるように視線だけを動かして、ペンギンを見た。

　ペンギンは器用に肩（羽の付け根）をすくめると、ペタペタとキッチンの方へ進む。

「ペーン、ペン」

「……おいこらペンギン、今、『ごゆっくりどうぞ』って言っただろ、おい！　くそっ、どうすりゃいいんだ」

　腕の中の一いち乃のは、ほんの少し安らいだような顔をしていた。

「宗司そうじの体……冷たくて、気持ちいいの」

　幼おさな子ごに戻ってしまったみたいな呟つぶやき。

　返答に困り、宗司が沈黙していると一乃は目を閉じた。

　体温よりも気温が高い場所では人間同士でくっついていた方が涼しいという、いらない知識を宗司は思い出した。

「…………やれやれ」

　しばらく、このままでいるしかないと宗司は一度諦あきらめた。

「んっ……」

　色めいた呻うめきと共にまた少し一乃が動く。

　熱で上気した頰ほお、半開きの唇から零こぼれる熱い吐息、仄ほのかな胸の柔らかさ、引き締まった細い足、しっとりと汗に濡ぬれた白い肌、一乃の匂におい。

「いやこれはまずいだろ」

　二人を遮るのはシーツだけだ、宗司はやっぱり抜け出そうと少し動く。

　だが一乃は逃がさないとばかりにますます強く全身を押し付けてくる。

「……頑張れおれの理性」

　本当に頑張ってくれ。

「…………って、おれはいつまで頑張ればいいんだ」

　そんなことは知らない。

「………………ちくしょう、恨むぜ神さま」

　そんなものはいない。

　独り言で、宗司は裸の一乃に抱かれているという状況を忘れようとしていた。

「そうじぃ……」

　耳が蕩とろけるような甘えた声で、一乃が名前を呼ぶ。

「ああもう、なんだよ」

　懸命に忘れようとしていたのに、あっさりと思い出してしまう。

「あたまぁ、なでてぇ」

　一乃の匂いがする。

「あれすきぃ」

「……誰だれかマジでおれを助けてくれ」

　風邪のせいだとわかっていても、甘える一いち乃のは破壊力抜群だった。

「そうじぃ、はやくぅ」

　一乃が頭を揺らす。

　普段はさらりと流れる髪は汗を帯びて、一乃の真っ白な肌にそういう下着か何かのように張り付いている。

「じゃ……じゃあ、触るぞ」

「んぅ」

　ごくりと、宗司そうじは生唾を飲み込んだ。

　恐る恐る一乃の頭に触れてそっと撫なでる。

　長い黒髪の、普段はさらさらのそれが、今は一本一本が絡みつくようだった。

　エアコンを全開にしても部屋は未いまだに暑く、宗司まで頭がおかしくなりそうだった。

「いっそ、おれもいかれちまえば、楽になれるのかねえ」

　自じ嘲ちようめいた言葉を漏らし、一乃を撫で続けた。

「これ、誰だれかに見られたらやばいよなあ……」




　ばあん！　ドアが開いた。




「やほー、なんかイチノんところの犬がいたから連れて来たよっ！」

「ワン！」

　カーディガンのボタンを留めず羽織っただけの夏服姿でキリカが元気よく登場した。

　その大きな胸に抱かれた赤い子犬は、嬉うれしそうに尻尾しつぽを振っていた。

　いっそ殺してくれと宗司は願った。

　キリカの青い瞳ひとみは瞬またたく間に涙で潤うるみ、その手から力が抜けて赤い子犬が滑り落ちる。

「うわああああああん！　ソージのバカ！　バカバカバカバカバカァ！」

　涙目のキリカが叫び、部屋の中に踏み込んで来る。

「待て、落ち着け、誤解だ！」

「現場を押さえられて誤解もなにもないよっ！　ソージのバカ、浮気者っ！」

「浮気ってなんだ！」

「言い訳するなこのバカソージ！」

　叫びながら、キリカは携帯電話を取り出しカメラモードでシャッターを切りまくる。

「ちょ、おま、何で撮るんだよ！」

「うわああああああん！　復ふく讐しゆうしてやるー、浮気の証拠を弁護士に提出してソージを刑務所にぶちこんでやるー！」

「浮気で刑務所はねえよ！」

「なんでもいいからソージを破滅させてやるんだよっ！」

「やべえ、目がマジだ！」

　何度も何度もシャッター音が響く。

　宗司そうじは社会的死亡の危機に、カッターシャツのボタンが弾はじけ飛ぶのも構わず一いち乃のの腕の中から逃れようとする。

「そうじぃ」

　一乃は手を離さない。ボタンが飛んだカッターシャツは脱げ、一乃の腕の中に残るが構わず宗司はベッドから脱出する。

「キリカ、おれの話を聞いてくれ」

「言い訳なんて聞きたくないよっ、ソージのバカっ！　そんなにイチノがよかったんならもう『道化師の栄光バツドジヨーク』でイチノの姿になって一生暮らしてやるっ！」

「なんだそのある意味で効果的過ぎる嫌がらせ！」

「わたしのものにならないんなら、全部壊してやるんだからっ！」

「だから落ち着け！　おまえなんかとんでもなく物騒なこと言ってんぞ！」

「知らない、何も知らない、何も知ってなんてやるもんかー！」

　未いまだに響くシャッター音、丁度昨日の一乃のように二人は白いテーブルの周りをぐるぐるどたばた追いかけっこが続く。

「わんっ！」

「ペーン！」

　赤い子犬がぺたりとキリカの顔にはりつき、赤いペンギンが宗司の腹にジャンピングヘッドパッドをかまし、否応なく追いかけっこは終わる。

「っと、危ないよっ、なにするのさっ」

「まったくだ、なにしやがるペンギン二号！」

　キリカが子犬を引ひき剝はがし、宗司がペンギンを睨にらむ。

「わんっ」

「ペーン」

　二人……二匹はそれぞれ、前足と羽でベッドを指した。

「悪い、確かに病人の周りで騒ぐもんじゃないな」

　宗司は申し訳なさそうな顔で二匹に謝り、キリカは今やっと気付いたような顔をした。

「イチノ、病気だったの？」

「わおん」

「ペン」

「風邪だよ」

　二匹と一人がそれぞれに頷うなずいた。

「じゃあ、さっきのは何だったのかな？」

「おれも正直わからないんだが、いきなり引っ張り込まれて抱き枕まくら代わりにされた」

「……何か、部屋が異常に暑いよね？」

　エアコンのおかげで多少はマシだ。

「異能の暴走。風邪のせいだろうな。おまえも前に似たようなことあったろ」

「あー、一回あったね、あの時は困ったよー、どんどん勝手に変身しちゃうんだから。ソージがいなかったら、わたし、この姿に戻れないところだったもん」

「納得してくれたか」

「うん、さすがにごめんねイチノ……」

　キリカが申し訳なさそうな顔でベッドの上の一いち乃のを見た。

「……寝てるな」

　いつのまにか一乃はすやすやと寝息を立てていた、宗司そうじが置いていったボタンの取れたカッターシャツを裸の上に羽織って。

「なんだろ、すっごくムカつくんだよっ」

「いつもの殴り合いはなしだぞ」

「病人相手にそれはしないよ」

「なら安心だ……さてと、んじゃあ何かすっかり遅れたけど看病するか」

　言って、宗司は携帯で時刻を確認した。

　学校はもう遅刻がどうという時間ではなかったが、一乃を放ほうり出すわけにもいかない。

「じゃあソージ、わたしも手伝うよっ」

「看病ならおれ一人でも出来るぞ。試験も近いんだし授業出た方がよくないか？」

「ソージをイチノと二人きりにしてるほうが心配だよっ」

「なんだそりゃ」

「風邪をひいたぐらいでイチノが大人しくなるなんて欠片かけらも信じてないからかな、それにソージ看病とか出来るの？」

　銀の髪を揺らして、キリカは大おお袈げ裟さに肩をすくめた。

「いやまあ、何とか…………ごめん、手伝って」

　苦笑を浮かべて、降参とばかりに宗司は諸もろ手てを上げた。

「でしょ。じゃあまずは……イチノ、風邪薬とかはちゃんと用意してるのかな？」

「……さあ？　探してみるか」

　宗司が部屋を見回して首を傾かしげる。

「わん」

「ペン」

　犬とペンギンが、一度二人の顔を見てすたすたぺたぺたキッチンの方へと歩き出す。

　宗司そうじとキリカが顔を見合わせてついて行くと、二匹は狭いキッチンの隅、食器を置く背の低い棚の隅の箱を示した。

　開けると、中に風邪薬などの簡単な常備薬があった。

「……ソージより役に立ちそうだね、この子たち」

「さすがに動物以下はへこむな」

　まあこの二匹にとっては勝手知ったる何とやらなんだろう。

　それからキリカがメインになって一いち乃のの看病をした。ついでに部屋に散らばっていた服をクローゼットに収め、明らかな洗い物は洗濯機の傍そばに運んだ。

　その甲か斐いあってか昼過ぎには一乃の熱は下がり始め、あの異常な暑さも和やわらいだ。

「まさか……あなたに看病される日が来るとは思わなかったわね」

「アハハハ、こっちもまさかイチノの看病する日が来るとは思わなかったよ」

　多少、声が嗄かれていたが会話も出来た。

　今、部屋には一乃とキリカの二人きりだった。気付けば犬とペンギンはどこかへ消え、宗司は買出しに行っている。

　キリカはベッドの枕まくら元もとに腰掛けて、額に濡ぬれタオルを乗せた一乃を見下ろして訊きく。

「気分はどうかなっ？」

「まあまあよ。随分楽になったわ」

「薬が効いてるみたいだね、でも無理したらあっという間に元通りだよっ」

「わかってるわよ。今日は大人しく寝てればいいんでしょう」

「そうそう、風邪引きさんは大人しくしてるのが一番だよっ。そうそうついでに部屋中にイチノの服が散らばってたの片付けておいたからね、一つ白いワンピースかな？　凄すごい皺しわだらけになってて、あれだけはちょっとダメかも」

「そう……残念ね。お気に入りだったのに」

　言うまでもなく、その白いワンピースは宗司との映画に着て行ったそれだ。

「イチノさー、かなり大胆な服とか下着持ってるんだね」

「……勝手に見ないで」

「片付けるときに見えちゃったんだよ。でも大丈夫、ソージは見てないからねっ！　そうだ、ソージが帰ってくる前に体拭ふいてあげよっか？　汗でべたべたしてるでしょ」

「別に私は宗司がいる前で拭いて貰もらっても構わないわよ」

「アハハハ、ぶっ殺すよ」

　笑顔を浮かべているくせに、キリカの青い目は少しも笑ってなかった。

「冗談よ。こんな時に押し倒されでもしたら抵抗できないじゃないの」

　赤い瞳ひとみを細めて冗談めかして言い、一乃はベッドから上体を起こす。

「お願いするわ、体を拭いてもらえる」

「はいはい、背中はともかく前はどうする？　自分で拭ふく？」

「そうね、とりあえず背中だけお願いしようかしら……あら？」

　ふと、一いち乃のは自分の着ているものを見た。

　相変わらず、一乃はボタンの飛んだカッターシャツを羽織っている。

「私、こんなシャツ持ってたかしら？」

　不思議そうな顔で、袖そでを鼻に当てて匂においを嗅かぐ。

「……何だか安心する匂いがするわ」

「それ、ソージのシャツだよ」

「…………え？」

「『なんだか安心する匂いがするわ』」

　キリカがにやにやと、意地悪な猫のように笑って一乃の真ま似ねをした。

　突然風邪をぶり返したみたいに、一乃の顔が真っ赤になった。

「な、なんで宗司そうじのシャツを私が着てるのよ！」

「あれー、覚えてないの？　イチノってばソージを押し倒して抱き枕まくらにしてたんだよっ」

「だ、だきまくりゃ！」

　慌て過ぎて嚙かんだ。

　一段とキリカのにやにや笑いが深まり、殆ほとんど不思議の国のチェシャ猫のようだった。












　一いち乃のはもう、顔どころか全身を真っ赤にして硬直している。

「お、お、お、覚えてないわよ！」

「風邪で朦もう朧ろうとしてたんじゃないのかな、ほらほら背中向けて、拭ふいたげるよ」

「くうっ……お願いするわ」

　いいようにあしらわれた一乃は悔しそうに唇を嚙かんで、キリカに背中を向けた。

　キリカはベッドの傍そばに置いていた水を満たした洗面器で乾いたタオルを濡ぬらす。

　長く艶つやのある黒髪が、アラバスターで象かたどったような背中に張り付いていた。

　純白と漆しつ黒こく。

　驚くほどに綺き麗れいなコントラスト。

　同性ながらキリカはその美しさにため息を吐ついてタオルで触れた。

「んっ……」

　濡ぬれた感触に一乃が小さく声をあげる。

　キリカは少し頰ほおを赤らめた。

「なんかむかつくな」

「突然、何よあなた」

「何でもないよっ」

　一乃の背中を拭く力を、僅わずかに強くして続ける。

「……ねえ」

　しばらくして、ぽつりと一乃が口を開く。

「なに？」

「風邪を引いたのは、初めてじゃないわ」

「だろうねー」

「でもね、今回のようなのは初めてよ。うっすらと覚えてるわ──私自身が炎になってしまったように、熱かった」

「そうだね。この部屋、凄すごく暑かったよ。キャンプファイヤーでもしてたみたいに」

「……」

「異能の暴走って、わたしやソージは呼んでるよ」

「おかしいわ。今まで何度も風邪を引いたことがあるのに、どうして今回に限ってこんなことになったの？　偶然？」

「今までと、今回。差はね、あるんだよ……わたしも初めて暴走を起こしたときに凄く考えたらしいんだ」

　一乃にキリカの顔は見えない。

　キリカに一乃の顔は見えない。

「暴走するようになったのは、ソージに出会ってからなんだよ」

　互いに、互いの顔は見えない。

「そう」

「うん」

「ねえ、宗司そうじは…………どうして、あんなに普通でいられるのかしら」

「わかんないよ、少しもわかんない、けどさ」

　キリカは一瞬だけ寂しそうに微笑ほほえむ。

「それでもいいよ、わたしはソージのこと好きだし」

「……たまに、あなたのその単細胞なところが羨うらやましいわ」

「『そこにあるものは、そこにあるものでしかない』……ソージの受け売りだけどね」

「素敵な言葉ね」

「素敵で──とても悲しい言葉だよ」

「悲しい？」

　一乃の疑問にキリカは何も答えず、二人の間には沈黙が流れる。

　キリカが背中を拭ふいて、一いち乃のが自分で前を拭いてまたベッドで横になる。

　丁度、そのタイミングで買出しの袋をぶら下げた宗司が戻った。

「ただいま、色々買ってきたぞ」

　一乃とキリカは、

「おかえりなさい宗司、助かるわ」

「おかえりソージ、おつかれさまー」

　何事もなかったように、宗司を迎えた。

　宗司は軽く笑うとベッドがある部屋に入り、白いテーブルの上に買出しを並べる。

「仲良くやってるみたいだな」

　買って来たのは二人分の遅い昼食と、一乃用のゼリー食品やアイスクリーム等だった。




　そして宗司とキリカは夕方まで看病を続けた。

「じゃあ、戻るけど。何かあったらそいつでおれかキリカまで連絡してくれ」

「ええ、わかったわ。悪いわねあなたの携帯電話借りてしまって」

「気にするなよ。元気になったら返してくれればいい」

「じゃあねイチノ、ちゃんと暖かくして、いっぱい汗かいて風邪を治してね──それとは全然関係ないけど、汗搔かくと瘦やせるよね、瘦せるときって胸からだよね、元々あんまりない所から減っちゃうなんて大変だねー」

「愚かね、そんな下らない俗説を信じているなんて。瘦せるときは基本的に均一に瘦せてくものだし、そもそも水分を排出したところで脂肪は減少しないわ。せいぜい偏かたよった知識で間違えたダイエットをして悲惨な健康状態になるがいいわ」

「くー、風邪引きさんのくせに生意気だよっ。でも普通に参考になる発言だったよっ！」

「……おまえら、もうちょっと素直な挨あい拶さつできねえのかよ」

　宗司そうじは軽くため息を吐ついて、キリカと一緒に一いち乃のの部屋を出て行った。

「……行ったわね」

　一人になった一乃は、枕まくらもとの宗司が置いていった携帯電話に手を伸ばす。

「ちょっとだけ……メールの中身とかは見ないから許してちょうだいね」

　電話帳を開く。

「……よし、ちゃんと私のアドレスを登録してるし恋人っぽい番号はないわね」

　安あん堵どの息を吐いて、一乃はすっきりした顔で眠りについた。

　翌朝、一乃の体調は完全に回復していた。

　シャワーを浴び、丸一日袖そでを通さなかった赤と桜色のセーラー服を着て学園へ行った。

　いつもより少し早く到着した荒谷あらや学園、高等部のクラスがある第一校舎。

　ゲーム同好会部室のある第三旧校舎とは比べるまでもなく新しく、エアコンのおかげで七月でも快適に過ごせる。

　人の少ない廊下を、一乃は長い黒髪を揺らして静かに歩いていた。

　逆方向からは銀の髪を朝日に輝かせたキリカが歩いてくる。

　一乃が唇を吊つり上あげ、キリカはにこやかに微笑ほほえんだ。

　赤い瞳ひとみが青い瞳を、青い瞳が赤い瞳を、互いに見詰め廊下の真ん中で立ち止まる。

　二人は周囲を見渡し誰だれも見ていないことを確認し、おもむろに──

「はあっ！」

「てりゃ！」

　拳こぶしを叩たたき込こんだ。

　互いに相手の頰ほおを殴りつけたまま、動かない。

「いいパンチしてるじゃん」

「おかげさまで、体調は完かん璧ぺきよ」

　一乃とキリカは互いに言うと、拳を引き、すれ違った。




　一方、その頃ころの宗司は、

「……頭が朦もう朧ろうとする、死ぬ、死ねる」

　自分の部屋で布団にくるまり風邪に苦しんでいた。






日誌　九　キスでうつるらしいですよ？






　朝のホームルームで、一いち乃のは宗司そうじの欠席を知った。




　朝っぱらからキリカと殴り合った一乃は教室で、いつまで経っても埋まらない宗司の席を静かに見詰めていた。

　窓から差し込む七月の日差しを浴びて、一乃は頰ほお杖づえを突く。

　赤と桜色のセーラー服、艶つやのある黒髪、静かな美び貌ぼう。

　アラバスターの彫像のように動かぬ彼女は凛りんとして、時の干かん渉しようすらも拒こばむようだった。

　いつものようにチャイムが鳴り、担当教諭が現れて出席をとる。

「加藤、小山、佐野、白しろ崎さき、は、風邪で休みと……田中」

　がたん、唐突に一乃が立ち上がり視線が集中した。

「早退します」

　凍りついたような声は誰だれにも反論を許さない。

　いっそ優雅なほどに長い黒髪をなびかせて、教室にいる全すべての人間を置物とでも思っているような冷えた相そう貌ぼうで、静かに一乃は教室を出た。

　そして廊下に出るや、昨日、宗司に借りた（熱も下がったので、今日の放課後にでも返すつもりだった）携帯電話でメールを送ろうとする。

「ああもう、携帯電話って文章を打つのが面倒ね。さ、し、す、せ、そ……ああ、行き過ぎちゃったじゃない。チマチマチマチマ、苛いら々いらするわね携帯メールって」

　送り先は沢さわ村むらキリカ。

「宗司が風邪を引いたそうだから、お見舞いに行きましょう……と」

　不慣れな手つきでボタンを押し、悪戦苦闘していたのがやっと文章が形になり、一乃はため息を一つ吐ついて送信ボタンを押した。




　十五分後、一乃とキリカは宗司の家を目指し通学鞄かばんを手に道路を歩いていた。

　一乃からのメールが届くや、キリカも即座に早退し二人で落ち合ったのだ。

　長い黒髪に赤い瞳ひとみ、銀髪に碧へき眼がん、そんな二人が並んで歩く姿は中々に対照的だった。

　楚そ々そと両手で鞄を持ち、一乃は長い黒髪を誇るように背筋を伸ばし前を向いている。

　キリカはというと両手を首の後ろで組んで鞄を背中でぶらぶらさせ、時折、隣を歩く一乃を見下ろしながら歩いていた。

　自動車が二人の傍そばを通り過ぎ、風が一いち乃のの長い髪をなびかせる。

「なにか、私に言いたいことがあるの？」

　黒髪を手で押さえながら、一乃が口を開いた。

「どうしてイチノ、わたしに連絡したのさ。出し抜いて一人でいけばいいのに」

　同じく風に激しく揺れた銀髪を手で押さえながらキリカが訊きいた。

「簡単よ。一つは私が宗司そうじの住所を知らないから」

「なるほど現実的な理由だね」

　二人は道路を歩いたまま、足を止めずに会話を続ける。

「もう一つは、借りを返したかったからよ。昨日の、風邪を引いた私のね」

　一乃がじっとキリカを見詰めた。

「なるほどねー」

　一乃を見詰め返して、キリカはにやにやと猫のように笑う。

「借りを返すか、アハハハ、イチノはたまに考え方が面おも白しろいよね」

「あなたに借りを作りたくないだけよ」

「困ったねっ。わたしもそういうのは嫌いじゃないよ」

「でしょうね。逆の立場なら、あなただって同じ事をするわ」

「同じ人を好きになるぐらいだからねー」

「……そうね」

「アハハハ、友情っぽーい」

「吐き気がするわ」

「本当に『悪い冗談』だよー」

　本当にこの二人、仲がいいのか悪いのか。

「話は変わるけどさ、リリス対策ってどうしようっか、ソージが風邪で休んだんだったら絶対に絶対にあの子も一緒に休んでるはずだよっ」

　キリカの言葉に、一乃は怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せた。

「お見舞いに行くのに何の対策が必要なのよ」

「あ、それは大丈夫。落ち合う前に『イチノと二人でフルボッコにしてやるから首を洗って待ってろだよっ』ってリリスにメールしといたから」

　わざわざ携帯電話を取り出して、その送ったメールを見せてくれた。

「お見舞いに行くのに宣戦布告してどうするのよ！」

「イチノは甘いよ、リリスは超がつくブラコンだよっ！　禁断の愛にも躊ちゆう躇ちよゼロだよっ！　力尽くで排除しなきゃまともにお見舞いできないよっ！」

　青い瞳ひとみを輝かせ、キリカが力強く拳こぶしを握る。

　一乃は額に手を当てて、小さく溜ため息いきを吐ついた。

「確かに……部室で素敵な宣戦布告をしてくれたぐらいですものね、対策ぐらい練りましょうか。少し寄り道をするわよ、デパート、いえ、スーパーマーケットね。林りん檎ごとバナナでも買いましょうか。確かこの先にあったわね」

「ふーん、どんな対策かわからないけど、ここはお手並み拝見だよっ」

「そうなさい。あなたに知的作業の期待はしないわ」

「アハハハ、ごめんねー、脳に回る栄養が全部ココに行っちゃってさー」

　言いながら、キリカは夏服のカッターシャツに包まれた胸を支えるように腕組みし、ぼいんと強調する。

　一いち乃のは眉まゆを顰ひそめた、己おのれが墓穴を掘ったことを悟っていた。

「イチノは頭いいもんねー、成績も学年トップクラスで期末試験も余裕なんでしょー」

　ぼいん、ぼいん、ぼいん、とわざわざ一乃の眼前でキリカは揺らす。

　その顔にはチェシャ猫のような笑みが浮かんでいた。

　一乃は歩きながら、燃えるような瞳ひとみで揺れるキリカの胸を睨にらみつける。

「……見事よ、沢さわ村むらキリカ」

　不用意に放った一乃の言葉の一撃を、完全に逆さか手てにとられ言い返せない。

　そして一番の屈辱は、目の前で揺れるキリカの胸から目が離せないことだろう。

「ふふふー、脱いだらもっと凄すごいんだよー」

　自慢気に、キリカが胸を張った。

「──ッ！　私だって脱……く、くう」

　勢いで張り合いそうになり、一乃は口く惜やしげに唇を嚙かんだ。

　キリカの碧へき眼がんに僅わずかな哀れみが宿る。

「……脱いでも、胸は増えないよ？」

　かつてないほどに、キリカの声は優しかった。

　ぷちん。一乃の中で何かが切れた。

「笑いなさい沢村キリカ。あなたほど巨乳でもなければリリスのように本気の無乳でもない、中途半端で巨乳属性も貧乳属性もつかない胸を笑いなさい！　そして地獄に落ちるといいわこの巨乳！　全すべての巨乳が落ちるという巨乳地獄で巨乳に囲まれるがいいわ！」

「その地獄、むしろイチノみたいな人にダメージが大きくないかな？」

「私はただ全ての巨乳を滅ぼす。天に平和を乳には愛を、全ての乳を解放し、真に平等なる乳世界をこの地に築く！」

「イチノ、ちょっと落ち着いてよっ」

　あまりの剣幕にキリカが若干引いている。

「そう、私は森もり塚つか一乃、十六歳──」

　瞳ひとみに燃える炎を宿して、一いち乃のは長い黒髪をかき上げる。

「『煉獄カサルテイリオ』をもって、この世界に復ふく讐しゆうを果たす怒れる少女」

「胸の大きさが原因で復讐される世界なんて嫌過ぎるよ……ほら、最近はいいパッドも出てるんだし…………」

「そして私をパッド乃さんと呼ぶのね！」

「それは語ご呂ろが悪すぎるんだよっ！」

　アホ丸出しのやり取りをしている間に、寄る予定だったスーパーマーケットをとうに通りすぎてしまったことに二人が気付くのはもうしばらく後のことである。




「……まったく、あなたのせいで無駄な時間を使ったわ」

「同じ言葉をそのまま返すよっ」

　スーパーマーケットに引き返して（補導員に見つかると面倒なので）手早く林りん檎ごとバナナを買い、またしばらく歩き、宗司そうじの家がもう視線の先に見えてきた。

　荒谷あらや学園までバスで通うには近いが、歩くにはちょっと遠い（実際は山道登るのが嫌でバスを使う生徒も多いが）微妙な距離にある住宅街。

　大半は建て売りの二階建て住宅だが、ちらほら高層マンションも見える。

　宗司の家は、そんな住宅街に溶け込むような青い屋根の普通の二階建てだ。

「あっ、あの家だよー」

「……ええ、指摘されるまでもなく理解できたわ」

　普通の青い屋根の二階建てだが、門番よろしく双子の少女が立っていた。

　リボンで作った小さなポニーテイルの先を僅わずかになびかせ、見るたびに色の変わる不思議な瞳ひとみでじっと正面を見詰めている。

　家事でもしていたのだろう、小柄な体にエプロンをつけている。

　一いち乃のはスーパーマーケットの袋（買った林檎とバナナ入り）と通学鞄かばんを持ち直す。

「あれ、私たちを待ち構えている……のよね？」

「十中八九そうだと思うよ」

「なら行くわよ。これがお見舞いだと──連中に教育してあげましょう」

「え？」

　たんっ！

　キリカに通学鞄を投げ渡し、一乃が唐突に走り出す。

　なびく黒髪、風の抵抗が赤と桜色のセーラー服を揺らす。

　一つの風のように、宗司の家、待ち構える双子へと一息に距離を詰める。

「いきなり、」

「仕掛けてくるとは予想外です」

　エプロン姿の二人が、身構える。

　一いち乃のが持っているのはリリスも見知ったスーパーマーケットの袋だけだ。

　一乃の行動には武器も策も見えない。

「無策？　否、後詰めに沢さわ村むらキリカがいる、」

「ならばリリスはこれを布ふ石せきであると仮定する」

　相手の仕掛けが動き出した瞬間──先せんの後ごをリリスたちは狙ねらう。

「優秀で、理知的、理性的。キリカを後詰めと判断し連携を警戒──だからこそ」

　だからこそ、一乃はその理の隙すきを突く。

　速度を緩ゆるめぬまま駆け抜け、もはや一歩踏み込めば拳こぶしの当たる距離まで接近する。

　だがまだ後詰めのキリカが動く様子はなく、リリスたちは警戒を残した迎撃に出る。

　その瞬間を一乃は狙っていた。

　急停止、直後にその反作用を利用し体を回す。

　一瞬だけ、リリスが動きを止める。

　長い黒髪が、セーラー服のスカートが弧こを描きリリスの視界がぶれる。

　回転の動きに乗せて、居合い抜きの如ごとく一乃は腕を振りぬいた。

　リリスが僅わずかな驚きをその幼い顔に浮かべる。

「──ッ！　、」

「これは」

　林りん檎ごと、バナナだ。

　振りぬいた一乃の腕が、リリスたちに投げつけるようにして押し付けた。

「それは、お見舞いの品です」

　何事もなかったかのように、一乃は頭を下げて礼儀正しく挨あい拶さつをする。

「以前にもお会いしましたね。改めましてこんにちわ、私は森もり塚つか一乃、荒谷あらや学園高等部の二年生、宗司そうじのクラスメイトで同じゲーム同好会に所属しています。風邪を引いたと聞いたので同じく会員のキリカと一緒にお見舞いに来ました」

　そして顔を上げた一乃は、皮肉気に唇を吊つり上あげた。

「筋は──通しましたよ、白しろ崎さきリリス。まさか兄の友人を追い返しはしませんね」

「……無謀な単騎突撃を行いリリスたちに罠わなを警戒させる、」

「自然、リリスたちは先の後を狙い守備的に動く」

　そう誘導された瞬間に、リリスは一乃の罠にかかったのだ。

「リリスが更に考えるならば、沢村キリカから来た挑発的なメールが不自然なのです、」

「あのメールがあった故ゆえにリリスたちは、あなたたちが闘争に来たと判断しました」

「それが最初の罠、リリスたちはあのメールで篭ろう城じようという判断を捨てた、」

「リリスを家の外に出し、戦うふりをして戦わない。騙だまし討うちで『客人』を主張する」

「『客人』を追い返す無礼が兄さまに知れればリリスは叱しかられてしまう」

　そうですねと、確認を求めるようにリリスが虹にじ色いろの瞳ひとみで一いち乃のを見た。

「大体、あなたの推測通りよ」

　本当はキリカが勝手に挑発的なメールを送ったので仕方なく搦からめ手てを使っただけだ。

「今回に限り、リリスは敗北を認めます、」

「兄さまへのお見舞いですね、どうぞ、家の中へ」

　リリスが静かに、家のドアを開けた。

「ではお邪魔するわね」

「あのさーイチノ」

　てくてく一乃の後からやって来たキリカは、凄すごく微妙な顔をしていた。

「凄く真面目まじめに……バカみたいだったよ」

「あなたが馬ば鹿かみたいなメール送ったせいでしょう！」

　どっちもどっちだ。




　リリスたちはお見舞いの林りん檎ごとバナナを持ってキッチンへ行き。一乃とキリカは二階にある宗司そうじの部屋に行った。

　フローリングの床に敷いた布団に風邪を引いた宗司が横になっていた。

　額に濡ぬれタオル、枕まくら元もとに水差し、弱めのエアコンが低く唸うなり、微かすかに汗の匂においがした。

「ん……よう、おまえ、ら？　あれ、学校はどうしたんだ」

「こんにちは宗司、お見舞いに来たわ。思ったよりも元気そうね」

「やほー、ソージラブー因ちなみに学校はさぼりだね」

「見舞いは嬉うれしいが、おまえらアホか」

　額に乗せた濡れタオルをどかしながら、宗司は布団から上体を起こす。

「安心なさい、あなたと違って授業を一日受けなかった程度でどうこうなるレベルの成績ではないわ」

「わたしは最初から成績とか試験とか興味ないから問題ないよー」

「うん、なんかおまえららしいよ……ああ、座布団そこにあるから使ってくれ」

　宗司が部屋の隅に置いた座布団を目で示す。

「そう、じゃあ借りるわね」

「ありがとソージ」

　一乃は通学鞄かばんを床に置くと、スカートが皺しわにならないよう手で撫なで付けながら静かに座布団の上に正座する。

　一方のキリカは放ほうり投げるように置いた座布団の上にぺたんと両りよう膝ひざをついて所謂いわゆる、女の子座りをした。

「思ったより元気そうね、　お見舞いに林檎とバナナを持ってきたわよ」

　と、通学鞄かばんの中から林りん檎ご二つとバナナを二本取り出した。

「ありがとうと言いたいが、なんだその中途半端な量」

「っていうかイチノ、さっきリリスにお見舞いの林檎とバナナ渡してたじゃん」

「妹さんに預けたから後で食べなさい、では味気ないわ。少し別に持っていたの」

　一いち乃のは軽く肩をすくめると、バナナの皮をむいた。

「食欲はあるの、宗司そうじ？」

「あんまり」申し訳なさそうに宗司が答える。

「そう……な、なら少し恥ずかしいのだけれど食欲が出るようにこのバナナを目の前でいやらしく食べてあげるわ」

「やるなこのアホがぁああああああ！」

　ぽっと頰ほおを染めた一乃は宗司を見詰めたまま恐る恐るバナナに赤い舌を──と、いうタイミングで宗司はバナナを奪い取り一息に貪むさぼり食くう。

「はあ、はあ、はあ……ご馳ち走そうさま」

「あら、食欲あるじゃないの」

　平然といつもどおりのクールな顔で告げる。

「食欲違うわ！　何がしたいんだおまえは！」

「興奮させて体温を上昇させ、発汗を促うながそうと思っていたわ」

「意外に論理的だが根本的な部分が間違えてるぞ、その発想！」

「つまり、バナナではなく林檎をいやらしく食べて欲しいということかしら。また随分と難易度が高くマニアックな性的嗜し好こうを持っているのね」

「そっちじゃねえええええええげほっげほっがほっ！」

「イチノー、いくらなんでもやりすぎだよっ？　ほらソージお水飲んで」

「げほっ……悪いなキリカ、助かる……」

　水差しの水をソージに手渡しながら、キリカは一乃を嗜たしなめた。

「それにバナナをイチノが食べてもソージの栄養にならないよ」

　キリカもやっぱり恥ずかしそうに視線を逸そらして、指先をもじもじと絡める。

「だ、だから、この場合は林檎を口移しで食べさせてあげればいいんじゃないかなっ」

「それは盲点だったわ……確かにあらかじめ林檎を咥こう内ないで咀そ嚼しやくしておけば磨り下ろし林檎のようになり、風邪で弱った宗司にも優しいものね」

「こいつら駄目だ！　二人一緒でおかしさも二乗だ！」

　叫びすぎて、宗司はくらりと来た。

　思わず額を抑える、鈍い痛みが脳髄を襲い、全身から生暖かい汗が噴き出る。

「あ……やべえ」

　さすがに、一乃もキリカも心配そうな表情を浮かべた。

「宗司そうじ？」

「ソージ、大丈夫？」

　宗司の頭を挟むように、両側に二人が座って顔を覗のぞき込こんだ。

「……あんまり、大丈夫じゃねえな」

「ごめんなさい、お見舞いに来て容よう態だいを悪化させていたら世話がないわね」

　そっと一いち乃のが宗司の額に触れた。

「凄すごい熱……辛つらそうね」

　冷やりとした一乃の掌てのひらを感じながら、宗司は弱々しく微笑ほほえんだ。

「別に、おまえらのせいって訳でもねえさ。薬の効果が切れたんだろ」

「あ、わたし、薬貰もらってくるね」

　ぱたぱたと慌しくキリカが部屋を出る。

　部屋の中には、宗司と一乃が二人で残される。

「汗、拭ふいてあげるわ」

　本当に僅わずか数秒で宗司は汗だくになっていた。

　一乃はスカートのポケットからハンカチを取り出して宗司の顔を拭く。

「悪いな……」

「病人なんだから、少しは甘えなさい」

「苦手なんだよ、そういうの」

　僅かに宗司が苦笑して、一乃は少し瞳ひとみを細めた。

　顔を拭いていると、自然と一乃の顔は宗司に寄って行く。

「一乃？」

「この部屋、宗司の匂においがするわ」

「……そりゃ、おれの部屋だぜ」

「汗の匂いよ、後で換気したほうがいいわ──私はこの匂いもそう嫌いではないけれど」

　近付く顔、一乃の吐息が触れる、ハンカチ越しの細い指先が優しく顔を撫なでて行く、宗司は風邪で鈍った鼻で淡い花の匂いを嗅かぐ。

　何な故ぜか奇妙に、心が安らぐ。

「風邪、私がうつしてしまったようね」

「それこそ、気にするなよ。風邪は他人にうつすと治るって言うしな」

「ええ聞くわね。なら宗司、あなたは知ってる？」

　静かに、一乃が長い黒髪をかき上げる。




「キスをすると風邪がうつるらしいわよ」




「え？」

　いつのまにか、触れそうなほど近くに一いち乃のの顔があった。

「私がうつしたのだから、私が責任を取るのが筋でしょう」

　こんな時に、彼女はとても綺き麗れいに微笑ほほえんで静かに目を閉じる。

　宗司そうじは自分の心臓が急に熱くなるのを感じた。

　あるいは、それも悪化した風邪のせいなのかもしれない。

「──一乃？」

「あなたも責任は取りなさいよ」

　瞳ひとみを閉じた端整な顔、近付いてくる赤い唇。

「ねえ宗司……もしも契約なんてなくても、あなたは一緒に──」

　朦もう朧ろうとしつつある意識に、宗司は身を委ゆだねる。

「そこまでです森もり塚つか一乃、」

「リリスは力尽くであなたを排除すると決めました」

　抑えた声こわ音ねに強烈に殺気を込めて、エプロン姿のリリスたちが部屋に入ってくる。

　さりげなくその影に隠れて風邪薬を持ったキリカもいる。

　一乃は憎々しげに顔を歪ゆがめて立ち上がり、身構えた。

「くっ──絶好のチャンスだというのに邪魔が入ったわね」

　彼女もまた、リリスに敵意を向けて紅あかい瞳に炎を灯ともす。

　一乃が、リリスが、互いを紛まぎれもなく敵だと認識する。

「泥棒猫が、」

「ふざけたことを言います」

　リリスとリリスが手を繫つなぎ、そして唱となえた。

「我が根源、我が世界、我が魂、」

「──顕現せよ『第一世界シユレデインガー』」

　異能が発動する。リリスの足元から、同心円状に鏡が広がっていく。

　フローリングの床の上を這はい広がって、床を鏡が覆う。

　一乃の足元にまで鏡の床は広がり、やがて鏡は上へと伸びる。

　鏡の世界、ミラーハウス、『第一世界シユレデインガー』──それが白しろ崎さきリリスの心の形。

「面おも白しろい結界ね。少しあなたの精神に興味が沸くわ」

　鏡の世界にリリスと共に取り込まれた一乃が呟つぶやいた。

　長い黒髪をかきあげて、一度小さく鼻を鳴らす。

　左右の、上下の、鏡に一乃のリリスの姿が幾重にも映っていた。

「リリスの精神分析は無意味です森塚一乃、」

「全すべて、そうあるものはそうあるだけと兄さまは言っています」

「その台詞せりふ、私も宗司そうじに言われたわ」

　紅あかと虹にじ色いろ、一いち乃のとリリスは互いを見詰め、虚こ空くうに手を伸ばしその名を呼ぶ。

「罪を焼け──」

「鏡よ歪ゆがめ──、」

「赤き贖あがない『煉獄カサルテイリオ』」

「狂いの境界『第一世界シユレデインガー』」

　虚空から、一乃の右手は紅ぐ蓮れんの炎ほのおを纏まとう槍やり『煉獄カサルテイリオ』を召喚し摑つかむ。

　同じくリリスたちは虚空から取り出した鏡の刃やいばを二振り握る。

　片手は繫つなぎ、片手に鏡の刃を握るリリスとリリス。

　一人の人物を鏡に合わせたように、どこまでも同じだった。

「そう……あなたたち、鏡なのね」

　ぽつりと一乃は呟つぶやくが、答えはない、

　長い黒髪を槍の炎に揺らして、一乃は腰だめに槍を構える。

「『第一世界シユレデインガー』白しろ崎さきリリス──私はあなたを、罪の炎で焼き尽くす」

　応じてリリスとリリスは手を繫いだまま、二振りの刃を十字に構えた。

「『煉獄カサルテイリオ』森もり塚つか一乃──、」

「リリスはリリスを武器として、全すべてを踏破し蹂じゆう躙りんする」

　互いに目の前にいる『敵』以外の全てを忘れて、無意味な異能を持つ彼女たちは闘争に臨む──どこか軽い、楽しげな足取りで。

　赤と虹色──その瞳ひとみに隠し切れない喜悦を宿して。




　二人が激突するその頃ころ、結界の外では。

「はい、ソージ。リンゴ切ってきたから、お薬飲む前に食べてね」

「ああ、悪いなキリカ……つうか、あいつら大丈夫なのか止めなくて」

　布団から上体だけ起こした宗司は辛つらそうな顔でキリカが切ってきた林りん檎ごを一つ齧かじる。

「大丈夫じゃないかな」

　宗司の枕まくら元もとにぺたりと腰を下ろしたキリカが小さく肩をすくめた。

「一乃の『煉獄カサルテイリオ』とリリスの『第一世界シユレデインガー』なら、お互い勝ても負けもしないよ」

「まあ……そうかもしれんが、心配だな」

　林檎を齧りながら、宗司は溜ため息いきを吐つく。

「はいはい、いいから今は自分の心配だよっ。ほらまだ結構熱があるんだから」

　キリカは宗司の額に触れて言う。宗司は小さく苦笑を浮かべた。

「……悪いな、面倒かけて」

「気にしなくて良いからさ、ソージ」

　にこりと、とても可愛かわいらしくキリカが微笑ほほえむ。

「はやく元気になって、また一緒に遊ぼうねっ」

「その前に期末試験だけどな」

「ソージ、風邪引いてる時ぐらいそんなこと考えるのやめようよー」

「かもな、あんまり健康にいい話題じゃねえし」

　二人は顔を見合わせて、少し笑った。

　それから宗司そうじは林りん檎ごを全部食べて、風邪薬を飲み、横になった。

　程なく目を閉じた宗司は穏やかな眠りに落ちていく。

　キリカは枕まくら元もとで、じっと、青い瞳ひとみを細めて嬉うれしそうにそれを見詰めていた。

「……ソージの寝顔、独り占めー」

　本当に嬉しそうに宗司の寝顔を見詰めていたキリカはふと思い出したように、にやりと悪巧みを成功させた猫のような顔をした。

「絶対にイチノとリリスって相性最悪だと思ってたんだよね」

　たとえば、『宗司の看病』という当初の目的を忘れて喧けん嘩かを始めてしまうぐらいに。

「そのおかげで、わたしはソージと二人きり、うふふー。あの二人がぶつかるように仕向けて大正解だったよっ」






日誌　十　勉強なんてやってられるか！






「……何、その説明的な台詞せりふは」

「現在月曜の放課後、期末試験が水曜から始まります。正直なんかもう絶望的です」

　試験直前でクラブは活動禁止だが、同好会はあまり関係がなく。

　今日も今日とて、放課後のゲーム同好会部室には宗司と一いち乃のの姿があった。

　期末試験が終われば夏休み、太陽も本気になりギンギン照りつけ、やかましい蟬せみの鳴き声が部室の中にも届いている。

　いよいよ夏本番と思わせる熱気の中、開け放った窓からは山の爽さわやかな風が吹く。

　そして古びたテーブルで一人黄昏たそがれていた宗司は一乃に向き直る。

「つうことで、勉強教えてください」

「宗司、試験まで四十時間程度の付け焼刃でどうにかなると思っているの？」

「やらないと、おれの夏休みが補習で潰つぶれかねない」

「それは困るわね、いいわやりましょう」

「おお、やってくれるかありがとう！」

「気にしなくていいわよ、それじゃあ宗司そうじ、準備をするから五分待ちなさい」

「おう！」

　宗司は、鞄かばんからノートやら教科書やらを取り出し手早くテーブルに並べていく。

　一いち乃のは何な故ぜか、鞄を持って部室の隅の更衣室──保健室で使っているような布製の仕切りで区切っただけだが──に引っ込んだ。

　宗司が首を傾かしげているときっかり五分後に一乃が更衣室から出てきた。

「それじゃあ宗司君、私が勉強を教えてあげるね。あんまり上手に教えられないと思うけど一生懸命教えるから頑張ろうね」

　一乃が委員長になっていた。

　玩具おもちやめいた丸い眼鏡（伊だ達てだ）をかけて長い黒髪で太い三つ編みを作り、口調も台詞せりふも委員長っぽくなっていた。

「……何それ？」

「えっ？　宗司君ってば、変なことを言うのね」

　眼鏡な一乃はきょとんと小首を傾げて宗司の隣に椅い子すを持ってきて座る。

「宗司君が私に勉強を教えて欲しいって頼んだんじゃない」












「だからそのコスプレに何の意味があるのかと聞きたいわけだが」

「もう、宗司そうじ君ってば雅みやびを理解しないんだから、この駄目人間」

　一いち乃のは小さく首を振る。即席の三つ編みがゆらりと揺れた。

「勉強を教えると言えば、委員長って決まってるからじゃない」

「お願い、雅以前にその発想がおかしいことに気付いて」

「仕方のない宗司ね、いいわ私が実践で委員長というものを教育してあげましょう」

　口調を戻した一乃は薄く唇を吊つり上あげ、宗司の用意した教科書を開いた。

「……よろしく頼む」

　宗司は妙に不安なものを覚えながらも、ペンを手にした。




　一乃の教え方は、意外なほどに丁寧だった。

「世界史はとにかく暗記とヤマを張ることよ」

　十五分ほどかけてざっと試験範囲を流し読みして確認したところで言った。

　さすがに委員長口調で教えるのは面倒らしく、喋しやべり方は普段どおりだ。

　古いテーブルに隣同士すぐ近くに座って二人で教科書を覗のぞいている。

「ヤマ？　んなもん張って外れたらどうすんだよ」

「外れないヤマを張るのよ。要するに『絶対にテストに出さなければいけない問題』を優先して覚えていくの。時代の重要な事件、人物、年号、基本を押さえる。暗記科目は基本を押さえれば点の取れる教科だわ」

「はあ、成る程な」

　宗司は感心したように頷うなずく。

「加えて、先生ごとの趣味というのがあるわよ……例えば、ほらこの人、マイナーにもほどがある軍人だけれど私たちの世界史担当は妙にお気に入りらしいわ」

　すっと身を乗り出して教科書を指す。すぐ隣に座る一乃の肩が触れる。

「どこで調べたんだよ、そんなの」

「あなた、授業をちゃんと聞きなさい。普通に授業中に言っていたわ」

　呆あきれたように一乃が溜ため息いきを吐つくと、その息が宗司の首筋にかかった。

「普通、覚えてねえよそんな雑談まで」

「次からは多少は雑談にも耳を澄ませなさいな」

「ああ、やってみる」

　言いながら、宗司はそのアドバイスを律りち儀ぎにメモする。

「──って、宗司、あなた何を真面目まじめに勉強しているのよ！」

　どんっ！　いきなり三つ編み眼鏡の委員長一乃がテーブルを叩たたき宗司を睨にらんだ。

「なっ……真面目に勉強してるのに怒られただと？」

「宗司そうじ、私は勉強を教えているわね」

「イエスサー、教えていただいております！」

　伊だ達て眼鏡の向こうから睨にらまれて、何な故ぜか背筋を正してしまう。

「大変わかりやすい教え方に、わたくし感謝の念が絶えませんです、サー！」

「そんなことはどうでもいいのよ」

　わなわなと震えながら、乱暴に伊達眼鏡を外し三つ編みを解く。

　いつもどおりの長い黒髪が、怒りで小さく揺れていた。

「いい、肩と肩が触れること三回、手と手が触れ合ったこと六回、首筋に息がかかったこと二回、さり気なく胸を押し当てたこと一回──」

　どんっ！　もう一度テーブルを叩たたく。

　教科書が、一いち乃のの長い黒髪が、びっくりした宗司が軽く跳ねる。

「あなたはどうして、真面目まじめに勉強出来るのよ！」

「……はい？」

　宗司は思わず首を傾かしげた。

「いい、同じ部屋に年とし頃ごろの男女が二人きりなのよ」

「……ああ、うん、そうだね？」

「普段より近い距離、触れ合う体、ちょっぴり相手を意識して宗司はドキドキ、ああもう勉強なんて手につかない、一乃がばぁ──と、なるのが普通でしょう！」

「普通じゃねえよ、そしてがばぁてなんだ、がばぁて」

「あなたが私を押し倒す効果音」

「ドキドキから先が飛躍し過ぎだろうが！」

「ああもう、私の予定が狂ってしまったじゃない」

「自分が押し倒される予定を立ててんじゃねええええええええええええ！」

「さて、勉強を続けましょうか。次はきちんと押し倒すのよ」

「しねえよ、何が悲しくて自分で自分の死刑執行書にサインしなきゃならないんだ」

「そうだよっ！　このキリカさんの目が青いうちはそんなことさせないよっ！」

「…………いつ現れやがったキリカ」

「気配を感じなかったわね」

　一乃と宗司が声の方を振り返る。

「十秒ぐらいまえにドア開けて入ってきたんだよっ」

　ドアのすぐ前から、輝くような銀の髪を揺らしてキリカが二人の傍そばへやって来る。

　今日もキリカは宗司にはいまいちわからないレベルで夏服をアレンジし、銀色の髪には大きな×のヘアピンをつけていた。

「勉強教えてもらってたの？」

　古いテーブルに並んだ教科書類を見てキリカが首を傾かしげた。

「ああ……試験直前に一週間も休んだから、今回は本気でやばくてな」

「ソージも大変だねー」

「他人事のように言うけれど、あなたは大丈夫なの？」

「ん、わたしは割りと平気だよ。成績は中の上ってところだもんっ」

「へえ……正直意外だわ」

「アハハハ、記憶力は結構いいんだよ。うん、結構、ね」

　含んだ物言いに一いち乃のが少し眉まゆ根ねを寄せるが、被かぶせるように宗司そうじが口を開いた。

「で、成績が中の中から中の下ぐらいの微妙なラインのおれは、一乃に勉強教えてくれって泣き付いたんだよ」

「そっか、イチノ成績はいいもんね」

「そういうことよ。邪魔だからさっさと帰りなさ──」

「それならわたしも勉強教えてもらっちゃおっかな、いいよねーソージ」

「ん？　そりゃおれは別にいいけどさ」

　宗司が答えるが早いか、返事も待たずにキリカは宗司の逆隣に椅い子すを持ってきて腰を下ろした。思わず一乃は爪つめを嚙かむ。

「くっ、このお邪魔虫」

「イチノ、部室で勉強始めたのが運の尽きだよ」

「そうね、確かに遅れたらあながた現れるのは目に見えていた」

「シチュエーションなんかにこだわるからそうなるんだよー」

「なんか、とは失礼ね。あなたはシチュエーションの持つ力を知らないのよ」

「そんな武器に頼らないといけないなんて、貧弱なイチノは大変だね」

「使える武器は使うべきだわ」

「武器にこだわって勝利を逃すのは本末転倒じゃないかなっ」

「宗司はメイド姿の私に大興奮してたわ！」

「ソージはもう普段からわたしのわがままボディーに夢中なんだよっ！」

　話が妙な方向に転び、宗司はたまらず声を上げた。

「何の話をしてるんだおまえらは！　ついでに、おれはメイド服にもわがままボディーにも何の感慨も…………あ、ちょっとあるかもしれない」

「ほら見なさい、鈍感朴ぼく念ねん仁じん優しさ大バーゲンの宗司ですらメイド服に抗あらがえないのよ」

「人の発言を都合の良いところだけ切り出すのは卑ひ怯きようだよイチノ！」

「いえ、そうでなくてですね、世界史の続きを……」

「あなたは黙っていて宗司！」

「ソージはちょっと引っ込んでてよ！」

　ぎろり！

　二人が宗司そうじを睨にらみ付つける。

　実に理不尽だが、宗司は素直に口を閉ざした。もちろん怖かったからだ。

　位置的に丁度間に挟まれた宗司は内心でハラハラしながら事態を見守る。

「ふっ」

「アハハハ」

　一いち乃のとキリカが、漆しつ黒こくと銀色が、赤と青の瞳ひとみが、宗司を挟んで対たい峙じする。

　笑みのようなものを象かたどりながら、二人は決して笑ってはいない。

「ッ──はあっ！」

「ッ──らあっ！」

　前触れなく立ち上がり、互いに躊ちゆう躇ちよなく拳こぶしを繰り出す。

「ええい、やっぱりそうなったか！」

　反射的に止めようとして宗司は立ち上がり、立ちさえしなければ頭の上を通り過ぎただろう拳がもろにぶち当たった。

「……あら」

「……あー」

　両の頰ほおに思い切り、一乃とキリカの拳が埋まっていた。

「おまえら……なあ、本当に、少しは抑えろよ」

　脳がぐわんぐわん揺れ、倒れこみそうになるのを堪こらえて告げる。

「……ごめんなさい宗司。大丈夫？　わたし思い切り殴ってしまったわ」

「ごめんね、ソージ。今の、痛かったよね」

　しおらしく、そして珍しく素直に二人が頭を下げた。

「なんかそう普通に謝られると調子が狂うんだが……」

「お詫わびに、目の前で巫み女こ服に着替えてあげるわ、いやらしく」

「わたしはスクール水着で抱きついてあげるね、それも白いスクール水着で」

「いつもどおりだったっああああああ！　こいつらぶれねえ、ある意味で歪ゆがみねえ！　そして心底おれは困る！」

　はたと宗司は気付く。

「いや、それはいいから世界史の続き教えてくれ、試験明後日あさつてなのに今回はガチで何一つしてねえんだぞ、おれ」

「ねえキリカ……宗司って本当に十六歳思春期真っ盛りの男子高校生なのかしら」

「イチノ……戸籍上はそのはずだよ、うん、一応」

「なんだその哀れむような眼まな差ざしは」

「乙女として勉強に完全敗北している現実を認め難いだけよ」

「それはいいから、で流されちゃうんだもんねー」

「おまえら、何を言ってるんだ？」

　心底から不思議そうに、宗司そうじは首を傾かしげた。

「いいえ、何でもないわ。勉強を続けるのはいいけれど場所を私の部屋に移しましょう。世界史はともかく、他ほかの教科は昔のノートがあった方が教えやすいわ」

「む、世界史以外も教えてくれるのか」

「時間が許す限り付き合うわ。でも、少し遅くなるのは覚悟しなさい」

「それじゃー、続きはイチノの部屋でだねっ！」

「あなたも来るの」

「当然だよっ！」

　凄すごく嫌そうな顔をした一いち乃のに向けて、キリカは猫のように笑って答えた。

　二人の間に散る火花を見たのは気のせいか。

「おまえら、また喧けん嘩か始めたらさすがに怒るぞ」

　険悪になりかけた空気を察して、宗司が釘くぎを刺した。

「……なによ」

「……そうだよ」

　不満そうに二人が宗司を見る。

「心配なんだよ」

　宗司は真剣な顔で、二人を見詰め返す。

「おまえらたまに本気になってるだろ、やりすぎて怪け我がでもしたらどうするんだ」

「そう……まあ、あなたがそう言うなら控えましょう」

「うん、し、仕方ないよねっ、ソージにそこまで言われちゃったら」

　何な故ぜか二人がもじもじとし始めて、宗司は首を傾げた。

「なんだよ、急に大人しくなって……そんなキツイこと言ってないだろ」

「……馬ば鹿か、いいから私の家に行くわよ」

「ソージのバーカ、でもラブー」

「お、おい、引っ張るなって」

　さっきまでもじもじしていた二人は、嬉うれしそうに宗司の腕に抱きついて引っ張るように歩き出した。






日誌　十一　それは何の前触れもなく






　ということで三人は荒谷あらや学園を出て山を下り、麓ふもとに程近い一いち乃ののマンションに行った。

　いくらか前に風邪を引いた一乃の看病に来て以来だ。

「どうぞ、入って頂ちよう戴だい」

「お邪魔します」

「おじゃまするよー」

　制服姿の一行は、小さなキッチンを通り抜けてメインの部屋に入る。

　一乃がリモコンでエアコンをつける。

　当たり前だが部屋は以前とさしたる変化はなかった、白いテーブルの上にノートパソコン、埋め込み式のクローゼットに三角棚。

　ベランダに続くガラス戸に映る空はまだ明るく、夕焼けにはまだ時間がありそうだ。

「意外と小こ綺ぎ麗れいにしてるよねー、イチノの部屋」

「一人暮らしが長いもの、もう習慣よ」

「それでも大したもんだよ……ん」

　宗司そうじはふと一乃のベッドの上を見て首を傾かしげた。

「なあ、一乃、あれって」

「どうかしたの？」

　テーブルの傍そばに鞄かばんを置きながら、宗司の言うあれを見た。

　瞬間、一乃の赤い瞳ひとみが泳いだ。

　ベッドの上に、ボタンの全すべて飛んだカッターシャツがあった。

　丁度、パジャマ代わりに使っていたのを今朝脱いでそのままという感じだ。

「おまえの看病したときに、おれが忘れてったシャ──」

「気のせいよ。あれはただのパジャマ」

「いやでも、あの時からシャツが一枚足りなくなって──」

「つまりあなたはこの私が、あなたの忘れていったカッターシャツをどうしようかと迷った挙あげ句く、こっそり黙ってパジャマとして愛用しあなたの匂においに包まれて眠っていると言いたいのね。果たしてそんなことがありえるのかしら」

　物もの凄すごい早口だった。

「むう、言われてみれば確かにそんなことするようにも思えないな」

「そうでしょう」

　妙にほっとした様子で一いち乃のが頷うなずく。

「『……何だか安心する匂においがするわ』」

　ぽつりと一乃の耳元でキリカが囁ささやいた。

「黙りなさい！」

　反射的に一乃が拳こぶしを繰り出す、何だか顔が赤い。

「アハハハ、それは予測済みだよ」

　あっさりとキリカに受け止められる。

　意地悪なチェシャ猫のように、キリカがにやにやと笑っていた。

「くっ……」

「ふっふっふっー、イチノって攻めは強いけど防御が甘いよねっ」

　一乃は歯は嚙がみして、ふんとそっぽを向く。

「さあ、試験勉強を始めるわよ」

「はーい」

　一乃とキリカがテーブルの周りに腰を下ろし、鞄かばんから教科書ノートを出し始めた。

「……大丈夫なのか、おれの試験勉強」

　やや不安そうな顔で宗司そうじは一乃とキリカの間に腰を下ろす。




　宗司の不安とは裏腹に、試験勉強は大変順調に進んだ。

「世界史はこのぐらいにしましょう。後は試験まで今日のノートを何度か音読なさい」

「音読するのか？」

「理想は音読しながら書くことだけれど他ほかの教科もあるから音読だけでいいわ。ただ黙読するより五感に訴えた方が脳に残りやすいのよ」

「へえ……詳しいな」

「うん、イチノって妙なことに詳しいね」

「ただの雑学よ。それより次は……数学をしましょうか」

「うげっ、数学か」

「数学は苦手？」

「わりと」

「わたしもー、暗記効かない教科は苦手だよー」

「そう、残念だけど諦あきらめなさい。暗記科目の直後に暗記科目の勉強はお薦めできないわ」

「なんかあんのか？」

「暗記ばかりだと飽きて眠くなるでしょう？」

「なるほど……反論が思いつかないぐらいに理屈は通ってるな」

「それじゃあ数学を始めるわよ。数学も、重要なのは基本、そして慣れよ。高得点狙ねらいでもない限り応用問題なんて無視していいわ」

　一度立ち上がり、三角棚からノートを取り出しつつ一いち乃のが言う。

「基本はわかるけど、慣れって何だ？」

「極論すれば数学のテストは、教科書の練習問題の『数字が変わるだけ』。でもどの公式をどの計算で使うのかの判断は『公式を使い慣れていないと』間違いやすいの」

「要するに、数をこなして問題を解くのに慣れろってことか」

「そう正解」

「ほへー……イチノがなんか先生みたいだよー」

　意外というか、一乃の教え方は悪くなかった。

　三人とも制服姿のままなので、宗司そうじはどこか授業の延長のような気分だった。

　エアコンの低い駆動音を背後に、何時間か三人は凄すごく真面目まじめに勉強をした。

　幾つめかの問題を解いたところで、宗司は空腹を覚える。

　何時だろうと思いながら、何気なくガラス戸を見たら。

「……え？」

　外は嵐あらしだった。

　空は黒く濁にごった雲で覆われ、車軸を流すような激しい雨と咽むせび泣なく獣のような荒れた風が容赦なく降り注いでいる。

「どうしたの宗司……あら」

「うわー、集中してたから全然気がつかなかったよー」

「つうか、嵐とか天気予報で全く言ってなかっただろ」

「私の家に来るまでは見事な快晴だったわよ」

「これ、どうやって帰ればいいのかなー？」

　宗司とキリカは困り顔で、ガラス戸の向こうの嵐を見ている。

　暴風に煽あおられた雨が殆ほとんど斜めに降り注ぎ、ごろごろと遠くに雷光が閃ひらめく。

「頑張ればまあ、帰れなくもないだろうけど……」

「やめておきなさい」

　テーブルの上で起動させたノートパソコンを覗のぞく一乃が言う。

「規模は小さい……と、いうかこの辺り限定の嵐のようだけど。勢いが異常に強いみたいよ。警報が出てるわ」

　淡々とした一乃の報告を聞いている二人の目の前、ガラス戸の外で、暴風に巻き上げられ飛んでいく植木鉢が見えた。

「それにしても妙ね、気象図を見てると本当に何の前触れもなくいきなり嵐が現れてるわ……こんなことってあるのかしら」

「知らんが、とりあえず帰るのは無理っぽいな……そういやリリス、いつもなら家に戻ってる時間だけど、今日に限って出歩いたりしてねえよな…………」

「これで帰るのは無理だねー、リアルに命の危機だよー」

「しゃあない、一いち乃の」

　宗司そうじはカーテンを閉めて振り返り、テーブルの前に座る一乃を見る。

「今日、泊めてくれ」

　パソコンを操作していた一乃の手が止まる。

「……泊める？」

「これで帰るのは自殺行為だろ。おれが寝るのは風ふ呂ろでも台所でもいいからさ」

「え、その、こ、こちらこそ……」

　そっと三つ指突いて、頭を下げた。

「こちらこそ、末永くよろしくお願いします」

「なんで嫁入りになってんの！　つうか、とりあえず頭上げてくれ困る！」

　素直に顔を上げた一乃は真っ赤で、瞳ひとみが激しく右往左往したかと思うと宗司と目が合ってぴたりと動きが止まる。

「そ、そうね、まずは結ゆい納のうからよね。ごめんなさい早まったわ」

「それも充分早いよ、突っ走ってるよ、マッハすぎるよ！」

「そう……宗司にとって私は一夜だけの関係で終わる相手なのね」

　寂しげに、一乃が赤い瞳を伏せた。

「お願いします、僕の言葉の意味を普通に捉とらえてください！」

「いいのよ、宗司がそうしたいというなら私はその思い出を胸に強く生きるわ」

　一乃は妙に清すが々すがしく、全すべてを吹っ切れたような顔をした。

「そしていつか子どもに宗司と名付けるの」

「罪悪感で首吊つりたくなるようなことをするな！」

「っていうかさーイチノ、わたしがいることわざと忘れてるでしょ」

　銀の髪を揺らして、キリカが肩をすくめる。

「……ちっ」

　舌打ちを一つして、何事もなかったかのように一乃は立ち上がった。

「まあ仕方ないわ。寝具はタオルケットぐらいしかないけれど我慢して頂ちよう戴だい」

「……え？」宗司がぽかんとする。

「別に私は宗司がこの部屋で眠っても気にしないから安心なさい、それじゃあ夕食の準備をするわね」

　長い黒髪をかきあげて、一乃は背を向けた。

「あ、わたしも料理手伝うよ。待っててねソージ」

「あなた……料理できるの？」

「人並みぐらいにはできるよー」

「そう、ならいいわ」

　一いち乃のとキリカが並んでキッチンへと姿を消した。

　宗司そうじはセーラー服とブレザーと、二人の後姿を眺めて一つ溜ため息いきを吐ついた。

「リリスに連絡入れとくか」

　携帯電話を取り出して、リリスの番号にかける。

「どうしました、兄さま」

　ワンコールでリリスが出た。

「ああ、リリス、今何ど処こだ、凄すごい嵐あらしだけどそっちは大丈夫か」

「はい、兄さま、リリスは既に帰宅しています。確認しましたが家屋も問題ありません」

「ならいいや。外には出るなよ、看板とか飛んできたら危ないからな」

「わかりました兄さま。ところで兄さまは今、どこにいるのでしょうか」

「ああ、一乃の家だよ」

「……」電話の向こうでリリスが沈黙する。

「今晩、泊まるから」

「……お、」

「お？」

「お兄ちゃんが寝取られた……」

「ね、寝取るぅ」思わず、宗司は変なところから声が出た。

　一乃たちに聞こえてないか、キッチンに目をやると二人は背中を向けて、何か冷蔵庫の中を覗のぞき込こんでいた。

　宗司は声を抑えて電話に戻る。

「お兄ちゃんがぁ……リリスのお兄ちゃん。リリスのお兄ちゃんなのにぃ」

「泣いてるー！　落ち着けリリス、よくわからんがお兄ちゃんが悪かったから」

「リリスをお嫁さんにしてくれるって約束したのに、信じてたのに……」

「そんな約束した…………したっけ？」

「お兄ちゃんを殺してリリスも死んでやるぅ……」

　涙声で実に物騒なことを言ってくれる。

「お、おれの妹が病やんでた」

　思わず頭を抱えたくなるのをこらえて、会話を続ける。

「あのなキリカもいるから、一乃と二人きりじゃないから、つうかそうじゃなくても何も起こらないから」

「リリスもお兄ちゃんのところ行くのー」

「駄目だ」

　厳しい声で、宗司そうじは告げる。

「危ないから駄目だ。おれはそんな立派な兄じゃないが、妹の危険を見過ごすほど駄目な兄でもねえからな」

「……お兄……兄さま…………」

「なんだよ。お兄ちゃんって呼ばないのか」

「兄さま……そんな昔のことを言わないで下さい。リリスは恥ずかしいです」

「小学生の途中ぐらいまではそうだったな、懐かしい。リリスはあの頃ころも可愛かわいかったよ」

　ランドセルを背負っていた頃のリリスを思い出して、宗司は口の端に笑みを浮かべた。

「わかったよリリス、今から帰る」

「──ッ」リリスが息を吞のんだ。

「おまえが待ってるなら、帰らなきゃな」

「危ないですよ、兄さま」

「大丈夫だろ、多分」

「……いいえ、兄さまもそちらに泊まって下さい。リリスが我わが侭ままでした」

「どうしたんだリリス、なんか声が上擦ってるぞ？」

「何でもありません。では兄さま、リリスは失礼します」

「あ、ああ？」












　電話が終わる。

　宗司そうじは携帯電話を見詰めて、不思議そうに首を傾かしげていた。

「まあ……外泊は許してくれたみたいだからいいか」

　因ちなみにその頃ころのリリスは、

「は、はふぅ……兄さまにも困ったものです、」

「あんなことを言われたら、リリスはもうダメです」

　腰砕けになって、へなへなと座り込んでいた。

　奇くしくも場所はキッチンで、リリスとリリスは夕食を作っていた。

　二人の幼い顔は上気して、目じりがとろんと甘く蕩とろけていた。

「リリスはあの頃『も』可愛かわいかったそうです、」

「リリスが待ってるから兄さまは嵐あらしでも帰ると言ってくれました」

　二人の唇が、にへらーと幸せそうに緩ゆるんでそれこそ本当に子どもみたいだった。

　因みに、電話は二人が一言一言交代で喋しやべっていました。




　一方、キッチンの一いち乃のは、セーラー服の上にエプロンをつけると冷蔵庫を開けて中腰になって覗のぞき込こんでいる。

「ひき肉があるのね……キャベツがあるしロールキャベツでいいかしら」

「いいんじゃないかな、ところでイチノ」

　同じように中腰で冷蔵庫を──いや、一乃の冷たい横顔を見ながらキリカが呼ぶ。

「何よ」

「ドキドキした？」

　ぴくり、一乃の眉まゆが動く。

「何のことかしら」

「結ゆい納のうぐらいまでは、結構本気だったよねっ？」

　青い瞳ひとみを吊つり上あげて、キリカは悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんでいる。

「……黙りなさい、焼き尽くすわよ」

「アハハハ、怒った怒った、図星だねっ」

「いいから、さっさと夕食を作るわよ！」

　叫び、一乃は乱暴に冷蔵庫のドアを閉めた。

　キリカは軽く肩をすくめる。

「ひき肉とキャベツ、冷蔵庫から出してドア閉めてよー」

「あなたが出せばいいでしょう！」

「はーい」

　素直にキリカが冷蔵庫から食材を取り出していく。

「わたしさ、今まで沢山ラブーって言ってたけどさ」

「ええ」

「今でも、ドキドキするよ」

　冷蔵庫の淡い光がキリカを照らし、彼女は恥ずかしそうに微笑ほほえんだ。

　一いち乃のはその顔を見ていない。一乃の顔もキリカには見えない。

「私だって……ドキドキしたわよ」

　そっと、心臓を押さえて一乃は少し寂しげな顔をした。

　二人はほんの一瞬だけ、キッチンから隣の部屋にいる宗司そうじを見た。

「ねえキリカ。今日ぐらいは、仲良くしましょうか」

「そーだねー、ソージが大変だもん」

「ええ、日ごろの宗司の苦労を労ねぎらって美お味いしいのを作りましょうか」

「愛情たっぷり二人分だね。あっ、エプロンもう一つあるかな？」

「ないわよ、だから制服が汚れないような作業をお願い」

　そしてロールキャベツを作り始めた。




　当の宗司は、妹への連絡を終えて微妙に手て持もち無ぶ沙さ汰ただった。

「……あいつらの料理の邪魔しないように、大人しくしてるか」

　キッチンの方へと視線を向けると、セーラー服の上にエプロン姿の一乃と、ブレザーのままのキリカが仲良く動いていた。

　宗司は何となく気恥ずかしくなり視線を戻す。

　と、テーブルの向こうに、何か座っている動物どもがいた。

「わんっ」赤い子犬の犬五号。

「ペーン」赤いペンギンのペンギン二号。

「うさー」赤い……丸い……ウサギっていうか大福？

「一、匹、増、え、て、る！」

　思わず立ち上がって頭を抱えた。

「しかも微妙にこのウサギ見覚えがある、つうかあのペットショップで一乃が気に入ってたウサギ……いや、赤いし、鳴き声変だし、やっぱおまえ、『煉獄カサルテイリオ』？」

「うさ」

　大福のように丸く、耳の短いうさぎが上下に少し揺れた。恐らく頷うなずいたのだ。

「うさぎはうさって鳴かないからな」

「う──」

「うさぎとも鳴かないぞ」

「ラビット！」

「もう鳴き声でもなんでもないだろそれ、うさにしとけ……しかしまあ、見れば見るほど大福っぽいな、赤いし……イチゴ大福ならぬうさぎ大福ってところか」

「うっさー？」

「気にすんな。で、おまえは何番目なんだ？」

「うさうさうさうさうさうさうさ」

「一、二、三……七、七……あとで一いち乃のに聞くか、とりあえずおまえはうさぎ七号な」

「うっさー」

　もう一度、うさぎ七号（うさぎ大福）が頷うなずいた。

「で、おまえはなんでここにいるんだよ」

「うさー」

「ふむふむ、この鈍感野郎？　いや、動物に鈍感呼ばわりされたくないんだが」

　白しろ崎さき宗そう司じ──段々、動物と心が通じ合うようになっている男。

　うさぎ大福はぼよんぼよん短い足で跳ね、更に子犬はがるぐると牙きばをむき出して、ペンギンがぱたぱた羽を振る。どうやら怒っているようだ。

「むう、何を怒ってるんだおまえら」

　宗司が首を傾かしげる、と、同時に赤い動物たちが動いた。

「ペーン！」

「うおっ！」

　華麗なる腹はら這ばい滑りでテーブルの下を潜り抜けたペンギンは宗司の背後へ回り、その羽で膝ひざのうらをぺしりと叩たたく。

「うっさー」

　体勢を崩した宗司に、ぼいんとジャンプしてうさぎ大福のタックルが激突する。

「っつう……」

　思い切り仰あお向むけに宗司が倒れる。

「わおーん！」

　最後のトドメとばかりに、子犬の嚙かみつきが宗司に──

「あなた、さっきから何をばたばたしているの？」

　迫りそうになったところでセーラー服の上にエプロン姿の一乃が姿を見せた。

「わんっ！」

「ペーン」

「うさー」

　蜘く蛛もの子を散らすように、三匹はてくてくぺたぺたぼいんぼいんと宗司から離れてクローゼットの中に逃げた。

「……今、何か一匹増えていたような気がするわね」

　一いち乃のは不思議そうに、クローゼットを開けて中を確かめたが三匹の姿はなかった。

　もう一度首を傾かしげて、一乃は仰あお向むけに倒れた宗司そうじを見る。

「宗司、何があったの？」

「い、いや、べべべ別に」

　顔を赤くした宗司が、さり気なく視線を逸そらした。

　一乃は丁度、宗司の頭のすぐ傍そばに立っていた。

　宗司は仰向けで、一乃は立っていて、荒谷あらや学園の制服のスカートは短め。

「……えっちぃわね、もう」

　ほんの少し顔を赤くして、一乃がスカートの裾すそを引っ張り下ろす。

　恥ずかしそうな一乃を見て、宗司は輪をかけて顔を赤くする。

「わ、わざとじゃないんだ」

　慌てて体を起こし、座ったまま器用に後あと退ずさった。

「わかってるわよ……もう、宗司の馬ば鹿か」

　口元に手を当てて、ぷいと顔を背そむける。

「いや、その、すまん！」

　宗司は申し訳なさに耐え切れなくなり土下座を──

「そんなに見たいなら、正々堂々と力尽くでめくるべきだわ」

　する代わりに叫ぶことにした。

「人に犯罪を勧めるんじゃねえ！」

「安心なさい、当然事後は警察に直行よ」

「罠わなじゃねえか！」

「哲学者ヴィトゲンシュタイン曰いわく──『法を恐れぬものにだけ、美少女の下着を覗のぞくチャンスが与えられる』」

「ヴィトなんたらさんのことは知らんが、絶対そんな台詞せりふは言ってねえはずだ！」

「ヴィトゲンシュタインはこうも言っているわ──『それが語るべきものでないならば我々は沈黙を選ばねばならない』」

「……？」

「私の下着について語るなら、まず私の下着をその目で確認して語るべきということよ」

「ちょ、ちょっと待て、何か混乱してきた！　ええと、つまりおれは一体……」

「見たいの、それとも見たくないの、はっきりしなさい！」

「見た………………見たくない！」

「あなたの本心が間の沈黙によく現れていたわ」

「くそ！　おれは馬鹿だ！」

「哀れな人」

　赤い瞳ひとみに憐れん憫びんの光を宿しながらも、一いち乃のは愉ゆ快かい気げに唇を吊つり上あげた。

「イチノー、分かり辛づらい照れ隠しはいいからこっち来てよ、もうすぐできるんだよっ」

「て、照れ隠しじゃないわよ」

「……照れ隠しだったのか、本気で分かり辛いけど」

「違うわ。決して照れ隠しであるわけがないでしょう。覚悟を決めて下着を見せるのならば恥ずかしいのも我慢できなくはないけれど、予期せぬところで見られると何だかもう凄すごく恥ずかしくて、とりあえず宗司そうじを攻撃して誤魔化してるなんてありえないわ」

　宗司に口を挟ませず言い切ると、一乃はいそいそとキッチンへ戻って行った。

　まるで目の前を嵐あらしが通り過ぎて行ったような顔で、宗司は揺れる長い黒髪を見送りカーテンを少しめくって外を眺めた。

　本物の嵐は変わらず強く吹き荒れ、雨粒は原始の打楽器のように大地に降り注いだ。

　それから三十分ほどして夕食が小さなテーブルの上に並んだ。

「ほー、ロールキャベツか美う味まそうだな」

　白い深皿に綺き麗れいな俵型のロールキャベツが三つ並び、スープの良い香りが一乃の部屋に漂っていた。

「ふふっ、当然でしょう」

「アハハハ、びっくりしたー？」

　宗司を挟むように座り、えっへんとばかりに一乃とキリカが胸を張った。

　二人の顔を見ると、何となく上機嫌なのだとわかった。

　……上機嫌じゃなければ、ぺたんと薄い胸を張った一乃はきっとたわわな胸を揺らしたキリカに嚙かみ付ついていただろうから。

「おう、びっくした……て、おい、どっちが作ったんだこれ？」

「聞いて驚きなさい、合作よ」

「マジで！」

　驚きのあまり、宗司は二人の顔を交互に眺めた。

「本当だよっ。一緒に作ったの」

「おまえらが……二人で仲良く料理か、ちょっと信じられん」

「共通の目的があったのよ」

「そうそう、ここは団結してえいやっと行くべきだって判断したんだよっ」

「なんだかわからんが、それはいいことだ」

　宗司が深く頷うなずく。内心では、ついでにもっと仲良くしてくれて火の粉が飛んでこなくなるといいなーと、そんなダメなことを考えていた。

「それじゃ、皆でいただきますしよっか！」

　キリカが音頭を取り、三人はぱちんと手を合わせていただきますと唱和する。

　宗司そうじは早速、箸はしをとって美お味いしそうに湯気を立てるロールキャベツに手を伸ばす。

　一いち乃のとキリカは固唾かたずを吞のんで宗司の動きを見守っている。

　箸で一口分に切り分けたロールキャベツを宗司は食べて、感心したように息を吐く。

「美う味まいな……」

「そう、それはよかったわ」

「頑張ったもんね」

　平静を装って二人は言い、自分たちも箸に手を伸ばした。

「おまえら二人ともいいお嫁さんになれるな。おれが保証するぜ」

　機嫌よさそうに笑顔を浮かべて宗司が言った。

　一乃とキリカが揃そろって箸を取り落とした。

「ん、どうした」

「……なにを、恥ずかしいことを言ってるのよ宗司の馬ば鹿か」

「えへへっ、嬉うれしいけど、恥ずかしいよソージ」

　一乃は俯うつむき、長い黒髪が流れて表情を隠す。

　キリカは銀の髪を揺らして照れたように後頭部を搔かいた。

「いやいや、こんな美味いロールキャベツ食える男は絶対に幸せ者だよ、間違いねえ」

「も、もう……馬鹿、本当に馬鹿」

「アハハハハハ…………ふにゅう」

　もっと俯く一乃、キリカまで恥ずかしそうに俯いた。

　しかしこの男、自分がその幸せ者だと言う自覚は──多分、ない。

「いくらでも食えそうだよ。おかわりとかあるか？」

「ごめんなさい、これで全部よ。三人分の料理を作ると思ってなかったら……」

「材料がぎりぎりだったんだよー」

「そっか、悪い、催促したみたいで」

　ぺこりと軽く頭を下げて謝る。

「いいのよ、そんなに喜んでくれて嬉しいわ。よければ少しどうぞ」

　一乃はロールキャベツを一口分摑つかむと手皿を添え、テーブルの上に身を乗り出す。

「はい、あーんして」

「あー──いや、待て、キリカも見てる前でそれはちょっと」

　あーんに慣れて普通に口を開けそうになった宗司は慌ててキリカの方を見た。

　じーっと宗司を見ていたキリカは、にこりと微笑ほほえみかける。

「いいよっ、次はわたしの分も、一口あげるねっ」

「そういう問題か……ああ、もう、あーん」

　ぎこちなく、宗司は口を開けて一乃のロールキャベツを食べた。

「美お味いしい？」

「ああ、美味しいよ」

「そう」

　素っ気なく言ったかと思うと一いち乃のは嬉うれしそうに瞳ひとみを細めて箸はしの先端を口に運んだ。

「……間接ちゅー」

　自分の呟つぶやきに、一乃は顔を真っ赤にする。

　一乃の呟きは小さすぎた上に、キリカの声に被かぶさったので宗司そうじには聞こえなかった。

「さ、次はわたしの番だよ、ソージあーんしてねっ」

「おまえにやられんの、初めてだなそういや……」

「……い、言わなきゃ意識しなかったのに」

　余計な一言のせいで、二人の顔には僅わずかに緊張が浮かんだ。

「ソージ、あ、あーんだよ」

「ああ、あーん」

　真剣な顔でキリカが宗司の口にロールキャベツを運ぶ。

　宗司も真剣に食べ、キリカが箸を戻すと二人して安あん堵どの息を吐いた。

「ああ、緊張したよー」

「おれもだ……初めて一乃にあーんされた時みたいに緊張した」

「むー、ソージ、もう一回だよ」

　ぷんぷんとキリカは頰ほおを膨らませて再び箸を動かす。

「まだやんのかよ、つうかおまえ、自分のロールキャベツなくるぞ」

「いいんだよっ、そんなことよりソージにあーんするだよっ。少なくともイチノと同じぐらいはあーんするんだよっ！」

「どういう意味があるんだその対抗意識！」

「イチノに負けたくないんだよっ、ソージ、あーんして」

「わかったわかった、付き合うよ、あーん」

　宗司とキリカがこうして二度目のあーんに入った。

　こんな時、必ずキリカに嚙かみ付つく一乃はというと。

「……間接ちゅー…………宗司と間接ちゅー」

　まだ顔を真っ赤にして、そのくせ幸せそうに唇を緩ゆるめていた。






日誌　十二　伝説になりそうもないピロウバトル






　宗司そうじが洗い物を終わらせ（家でもこれぐらいはしてる）、食後に冷たい麦茶を飲みながら再び白いテーブルを囲む。

「さて、そろそろお風ふ呂ろに入るべきだと思うのだけれど」

「その前に、一つ決めないといけないことがあるよねっ」

「……なんだよそれ？」

　首を傾かしげながら、宗司は汗を搔かいたグラスをテーブルに置いた。

「宗司、あなた私たちより先にお風呂に入る？」

「それとも、わたしたちより後に入るのかなっ？」

　赤と青の瞳ひとみが、じっと宗司を見て訊きいた。

　三人一緒に入るなんてのがありえない以上普通の質問なのだが、宗司は何な故ぜか並ぶ二人の背後に性しよう悪わるな黒猫と悪戯いたずら大好きな白猫の姿を幻視した。

「じゃあ……先に入らせてもらおうかな」

「そう、つまり宗司エキスがたっぷり染み出たお湯に私たちを浸つけたいというのね。動物的本能に基いてマーキング行為を行い、不特定多数に向けて『この雌どもはおれのモノだぜゲッヘッヘッ』と宣言したくてたまらないのね、さすがは『ゲーム同好会の種馬ハーレムメイカー』だわ」

「文字もルビもひでえ！　つうか真顔で種馬とか言うな！　いいよ、おまえらの後で！」

「えっ……じゃあソージ、わたしたちが浸かったお湯に浸かりたいんだ。ううっ、ちょっと恥ずかしいけど、ソージがそうしたいんなら……わたしは、うん…………いいよっ」

「すっごい優しい笑顔ー！　何故だかおれは死にたい気分ー！　その優しさは絶対に優しさじゃないぞー！」

　これが正解のない問題かと、宗司はいつもどおりにクールな顔の一いち乃のと、柔らかく微笑ほほえんでいるキリカの顔を交互に見る。

「……つまり、どっちを選んだ方がダメージが少ないかだな」

「私たちの顔を見ながらそういう言葉を吐かれると少し傷つくわね」

「ソージには愛が足りないよねー」

「うるせえ黙れ」

　やさぐれた声で答え、宗司は二人より先に入るか後に入るか考え、結論を出す。

「よし──おまえらより先に入る」

　マーキング云うん々ぬんは笑い飛ばしてやればいいが、二人の後に入るのは……あれである。一いち乃のとキリカが一糸纏まとわぬ姿で浸つかったお湯だとちょっぴり意識してしまう。

　宗司そうじも一応は思春期な男子生徒ということだ。

「そう、ならバスタオルを出してあげるわ」

「イチノー、着替えの服貸してよ。上のサイズが合わないのは諦あきらめるからさ」

「調子に乗っているわね牛胸女、誰だれがあなたに服を貸したり──」

「わおっ！　じゃあ今夜は、ソージがいるけど裸で寝るしかないねっ！」

「クローゼットから好きなのを選びなさい胸デブ」

「ありがとー胸貧相」

　いざ決まれば、二人はいつものように罵ののしりあいながらも動き出す。

　宗司も立ち上がり、クローゼットを覗のぞくキリカを残し一乃と浴室へ向かう。

　キッチンに隣接する浴室の脱衣所（兼ねる洗面所、洗濯機置き場）の前で、宗司は一乃からバスタオルを受け取る。

「これがバスタオルね。脱いだ服は洗濯機に入れておきなさい洗ってあげるわ」

「そりゃ助かるが……いいのか？」

「大した手間でもないわ。洗濯が終わるまでのんびりとお風ふ呂ろに浸かってなさい…………ああ、わざと早々にお風呂を切り上げて私たちの前に全裸で登場するのも有りよ」

「ねえよ！」

「ソージの裸か、ちょっと見てみたいねっ！」

「おまえもクローゼット覗きながらアホな台詞せりふ吐いてるんじゃねえよ……」

　律りち儀ぎに突っ込みを入れながら脱衣所に入り。

　さくっと入浴して上がって着替えて一乃たちと交代しました。

　シャツにスラックス（制服からカッターシャツを脱いだ）だけの格好で白いテーブルに突っ伏してぼけっとしていた宗司は目線だけで浴室のドアを見た。

「……まさか、一乃の家に泊まることになるとはな。何が起こるかわかんねえもんだ」

　首をぐんにょりと回して浴室の逆方向を向いて目を閉じた。

　水曜日の夜、嵐あらし、一人暮らしの家、二人の少女と一人の青年。

「何が起こるか、わかんねえもんだ」




　一方、一乃とキリカは狭い浴槽の中、体操座りで向かい合っていた。

　お湯は湯船の縁から溢あふれる寸前で、互いの足先が触れ合っている。

　一乃は長い髪をアップにまとめて鼻の下までお湯に浸かり、赤い瞳ひとみを細めキリカの胸をじっと睨にらんでいた。

「……相変わらず、大きいわね」

「あのさ……あんまりじろじろ見られるとさすがに恥ずかしいんだよ」

　キリカはお湯で温まり薄桃色に染まった胸を水の下に隠すように、少し湯船に沈んだ。

　浴槽の縁から水が溢あふれ落ち、二人は鼻の下までお湯の中に浸つかり見詰め合う。

「キリカ、今日限定の和解はまだ有効よね」

「う、うん……一応だけど、っていうかイチノ、目がすわっててちょっと怖いよ」

「恥を忍んで命令するわ」

「前と後ろの単語で繫つながりが変だよっ！」

「揉もませなさい」

「うええええええ！　ちょ、ちょっと待ってよっ！」

「──私はもう、何も待ったりしない」

　問答無用と一いち乃のはキリカの体を軽く押した。

　そのまま、自らは前に身を乗り出しキリカの上に軽く覆いかぶさる。

　狭い浴槽ならばこれで充分、キリカはまともに動けなくなった。

　すかさず一乃の掌てのひらが、もにゅっとキリカの胸を摑つかんだ。

「なんという……魔性。これが人の心を狂気へ誘いざなう禁断の果実。幾多の破滅と敗北、そして屈辱を糧かてに育った邪悪」












　もみゅもみゅもみゅもみゅもみゅ、もみゅん──十の指で、緩かん急きゆうをつけて位置を換えひたすらにもみしだく。

「イ、イチ、イチノ、ダ、ダメェ、手つきがやらし──きゃうっ」

　微かすかに甘みの混ざる声、キリカの全身はのぼせたように薄桃色から赤に変わっていく。

「しかし私は絶望しない。そこにあるものがそこにあるものでしかないのならば、これを望むは無意味──ならば私は私の魔性と狂気をもって、この魔性と狂気を凌りよう駕がする！」

　もにゅんもにゅんもにゅん。

「台詞せりふが片っ端からかっこいいのにやってることがただのセクハラだよー！」

「黙りなさい仏敵！」

「うわあああん、イチノが地味に正気じゃないよっ」

　マッサージ師もかくやの一いち乃のの掌てのひらから逃れようと、キリカがもがく。

　そしてもがくキリカの手が、ふと、一乃に触れる。

「きゃっ」

　キリカの手は一乃の脇わき腹ばらに触れ、一乃は思わず声を上げる。

「……なん、だと」

　青い瞳ひとみを鋭く、獲物を狙ねらう鷹たかの如ごとく鋭く細めてキリカが呟つぶやく。

「ちょ、ちょっとあなた、何を……」

「イチノは黙ってて！」

　攻守逆転、キリカは素早く一乃の腰に手を回し逃亡を阻止する。

「なにこの腰、びっくりするぐらい細くてくびれてるのに本当にうっすらだけど脂肪がのってて柔らかい。指先で押したらふにって押し返してくる！」

「こら、や、止やめなさい、くすぐった、ちょっと、そこは違っ、んっ」

「うわああああ、脚も同じだ細いくせに柔らかいなんて反則だよっ！　反則だよっ！」

　ばしゃばしゃばしゃと浴槽の中で二人が動き、お湯は激しく波打って零こぼれていく。

　一乃の細い体はキリカによってほぐされて、微かに火ほ照てり赤く染まる。

　キリカの手を防ごうともがくが間に合わず、一乃は一方的に嬲なぶられてしまう。

「くっ──黙ってやられるつもりはないわよ！」

　守勢の一乃は、いちかばちか攻勢に出た。

「その一点、あなたにとっての最大の武器は、最大の弱点でもあるわ」

　防御を捨て、キリカの手に触れられるまま一乃は再びキリカの胸をもみしだく。

「ふあんっ……ううう、おかえしだよっ」

「あっ、そこはちがっ、あっ──」

　暴れに暴れた挙あげ句く、気がつけば浴槽の湯は半分ぐらいになっていた。

　二人は逆方向で浴槽の縁にもたれて、ぜえぜえと息を吐いていた。

「……私たち、何をしていたのかしら」

「……わかんないよー」

「そろそろ、出ましょうか」

「うん、出よっか……あっ」

　立ち上がり浴槽を出る一いち乃のの陰で、キリカが何か思いついた悪戯いたずら猫のように笑った。




　風ふ呂ろ場ばの外、一乃の部屋のテーブルで宗司そうじは一人で気を揉もんでいた。

「あいつら……風呂長いな、何か変な声聞こえたけど頭とか打ってねえよな。見に行く……のはやばいか。まあ二人いるし大丈夫だよな」

　割合心配性の気があるのだろう。

「宗司、何か言った？」

　脱衣所から一乃の声がした。

「いや、何でもない。あがったのか」

　宗司は脱衣所の方に視線を向ける。ドアが閉まっているので当たり前だがその中にいる一乃の姿は見えない。

「ええ、少し前にあがったわ。二人一緒だと狭いからキリカはまだお風呂よ」

「まあ、そりゃそうだ」

「これから着替えるから覗のぞくなら今のうちよ」

「やめろ、おれを罠わなに誘うな。たまに罠だとわかっても誘われたくなるんだから！」

　くすりと、ドアの向こうから声がした。

「あなた、素直で可愛かわいいわね」

「うるせえよ」

　宗司はげんなりした顔でぼやいた。

　がちゃりと脱衣所のドアが開き、風呂上りの一乃が姿を見せる。

　宗司は思わずごくりと唾つばを飲んだ。

「ふぅ……いいお湯だったわね」

　湯上りの上気した肌は桃の花めいて、長い黒髪はしっとりと濡ぬれて花の香りが漂う。

　同い年には見えないほどに艶つやっぽく、そこにいるだけで鼓動が激しさを増す。

　加えて今の一乃が着ているのはボタンが取れたカッターシャツだった。胸の前だけはボタン代わりの安全ピンで止めているが隙すき間まから白い肌が小さなへそがちらちら見える。

「おま、なんつう、格好してんだ……」

「何って、ただのパジャマよ」

　大きめサイズのシャツ一枚、裾すそは太ふと腿ももの三分の一程度までしか覆っていない。

「いや、そうじゃなくてだな、下、下忘れてる」

「あら、忘れてないわよ」

　からかうように唇を吊つり上あげて、一いち乃のの両手がシャツの裾すそを摑つかんでほんの一センチだけ持ち上げた。

「ちゃんとはいてるから、確認してごらんなさい」

　宗司そうじの方に歩きながら一乃は闘牛士がするように、白いシャツの裾をひらりと揺らす。

「ばっ、バカ、待て、隠せ、見せるな！」

　宗司は思わず掌てのひらで自分の顔を隠す。

「冗談よ、宗司」

「なんだ冗談か……」

　うっかりほっとして、顔を隠す手をどけた。

　何が冗談だったのか、眼前の一乃は相変わらずシャツの裾を摑んでいた。

「えっちぃ人ね」

　くすり、今度はそれを腰骨のすぐ下、ぎりぎりの位置まで持ち上げた。

「うっぎゃあああああああああ！」

　宗司が失礼にも程がある悲鳴をあげる。

　くすくすと、一乃は凄すごく愉快そうな顔をしている。

「本当に可愛かわいいわね、ほらよく見なさい。スパッツをはいているでしょう」

「ぎゃあああああああ……あ？　スパッツ？」

　確かに一分丈の短いスパッツをはいていた。

「……本当だ」

「残念だったわね」

　シャツの裾から手を離す、ふわりと太ふと腿ももの上に裾が落ちて微かすかに揺れた。

「……何が残念だったんだよ」

「あら、残念じゃないの？」

「……」何も答えず、宗司は視線を逸そらした。

「ふふっ、馬ば鹿かね」

　つんつんと、視線を逸らした宗司の赤い頰ほおを突く。

「くそっ、こいつ……」

「因ちなみに、上は本当に何もつけてないのよ……見たい？」

　甘い吐息を耳に吹き込みながら一乃が訊きいた。

　宗司の背中はぞくぞくと粟あわ立だち、もう顔は茹ゆで蛸だこのようだ。

「見、見、見っ、あ、そうだ、キリカはまだか」

　無理矢理にも程がある話題転換だった。

「キリカならそろそろ出てくる頃ころでしょう」

　若干面おも白しろくなさそうに眉まゆ根ねを寄せて、一いち乃のが脱衣所のドアに視線を向けた。

　同じように宗司そうじもそっちを見る。

「今から出るよー」

　キリカの声がして、ドアが開いた。

「じゃーん、にゃ」

「…………」

　宗司は絶句した。

　湯上りのキリカさんは宗司が乾燥機から出したまま忘れていた宗司のカッターシャツを一乃よろしく羽織っていた。ボタンの上二つを開けた白いカッターシャツから覗のぞく胸の谷間と、それを包むライトブルーの下着が見える。

　だが遥はるかに強く印象に残るのは水気を含んだ銀髪の上に鎮座する──ネコミミ。

「あれは、私があまりのあざとさに着用を諦あきらめたネコミミ……」

　一乃ですら呆ぼう然ぜんとし、呟つぶやく。

「まさか、そこまで捨て身の一撃を放つとは……この私も予想外だったわ」

「借りる服を選んでクローゼットを探していたらみつけたんだよっ」

「……おまえ、なんでおれのカッターシャツ着てんの？」

「ソージサービス？　ほらほら、裸シャツネコミミキリカさんですよー、にゃん」

　にゃん、と肘ひじと手首を曲げて猫っぽくポーズを決める。

「ほらソージ、キリカネコさんだよにゃー、可愛かわいいですかにゃー？」

　宗司の傍そばまでやって来て、キリカは可愛らしく小首を傾かしげた。

「うん、まあ、可愛いよ……」

　照れ臭そうに頰ほおを搔かきながら宗司は答える。

「にゃー！」

　ぱあっと花開いたような満面の笑みでキリカは宗司に抱きつく。

「ぬがっ、あ、おま、離れ」

「いやにゃー。キリカネコさんはソージに甘えるのが大好きニャー」

　べたべたと引っ付いて体を摺すり寄せる。

　カッターシャツ一枚向こうのマシュマロみたいなものが押し付けられて、ふにゅふにゅと形を変える。宗司の意識の全すべてがその柔らかい感触に集中して、他ほかの全部がどうでもよくなってしまいそうになる。

「──そこまでよ、キリカ！」

「にゃ？」

　ぼすっ！

　声の方を振り返ったキリカの顔面に、一乃の投げた枕まくらが激突した。

「和解中だから枕まくらですませてあげる、いい加減に宗司そうじから離れなさい」

　隠し切れない怒りを滲にじませ、シャツ一枚の一いち乃のが腕組みして睨にらんでいた。

「……いいところだったのに、邪魔しないでよっ！」

　足元に落ちた枕を引っつかみ、キリカが投げ返す。

「甘いわ」

　だが一乃は飛来した枕をあっさり受け止め、コマのようにくるりと一度回転し加速を乗せて更に枕を投げ返す。

「甘いのはそっちだよっ！　速度だけじゃあ、わたしは捕まえられない！」

　体勢を低く枕を受け止め、カッターシャツ一枚の姿で大きく足を開きスタンスを広く、相手の足元を狙ねらい力を込めたアンダースロウを放つ。

「そうね、そして私も、力だけでは捕らえられない」

　手では取れぬ低い位置の枕を、一乃は足首で顔の高さまで掬すくい上あげた。

　大胆に脚を上げ（スパッツをはいているから出来る荒あら業わざだ）、枕を回まわし蹴げりする。

　狭い部屋の中で、二人は最初の位置から殆ほとんど動かず超高速で枕を投げ、あるいは蹴る。

　宗司は部屋の隅で、二人の攻防を見ているしかない。

　いやむしろ見ていられない。

　二人ともほとんどシャツ一枚の状態で、飛んだり跳ねたりしているから。












「止めないとまずいよなあ」

　ちらと視線を向ける。

　一いち乃のは剝むき出だしの足を高く上げ、長い黒髪と共に大きな弧こを描いて蹴けりを放っていた。

「ダメだ、おれには無理だ、けど、これ絶対に近所迷惑だよな……」

　苦悩する宗司そうじを余よ所そに、何度目かの攻防で一乃の投げた枕まくらがすっぽ抜けた。

「しまった──」

「イチノ──残念だけど身体能力は」

　天井近くを舞う枕目掛けて、キリカは跳んだ。

「わたしの方が、上なんだよっ！」

　空中での宙返り、オーバーヘッドキックを放つ。

　上からたたきつけられるように落ちる枕、跳んだキリカ、迎え撃つ一乃。

「ああもう、おまえら、狭い部屋で暴れるな！」

　最悪のタイミングで意を決して飛び出す宗司。

　枕はキリカの狙ねらい違たがわず一乃に向かい、一乃は手しゆ刀とうで枕を叩たたき落おとす。

　そしてキリカ本人が落ちていく、うっかり飛び出した宗司の上に。

「ん？」宗司が上を見た。

「ソ、ソージどいてー」

　目にも鮮やかなブルーのストライプが、視界いっぱいに広がっていた。

　みっしりと詰まったボールが顔面にぶつかったような衝撃に襲われる。

　そういえばキリカがスパッツはいてるかまでは訊きいてなかったな、と思いつつ。

　宗司は文字通り、キリカの尻しりに敷かれて意識を失った。




「柔らかいんだか痛いんだか重いんだか！　──はっ、ここはどこだ！」

　宗司が勢い良く体を起こし周囲を見た。

「ああ、そうだ、一乃の部屋に泊まったのか」

　昨夜の激しい枕投げを思い出すが、その割には部屋の中はほとんど荒れていなかった。あれだけ暴れておきながらも、意外に気を遣つかっていたのかもしれない。

　肝心の一乃とキリカはベッドの上で折り重なるようにして眠っていた。

　相変わらずシャツ一枚だけの格好で、タオルケットすらない。

「…………枕投げがエスカレートしたあげく、二人とも力尽きたってところか」

　シャツの裾すそがまくれ眩まぶしい太ふと腿ももが──一乃は細めでキリカは柔らかそうだ──覗のぞいていた。宗司は紳士的に視線を逸そらしてガラス戸の向こうを見た。

「おお、晴れてる晴れてる」

　一乃の部屋に泊まる原因となった嵐あらしは、夜のうちに去って行ったのだろう。

　木曜日の朝の、綺き麗れいな朝焼けに誘われるように宗司そうじはガラス戸を開けベランダに出る。

「わおんっ！　わおおんっ、わおおおおんっ！」

「ペペンペンペーンペン！」

「うっさー！」

「……なんでやねん」

　思わず関西弁になってしまうほど脈絡なく『煉獄カサルテイリオ』の赤い動物たちがいた。

　ベランダで何をしていたのか、三匹は何やら小さな祭壇のようなものを囲んで、ぐるぐるとその周囲を回りながらリズム良く鳴いている。

「……なんだこのどっかの儀式みたいなのは」

　言いえて妙だったのかもしれない、犬ウサペンギンどもがぐるぐると回り、奇妙な熱気を帯びてくるのに比例して空模様が……

「ん？」

　誘われてしまうほどに綺麗な朝焼けが、気象庁が頭を抱えそうなほど脈絡なく現れた黒雲に（実際、昨日の嵐あらしに気象庁は頭を抱えていたがそれはどうでもいい）覆われ今にもぽつりぽつりと雨が降ってしまいそうだ。

「って、雨あま乞ごいの儀式かこれえええええええ！」

　宗司が絶叫する、犬ウサペンギンがびっくりして動きを止める、脈絡なく現れた黒雲は脈絡なく消える。

「ひょっとして昨日の嵐もおまえらのせいか、おまえらのせいだったりするのか！」

　犬ウサペンギンはびっくりした顔を見合わせると、

「ペペペン！」

「わんっ」

「うさー」

　びっくりするほど素早く、部屋の中に逃げていった。

「はやっ！　見た目大福のウサギまではやっ！」

　宗司も部屋に戻るが、動物たちの姿はなく諦あきらめてテーブルの傍そばに腰を下ろす。

「やれやれ」

　丁度、そこからはベッドに眠る一いち乃のとキリカの寝顔が見えた。

　折り重なって眠る一乃とキリカ。

　二人の寝顔はひどくあどけなく。

　朝陽に照らされてその長い黒髪が、銀色の髪がきらきら光っていた。

「……本当に、こいつら仲が良さそうだよな」

　宗司は呟つぶやいて、少し笑った。






日誌　十三　沢村キリカの誕生日






　水曜の嵐あらしで荒谷あらや学園に登る道が崩れ、復旧のために木曜金曜が臨時休校そのまま土日に突入した結果、期末試験が延期された。

「……ラッキー、でいいんだろうかなこれは」

　おかげで勉強する時間が出来て、何とか試験をパスした。

　後はもう夏休みを待つばかり、一学期の消化試合のような時期のある金曜日が──

　キリカの誕生日だった。

　暑い日だ、そして平日で授業がある日だ。

　宗司そうじは駅に程近い若者向けの店が立ち並ぶ通りに立ち、キリカを待っている。

　いつものことだ、宗司はキリカの誕生日に一日付き合う。

　荒谷学園中等部に入学し、キリカと出会って以来そうして来た。

「ソージ！」

　道の向こう側からキリカの声がして、宗司はそちらを見た。

　銀の髪を揺らして、キリカが小走りにやって来る。

　リボンタイもカーディガンもないシンプルな夏服姿。

　きらり、夏の日差しがハートマークのヘアピンと胸にさしたペンのキャップを光らせ、珍しくリュックを背負っている。

　宗司は少し手を上げて、キリカに微笑ほほえむ。

「よう、キリカ」

「アハハ、少し遅れちゃったよ、待った？」

　キリカは宗司の前で、ごめんねと手を合わせる。

「いや、さっき来たところだよ。それより、いつものリスト見せてくれ」

「本当にごめんねソージ、リストははい、これだよっ」

　キリカは胸ポケットから折り畳んだルーズリーフを取り出し、ぺらりと広げて見せる。

「……おー、結構あるな」

「ふっふっふっ、キリカさんの『お誕生日にやっておくことリスト』は過去最長だよっ」

「毎年毎年、なんでか長くなってくな」

　感心したような顔で宗司はリストを眺め、キリカに手を差し出した。

「まずは、一番上だな」

　嬉うれしそうに笑って、キリカはその手を握る。

「アハハハ、これで一つ目だねっ」

　やっておくことリストの一番上にある通り、二人は手を繫つないで一緒に歩き出した。




　そんな二人を──彼女が見ていた。

　魔女のような黒いセーラー服、盛る業ごう火かが宿った赤い瞳ひとみ、夏風かはたまた憤ふん怒ぬにたなびく長い黒髪。

　嫉しつ妬とに狂う悪魔のような顔をした森もり塚つか一いち乃のだった。

「ふふふ、学校をさぼってデートなんていい度胸だわ──それも、わざわざ、事前に知らせるなんて」

　物陰に隠れて顔だけ出して呟つぶやく声だけは、氷よりも冷たい。

　昨夜、一乃のアドレスにメールが届いた。

　宗司そうじのアドレスから、明日は学園を休んで一日キリカと過ごすから部室には行けないけど気にしないでくれ──という内容だ。

　恐らく宗司には何の悪気もなかったのだろうが、一乃は怒り狂った。

　そして同じく授業をさぼり今に至る。

　本来なら二人が会った瞬間にでも襲い掛かっていただろう、それを止めたのは一つだけ気になることがあったからだ。

「……ねえキリカ、あなたはどうして」

　一乃は宗司よりも先に、キリカを見つけていた。

　宗司の所へ駆けて行く直前のキリカの表情を見ていた。

「宗司とのデートの前に、あんな悲しそうな顔をしたの」

　一乃の問いがキリカに届くわけもない。

　物陰から日差しの中に出て、一乃は手を繫いで歩く二人を追いかけた。




「と、いうことでやっておきたいことリストその二だよっ！」

「二個目から強烈だなおい」

　二人は同じ通りのフルーツショップにいた。この店はジュースショップも兼ねており奥の席で搾り立てのジュースを飲ませてくれる。

　キリカの目当てはメニューに『カップル専用』とでかでかと書いてある一品だった。

「これは、あれだよな。少女漫画やらでたまに見る、一つのジュースを二本のストローで仲良く飲みましょうってバカップル全開のあれだよな」

「アハハハ、そーだよソージ。ほらほら、恥ずかしがってないで一緒に飲もーよ」

　二人の座るテーブルには、宗司が描写したとおりのジュースがあった。

　キリカは既にストローを咥くわえて、きらきらした青い瞳で宗司を見詰めている。

「わかったよ、くそっ、恥ずかしいにも程があるぞ」

　ぼやきながらも、ストローを口に咥くわえた。

　ストローが短めなので必然的に二人の顔は近付く。

　最後の方にはもう額同士がくっついてしまいそうな距離で見詰めあいながらジュースを飲み干していく。

　なるほどもうバカップル以外の何にも見えない。

「……変な気分になる」

「アハハハ、わたしもだよ」

「いやそうじゃなくて……いや、やっぱりなんでもない」

「んー、言いかけて止やめないでよ、気になるよー」

　キリカはストローを咥えたまま器用に唇を尖とがらせる。

「絶対言いません」

　フルーツの甘い味と香り越しにキスでもしているようで──なんて言えやしない。

「ぶー」

　ぶくぶくぶく、キリカがジュースを泡立てる。

「やめなさい。行儀が悪い」

　こつんと掌てのひらで叩たたく代わりに熱を計るように額をぶつける。

「はーい……えへへー」

「なんで叱しかられてんのに嬉うれしそうなんだおまえは」

「んー、なんでだろうねっ」

　青い瞳ひとみでじっと見詰めて、にこっと笑う。

「わっけわかんねえ」

　思わずどきりとしそうになって、宗司そうじは目線を伏せてジュースの方に集中した。

　カップが空になり、宗司は思わず安あん堵どの息を吐く。

「美お味いしかった、ソージ？」

「恥ずかしかった……」

「アハハハ、答えになってないよ」

「美味しかったよ。さすがにフルーツショップがやってるだけあるな」

「だよねっ。でもお店の奥で目立たないから穴場なんだよ」

「よく知ってたな、こんな店」

「一昨年おととしの日記を読んでたら、書いてあったんだよ」

「ふぅん、よし、そろそろ次行くか？」

「うんっ」

　元気良くキリカが立ち上がり、宗司は一緒にフルーツショップを出た。

　出てすぐ、宗司そうじはぎょっとした。

「……なあ、あのビル。なんか凄すごい量のカラスが集まってるんだが」

　フルーツショップの向かい、もし宗司とキリカがジュースを飲んでいるところを監視でもするならぴったりの位置だろうビルに異常な量のカラスがいた。

「あんまり気にしなくていいんじゃないかな、ほら行こうよソージ」

　キリカが宗司の手をぎゅっと握って引っ張る。

「まあ、いいか」

　宗司は引っ張られるままに、その場から歩き出す。




　キリカの『やっておきたいリスト』には他ほかにも色々載のっている。

　例えば駅近くのカラオケにも行った。

「さあソージ、マイクを握ってこのひたすらにラブい曲を熱唱するんだよっ！」

「すげえ、なんだこの曲、愛してるって言葉が二十回ぐらい出てくるぞ」

「その次は二人でイチャイチャデュエットなんだよっ！」

「なんでそんな曲ばっかり選ぶんだよ」

「わたしが好きだからだよ。キリカさんはね、幸せな恋の歌が凄く好きなんだよっ」

「また乙女チックな趣味だなおい」

「アハハハ、それはもうキリカさんは立派な乙女だもん。だから幸せな恋に憧あこがれる」

「憧れ、ね……いいよ、じゃあ一緒に歌うか」

「わーい、だからソージ好きー、ラブー」

「はいはい、ラブラブ。曲始まるぞ」




　ゲームセンターにも行きました。

「ソージって、あんまりこういう所に来ないよね」

「……金がねえんだよ。あんまり興味がないってのもあるが」

「ゲーム同好会なんだから、ゲーセンぐらい来なよ」

「否！　ゲームを普通にやるようなゲーム同好会はゲーム同好会じゃねえ！　それがいかなるゲームであってもだ！」

「ソージが間違えた確信を力強く抱いてるよっ！」

「で、何するんだ」

「最近すっかり下火のプリクラ撮ろ。思い出作り、思い出作り」

　キリカはぎゅっと宗司の腕に抱きつき自然とその大きな胸の膨ふくらみが押し付けられる。

「ちょ、急に抱きつくなっての」

「いいからいいから、さっ、見た瞬間に今日のこと思い出しちゃうような最高のプリクラ撮ろっ！」




　他ほかにも本屋、輸入雑貨店、古着屋など色々な店を回りお昼前には文房具屋にも寄った。

「……ここは、便びん箋せんか」

「わお、ソージよくわかったね」

「毎年、欲しがってるからな便箋」

「やっぱり、大事な手紙を書く時は便箋とか封筒にもこだわりたいよね」

「ま、今時手紙ってのも珍しいけどな」

「だから、気持ちが現れるんだよ……大事な人への大事な気持ちが」

　ね？　そう、どこか儚はかなくキリカが微笑ほほえむ。

「──キリカ」

　思わず宗司そうじはキリカの手を握る。

「ふふふー、びっくりした？」

　すると彼女は一瞬前の儚さなど、幻だったように、悪戯いたずら猫の顔で笑うのだ。

「……っ、この女は本気でもう」

　盛大に溜ため息いきを吐ついて、宗司は手を振り解ほどく。

「びっくりしたよ」──キリカが急に消えてしまいそうでと心の中で言う。

「ソージもまだまだ修行が足りないねー。女の子の変幻自在っぷりはこんなもんじゃないんだよ。まー、不器用な女の子もいるけどね」

　それは誰だれのことだったのか。宗司は軽く肩をすくめた。

「おれの周りの女はどうしてこう手て強ごわいのかねえ。おまえにも一いち乃のにも、リリスにすら頭があがらねえじゃねえか」

「たまにはオレサマっぽく振舞ってみるとか？　えーと、こんな風に──」

　と、キリカがオレサマっぽい台詞せりふを言う。宗司は一瞬嫌そうな顔をしたが、

「……ちょっと面おも白しろそうだな」

　結局やってみることにした。

「キリカ──」

　くいっとキリカの顎あごを摑つかんで引き寄せると、宗司は傲ごう慢まんなほど自信に満ちて笑う。

「おれのものになれよ、毎日蕩とろけるぐらい可愛かわいがってやるぜ」

　言ってはみたもの、宗司としては苦笑するしかなかった。

「こりゃ、我ながら見事なぐらいに似合わねえな」

「は……はう、あう、はうにゃー」

　ぼひゅん。しかしキリカの顔は真っ赤で口をぱくぱくさせている。

「……ん、どうしたキリカ」

「な、なんでもないんだよっ！　凄すごくドキドキしたとかじゃないんだよっ！」

「ああうん……まあいいよ。で、気に入った便びん箋せんはあったのか？」

「ここここここ、これかな」

　キリカが選んで手に取った便箋を、宗司そうじは覗のぞきこむ。

「これでいいのか、真っ白だけど」

　何の飾り気もない、枠と線だけのシンプルな便箋だった。

「ソージ、顔近っ、あうっ、いいいいんだよっ、これが気に入ったんだよ」

「そうか、じゃあそれ買おうぜ……さっきから微妙に周りの目が痛い」

「ぶぶぶ文房具屋にカップルで来てイチャイチャしてれば目立つよねっねっ！」

「……？　なんでさっきからおまえ、延々とどもってんだ」

「いいい、いいから、レジに行こうよっ」

　キリカは選んだ便箋を手に、妙にぎくしゃくとした動きでレジに向かう。

　宗司そうじは不思議そうに首を傾かしげて、キリカの隣に並んだ。




　因ちなみにその頃ころの一いち乃のさんは。

「キリカキリカキリカキリカキリカキリカキリカキリカキリカキリカキリカキリカ！

　沢さわ村むらキリカ！

　人目のあるところであんなにいちゃいちゃして、羨うらやましい！　もとい、妬ねたましい！　ああでも、公衆の面前でいちゃいちゃするなんて私には難易度が高すぎるのよ、恥ずかしいのよ、でもやりたい、手を繫つないで歩いて十秒に一回ぐらい甘えたいの！」

　相変わらず物陰から二人を尾行したまま、ちょっと壊れてました。




「さーてリスト八番目、次はいよいよお昼ごはんだよっ！」

「『公園でキリカさんの手作りランチを一緒に食べる』って書いてあるこれか」

「その通りだよ、ソージラブー！」

　二人が行ったのは、駅からもフルーツショップがあった通りからも少し外れた住宅街近くにある中央公園だった。

　外周にはさまざまな木々が植えられ、開けた中央に大きな噴水、そこから放射状にベンチが置かれている。

　かなり広いため、ペットの散歩やジョギングコースに使われることも多い近隣住民の憩いこいの場だ。

　宗司たちは噴水をあっさり無視して公園の外れの木陰にピクニックシートを敷いて腰を下ろした。

「おまえ、珍しくリュック背負ってると思ったらピクニックシートなんて持ってたのか」

「アハハハ、そうだよー、お弁当と一緒に持ってきたんだよ。どうせなら陽の当たらない涼しい場所で食べたいもんね」

　噴水周辺のベンチは、太陽を遮るものがないのであまり涼しくない。翻ひるがえって宗司そうじたちのいる木陰は日差しが当たらず風も吹いているため七月でも比較的過ごしやすい。

「さて、これがキリカさんの手作りランチだよ」

　ばばんとピクニックシートに続いてリュックから白いランチボックスを取り出す。

　大きさは、二人分と考えれば普通なサイズだった。

「……重箱三段重ねとかじゃないんだな」

「ソージ……二人でそれは絶対に食べきれないと思うよ」

「ああ、おれもそう思うが、そういうことをする奴もいるんだ」

「ふぅん？　ソージは変な人に縁があるからね」

　銀色の髪を揺らしてキリカがちょこんと首を傾かしげた。

「ああ、そうだな……とりあえず、食べようぜ」

「オッケー、ではでは、オープン・ザ・ランチボックスー」

　満面の笑みを浮かべて、キリカはかぱりと蓋ふたを開けた。

「おおー」

　宗司の感嘆の声。

「……お？　…………これは美う味まそうだな」

　ごはんの上に桜でんぶでハートマークが書いてあるのは見ないふりをした。

　おかずの方は玉子焼きにから揚げ、串くしに刺したウインナー、ベーコンで巻いたアスパラガスにポテトサラダ、野菜スティック等、至ってスタンダードだった。

「……これは」

　一いち乃のが作ってきた弁当に少し似てると思ったが、賢明にも宗司は何も言わず（一乃とは違って）二膳ぜん用意された箸はしを手元に置いた。

「いや、うん、どれから食べようか迷うな」

「じー……」

「やっぱりここは玉子焼きからか」

「じー……」

「おっといけねえ、まずはいただきますからだな」

「じー……」

　キラキラと輝く青い瞳ひとみがじーっと、宗司の顔を見詰めていた。

　木陰にいても、妙な汗が宗司の背中を流れた。

「…………なんでハートマークやねん」

　宗司は絶えかねてそこに触れた。

「ふっふっふっ、それはもちろん、キリカさん的に外せなかったからだよ」

　何だか凄すごく嬉うれしそうだ。

「ねえびっくりした？　驚いた？　ちょっと嬉しかったりしたよねっ！」

「最後だけ疑問形じゃないことに疑問はあるが、確かにびっくりしたよ」

「ならオーケイ。それじゃいただきますしよっか」

「それじゃいただきますと」

　ぱちんと手を合わせて、宗司そうじは弁当に手を伸ばした。

　さっき言ったとおり玉子焼きを一つ食べる。

「あ、美う味まい」

　ちょっと甘めな味付けが、また素晴らしかった。

「えへー、今日のために頑張ったんだよっ。ほらほらソージ、どんどん食べて食べてこっちのポテトサラダとかもいい感じだよ」

「おう、ありがとうなキリカ」

　宗司が笑いかけると、キリカは照れたように頰ほおを染めて後頭部を搔かいた。

「アハハハ、うん、ありがと」

　本当に美お味いしく、宗司の箸はしはどんどん進んだ。

　が、ふと宗司は箸を止める。

　折角作ったというのにキリカはあまり食べずに、にこにこと笑って料理が減っていくのを見ていた。

「食べないのか？」

「なんだかねー、ソージがわたしの料理を食べてくれるのを見てると嬉しいんだよー」

「なんだそれは」

　宗司はその台詞せりふに物もの凄すごく照れ臭くなり、顔を赤くして目線を逸そらした。

　キリカにはそんなところすらも微笑ほほえましいのか、くすりと青い瞳ひとみを少し細めた。

「あー、うん……そうだ、マヨネーズとかないか。さすがに野菜スティックをそのままで食べるのはきついんだが」

　視線が落ち着かない宗司が誤魔化すように訊きいた。

「あうっ、ごめんソージ。なにもないよ」

「ああいいよ、そのままでも食べられるから」

「そうはいかないよっ、キリカさんが美味しく食べられる魔法をかけてあげるよっ！」

　何か悪いことを思いついたように唇を吊つり上あげて、キリカが一つ野菜スティックを指に挟んだ。

「魔法て……なんか異能持ちのおまえが言うと妙な響きがあって嫌だな」

　ある意味では、魔法使いのようなものだ。

「そんな役に立たない魔法じゃないよっ！　はい、ソージ」

　野菜スティックの片側を自分の唇で挟んで、んっ、と顔を寄せる。

「……逆側から、おれにこの野菜スティックを食え、と？」

「んー、ん」

　こくこくとキリカが頷うなずき、唇に挟んだ野菜スティックが上下に揺れた。

　なるほど、これなら魔法のように美お味いしく食べられそうだ。

「待て、これは『やっておきたかったリスト』にないよな、断ってもいいよな」

「んー」

　今度は首を振って否定した。

「いや、これ最後やばいだろ、どう考えてもその……」

　キスだ。

「んー！」

　じれったい宗司そうじに怒るように、キリカがもう少し顔を寄せてきた。

「よ、よしわかった……おれも男だ、一日付き合うと決めたからには付き合う！」

　覚悟を決めて宗司は野菜スティックの逆側を口に含んだ。

　かりかりと、両側から少しずつ野菜スティックが短くなっていく。

　キリカの顔が、青い瞳ひとみが、唇が近付いていく。

　ハートマークのヘアピンで飾られた銀髪からはかすかに甘い香りがする。

　宗司の顔はもう熱中症にでもなったように赤く、ドキドキと自分自身の鼓動が五月蝿うるさいほどだ。

　五センチ、三センチ、二センチ……どんどんと距離は短く。

　キリカの青い瞳が潤うるんでいて、

「んうっ」

　背筋を甘く撫なでるような艶つやめかしい声をあげた。

「すまん、もう無理だ！」

　叫び、残り一センチのところで後ろに逃げるや、まだランチボックスの中に余っていた野菜スティックを全すべて摑つかんでぼりぼりと食べてしまった。

「ぶー、もうちょっとだったのにー」

「もうちょっとじゃねえよ！　そういうのはもっと大事にしなさい！」

「キス？」

「はっきり言うな、恥ずかしいわ！」

「ソージならいいよ、ファーストキスだけどねっ！」

「なっがっ、こ、こっ、このアホッ！」

「アハハハ、ジョークだよジョーク、本気にした」

「……本気にしそうだった」

　赤くなった顔を掌てのひらで隠して、宗司そうじは盛大に溜ため息いきを吐ついた。

「本気にしてくれてもいいんだけどねー」

　さらりと言ってキリカはポテトサラダを少し箸はしでとる。

「はい、ソージ、まだまだあるんだよっ」

　あーん、と、キリカが宗司の口元に箸を運んだ。

「………あーん」

　宗司は色々諦あきらめたような疲れた表情で、口を開けた。

　ポテトサラダは美お味いしかった。




　しばらくしてランチボックスは空になった。

「ご馳ち走そうさま、ああ、食べた食べた。このまま昼寝でもしたい気分だよ」

「ナイスタイミングだよソージ。『やっておくことリスト』の次は『ソージを膝ひざ枕まくらでお昼寝させる』なんだよっ！」

「わー、ナイスタイミングだねー」

　棒読みで答えたが、リストを覗のぞくと本当にそう書いてあった。

「さー、ソージ、カモンカモンだよ」

　正座したキリカが、ぱんぱんと自分の太ふと腿ももを叩たたく。

　少し迷ったが、もうさっき野菜スティックを両側から食べていくような恥ずかしいことをしたばかりだ。

「ええい、後悔すんなよ」

　いまいち意味のわからない台詞せりふと共に、キリカの太腿に頭を乗せた。

　低反発枕まくらに少し似ているか、芯しんの有る柔らかさというか、キリカの太腿は宗司の頭を優しく受け止めてとても……いい匂においがした。

　甘いミルクに似た香りがした。

「……おやすみ、ソージ」

　キリカの掌が慈いつくしむように宗司の頰ほおを撫なでる。

　誘われるように、目を閉じて、宗司はいつしか本当に眠ってしまった。

　キリカはしばらく宗司の寝顔を見詰めていた。

　やがて今日買ったばかりの便びん箋せんを取り出し、胸元のペンを抜いた。

　午後の風が通る木陰で、キリカはペンを便箋の上に走らせていく。

　膝枕の上で宗司はすやすやと眠り、キリカは静かに便箋で誰だれかへの手紙を書く、そんな静かだけれど幸福な時間が流れていく。

　そしてキリカがペンを置いたとき、背にした樹木の陰から彼女が姿を見せた。

「やほー、イチノ」

「こんにちは、沢さわ村むらキリカ」

　嵐あらしの前、と形容するに相応ふさわしく一いち乃のは静かだった。

　長い黒髪、黒いセーラー服、赤い瞳ひとみ、手には銀色のライターを強く握り締め、木陰にあってまるで周囲に溶け込まず、静せい謐ひつなようで燃え盛る炎のようでもあった。

　隠しもしない、嫉しつ妬とに憤ふん怒ぬ、何より憎悪。

「ねえイチノ」

　キリカは何も臆おくせず、眠る宗司そうじの頰ほおを撫なでて告げる。

「今日がずっと続けばいいと思ったことはない？」

　ひどく静かな言葉を告げて、キリカの青い瞳が一乃の紅あかい瞳を見詰め返す。

「決着も結論も結末もなく、ぬるま湯のような時間がずっと続けばいい」

　青い瞳はあまりにも静か過ぎて、一乃の憎悪が、憤怒が、嫉妬が、萎なえていく。

　自分の姿を鏡で見ているような、そんな落ち着かない気持ちになり思わず目を逸そらす。

「…………わからないわ」

「アハハハ、ねえイチノ。わたしはねー、イチノのこと大嫌いだよ」

　どこか悲しげにキリカは微笑ほほえむ。

「大嫌いだけどさ、うん、会えて良かったよ」

「何なのそれ、まるで──」今こん生じようの別れのような言葉だ。

「わたしの時間は、ここでおしまい」

　キリカは尚も悲しげに笑っている。まるで仮面のように笑っている。

「『道化師の栄光バツドジヨーク』が求める代償──今夜零時、誕生日の終わり、わたしは死ぬ」

「……そう」

『道化師の栄光バツドジヨーク』の代償、キリカの死、まるで性た質ちの悪いジョークのようだ。

　性質の悪いジョークのような言葉を、一乃はジョークに思えなかった。

　デートの前に、キリカが見せた悲しげな顔を彼女は思い出していた。

　最後まで目を逸らしたまま、一乃は背を向ける。

　長い黒髪を揺らして、足音もなくその場から消え去った。




　…………夕焼けの赤が、宗司の目を覚ました。

「んー、悪い。本気で寝てた」

「いいよ、丁度、私もね、遺書を書いてたんだ」

　目覚めたばかりの顔を、宗司は僅わずかに歪ゆがめる。

　木陰はもう夕焼けに照らされて、逆光がキリカの表情を隠していた。

　膝ひざ枕まくらの上の宗司は静かに答える。

「そうか」

「ねえソージ、わたしね、最さい期ごは『あそこ』がいいな」

　キリカはどんな顔でその言葉を言ったのだろう。

　それが見えないのが、宗司そうじにはひどく悲しい気がした。

「どこに、行きたいんだ」

　宗司がゆっくりと立ち上がった。




　その夜、沢さわ村むらキリカは死んだ。




　次の放課後のことだ。

　一いち乃のは部室で席に着き、ジッポライターの表面に映る自分の顔を見詰めていた。

「……変な気分だわ」

　ライターに映る顔は歪ゆがみ、まるで泣き顔のようだった。

　キリカが死んだ。キリカのクラスを見に行ったが、確かにキリカはいなかった。

　宗司は何も言わず、一乃も何も訊きかなかった。

「本当に、変な気分」

　静かに一乃は瞳ひとみを閉じる。

　目ま蓋ぶたの裏に、約束された自らの死を告白するキリカの顔が焼きついていた。

『道化師の栄光バツドジヨーク』ではない、ただの十七歳になれなかった少女の悲しい顔。

　喜んでいるわけではない、だが悲しいかと言われても一乃にはわからない。

　物思いにふける耳に、がらりとドアの開く音がした。

「宗司？」

　瞳を開けて、そちらを見る。




「やっほーイチノ！　沢村キリカさん一足お先に十七歳バージョン参上だよっ！」




「……え？」

　いつもどおりに、キリカがいた。

　アレンジがし辛づらいと文句を言っていた夏服を着て、銀色の髪にヘアピンをつけて。

　当たり前のように、そこにいて部室の中に入ってくる。

　一乃はぽかんとしてキリカを見ている。

　キリカは満面の笑みを浮かべて、元気よくブイサインをする。

「『悪い冗談』、なんてねっ！」

　瞬間、一乃の中で色んなものがぷちんと切れた。

「沢さわ村むらキリカァアアアアアアアアアアアアア！」

　ずだんっ！

　椅い子すを後ろに蹴けり飛とばすように立ち上がる、長い黒髪をなびかせて思い切り走る。

「アハハハハハハハ、ねえイチノ、面おも白しろかったー？」

「最低のジョークだわ！」

「誕生日デートの邪魔をするイチノにはいい薬だよっ！」

　銀の髪を揺らして、キリカがファイティングポーズを取る。

「この、この、このペテン師巨乳があああああ！」

「うるさいんだよっ、このストーカー貧乳ぅううううううううう！」

　接近し、防御のことなど考えず拳こぶしを振り上げ、叩たたき込こむ！

　互いの拳が互いの頰ほおを捉とらえ、互いの顔を見詰めたまま脳を揺さぶる衝撃に耐える。

　次の拳を振るうために、相手を打ち倒すために。

「うーす、今日は早く来た……って何度目だおまえらあああああああああ！」

　現れた宗司そうじの声、いつもの闘争の最中に、ふと一いち乃のは思った。

　ならどうして、キリカは宗司とのデートの『前』に、

　あんな悲しそうな顔をしたのだろうか──






日誌　十四　『道化師の栄光』──さよならの週末はささやかな終末──






『道化師の栄光バツドジヨーク』の代償──沢村キリカの死まで、少し、時間があった。

　零時前の夜──誕生日の夜が終わるその前の、ほんの少し残された時間。

　宗司とキリカがいたのは荒谷あらや学園第三旧校舎一階、ゲーム同好会部室だった。

　見慣れた部室には夜の帳とばりが降り、窓から差し込む月明かりだけが僅わずかに照らす。

「本当に、ここでよかったのか？」

　中央の古びたテーブルにつく宗司が訊きく。

「うん、ここがよかったんだよ」

　月光に淡く照らされる銀色、にこにこと笑顔を浮かべ対面に座るキリカが頷うなずいた。

　宗司は携帯電話を取り出し机の上に置く。

　零時は──誕生日の終わりは、もうすぐだった。

「ねえソージ。となり、行って良いかな」

「ああ、来いよ」

「ありがと」

　キリカは椅い子すを動かして隣に行き、ぽすんと宗司そうじの肩に体を預ける。

「ねーソージ。今日はとっても楽しかったよ」

「おれも楽しかったよ……まあ、恥ずかしいのも色々あったけどな」

「そこはもう最後なんだから我慢してもらうしかないよー」

「ま、いいさ別に。最後ってわけじゃないけど……嫌いじゃねーしな」

「アハハハ、ソージいい人だねー」

「そうでもねえよ」

「いい人ってもてないけどねっ！」

「うるせえですよ！」

「まーまー、わたしもいたし、イチノもリリスもいるから大丈夫だよ」

「何がどう大丈夫なんだよ。微妙に不安な連中じゃねえか」

　和なごやかに話をしていると急に、キリカが宗司の手を握った。

「キリカ？」

「ごめんねソージ、もうやりたいことは全部やったんだけど」

　握った手を引っ張って、キリカは宗司の胸に飛び込む。

「やっぱり、怖いな……消えちゃうの」

「……」

「ごめん、ソージ。わたし泣きそう」

　震えた声の呟つぶやきに宗司は頷うなずき、己おのが異能の名前を呼んだ。

「零ぜろに還かえれ──永と遠わの永えい劫ごう『零白夜ラスト・エレメント』」

　異能の白手袋に包まれた手で、宗司はそっとキリカを抱き締める。

「泣くなよ」

　キリカの震えが止まる。

　胸の中のキリカはもう泣かない。

　時間が停止したように動かない。

　そして、日付が変わった。

「……さよなら、キリカ」

　宗司は『零白夜ラスト・エレメント』を消し、キリカを抱き締める腕を解く。

　そっと身を離す。

　キリカが、顔を上げる。

　そしてひどく不思議そうな顔をして、宗司を見た。

「キミ……誰だれ？」

　宗司そうじは悲しげに笑う。

「はじめまして。沢さわ村むらキリカ。おれは白しろ崎さき宗司──おまえの友だちだった男だよ」

　これが代償。

　道化師の栄光は常に短く、生誕の日にその記憶は死ぬ。

　十六度死んだキリカの、十七回目。

「これは、十六歳だったキリカからの、十七歳のキリカへの伝言だ」

　そして宗司は、キリカの遺書をキリカに渡す。

　出会ってから今までずっと、宗司はそうしてきた。

　いつも、悲しげに微笑ほほえんで。




　十七歳のキリカは差し出された遺書を受け取りながら、それを差し出した見知らぬ男の顔をじっと見詰める。

「……」寂しげな人だと、キリカは思う。

　悲しげに微笑んでいるとかではなく、ただ寂しげな人だと思う。

　目の前にいるのに、ずっと遠い場所にいるようなそんな曖あい昧まいな寂せき寥りようをその男に見る。

　その男の寂しげな顔を見ていると、ひどく……キリカの胸は痛んだ。

「ありがと」

「どういたしまして」

　その男は、微笑みを浮かべれば浮かべるほどに寂しそうに見えた。

　まるで底なしの闇やみのように、果てのない空のように──どこまでも、孤独に見えた。

　キリカは胸の奇妙な痛みを感じながら手元に視線を落とし遺書を開く。

　真っ白な便びん箋せんに書かれた、書き手の心が伝わるような遺書を読む。




『第一問・次の漢字の読みを答えなさい。

　・暫く　・杜撰　・竹輪大魔神』




　初しよっ端ぱなで、キリカは遺書を破りそうになった。




『ＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡ、

　さーて、軽いジョークで気分を和なごませたところで、本題に入るよ。

　って言っても、実は伝えたいことって殆ほとんどないんだよねー。

　あれかな、できるだけ笑顔でいて、沢山ジョークを言って、美お味いしいものを食べて、そんな風に過ごしてくれると嬉うれしいかな。

　困ったことがあったら、部屋に今までのキリカの日記が残ってるからそれを読むか、白崎宗司そうじって言うとんでもないお人好しがいるから、その人に全部任せちゃうといいよ』




　ここまで読んで、キリカはそのお人好しを見た。

　お人好しは何も言わずに、相変わらず少し悲しげな顔でキリカを見詰め返した。

　訳もなく、ただその人を見ているだけで、どきどきと胸が鳴る。

　失われた記憶の残ざん滓しが何かを訴えるように鼓動は激しくなる。

　十七歳のキリカは遺書の続きを読むふりをして、目線を逸そらした。




『最後だけど、十六歳のキリカから十七歳のキリカへとっておきのジョークを一つ。

　こほん、じゃあ行くよ。

　やあ十七歳のキリカ、キミに良いニュースと悪いニュースがあるんだよ。

　悪いニュースは、わたしとキミは二度と会えないってことで、

　いいニュースは、




　キミの目の前にいるのが、わたしの好きな人ってことだよ。




　じゃあねバイバイ──十六歳のキリカより』




　短くて、中身のない遺書だった。

　それでもキリカは丁寧に便びん箋せんを折り畳み、顔を上げた。

　悲しげな顔でキリカを見るその人を──白しろ崎さき宗司を何な故ぜかとても笑わせたくなった。

　その人の、心からの、笑顔を見たいと思った。

「ねえ、キミ……ええと、白崎？」

「宗司でいいよ」

「うん、じゃあソージ」

　遺書にあったように、キリカは笑う。

　嬉うれしそうに、楽しそうに、猫のように、太陽のように、微笑ほほえむ。

「とっておきのジョークを思いついたから、聞いてくれるかなっ！」













我が魂の胎なる暗黒についての記述（別名・あとがき）






「ククク、久しいな我が担当編集よ。嵐の夜に生まれし（中略）たる我輩の声を忘れてはおらぬな」

「どちらさまで？」

「クックックッ、そういうのやめて、我輩、意外と傷ついちゃうから」

「まあ、それはどうでもいいです。一いち乃のさん一巻のアンケートが大体揃ったと思うので目を通しておいて下さいね」

「ほほう、我が黒き翼に包まれし者どもの声が届いたか…………ふむ」

「出番が少ない割に、リリスが妙に人気ですね」

「妹か……むっ！　喜べ担当編集よ！　我が暗黒の脳のう髄ずいに天てん啓けいが訪れた、一乃とキリカも実は妹だったという設定を追加す──」

「その瞬間の思いつきで設定の根幹をぶち壊さないで下さい。折角アンケートは概ね好評で売り上げも順調、二巻では店舗特典が色々とつくようになったんですから」

「ククク、残念だがここは譲るとしよう。我輩は機嫌がいい、どうやら我輩が『無の書』を紐解き習得した混沌魔術で売り上げ向上を祈願した甲斐があったようだからな」

「そんなことしてる暇があるなら、早く三巻の原稿を書いてください」

「…………はい」

　と、おかげさまでこのくらいに好評を頂いております一乃さんの二巻でした。

　特に読者の皆さま応援ありがとうございました。

　他、担当編集さんに校正の方にはお世話になっています。

　ほんたにかなえさんには今回もナイスな挿絵を頂きまして感謝の極みです、多分、好評の七割ぐらいはあなたのおかげですぜ？

　内容の方はもう、ゲーム同好会なのにびっくりするぐらいゲームをしてません。

　しかも、一乃さん（執筆当初はもっとクールなキャラクターになる予定だったとは誰も信じてくれまい）を筆頭にヒロインズが加速度的にダメになっている気がします。

　具体的には冒頭とか夢とかお昼ごはんとか入浴とか──というかもうほぼ全シーン。

　まあ、ダメな子ほど可愛いと言いますのでそれも良しとしましょう。

　さて一巻が殆ど部室オンリーの内容だったので、若干部室の外に出て各キャラクターのプライベートにも踏み込むようになりました。

　三巻は夏休み編、同好会の面々＋αアルフアはさらに遠出の予感です。
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